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はじめに

Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-In for Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlの機能を拡張してTimesTenデータベースの監視サポートを追加します。


対象読者

このドキュメントはTimesTenシステム管理者およびEnterprise Managerのユーザーを対象にしています。システム管理者はEnterprise Manager Plug-in for TimesTenを使用してTimesTenデータベースを監視し、構成することができます。





関連ドキュメント

TimesTenのドキュメントは、次のURLのOracle Technology Network(OTN)で入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/database/database-technologies/timesten/documentation/index.html


Oracle Enterprise ManagerのドキュメントもOracle Technology Networkで入手できます。これはTimesTenでサポートされているのに、詳しく説明されていないOracle Enterprise Managerの機能について特に役立ちます。


http://www.oracle.com/pls/em121/homepage





表記規則

TimesTenは複数のプラットフォームをサポートしています。Windowsは、サポートされているすべてのWindowsプラットフォームを表し、UNIXは、サポートされているすべてのUNIXプラットフォームおよびLinuxを表します。TimesTenによってサポートされる特定のプラットフォームのバージョンについては、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリリース・ノート』のプラットフォームについての項を参照してください。




	
注意:

TimesTenのドキュメントでは、「TimesTenプラグイン」という用語は、Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-in for Oracle TimesTen In-Memory Databaseのことを指します。







このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
	固定幅フォントのイタリック	固定幅フォントのイタリック体は、置き換える必要があるコード例の変数です。例:
Driver=install_dir/lib/libtten.sl

install_dirをご使用のTimesTenインストール・ディレクトリに置き換えます。


	[ ]	大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択することを表します(大カッコは、入力しないでください)。
	{ }	中カッコは、カッコ内の項目のうち、1つが必須であることを表します(中カッコは、入力しないでください)。
	|
	選択項目の引数を区切る縦線(パイプ)。
	. . .	引数の後の水平の省略記号は、1行のコマンドラインで複数の引数を使用できることを表します。
	%
	%は、UNIXのシェル・プロンプトを表します。
	#
	#は、UNIXのルート・プロンプトを表します。






TimesTenのマニュアルでは、次の変数を使用して、パス、ファイルおよびユーザー名を表します。


	規則	意味
	install_dir	TimesTenの現在のリリースがインストールされているディレクトリのパスです。
	TTinstance	TimesTenのインストールで指定するインスタンス名です。インストール時に、英数字の一意のインスタンス名でTimesTenの各インストールを識別する必要があります。この名前はインストール・パスに表示されます。
	bitsまたはbb	32または64の2桁の数字は、32-bitまたは64-bitのオペレーティング・システムを表します。
	DSN	データソースの名前です。









ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。












新機能

ここでは、このガイドに記載されているEnterprise Manager Plug-in for Oracle TimesTen In-Memory Databaseリリース12.1.0.3.0の新機能をまとめ、詳細情報を提供するガイドへのリンクを示します。

	
リリース12.1.0.3.0の新機能





リリース12.1.0.3.0の新機能

	
TimesTenインスタンスを監視できます。詳細は、「TimesTenインスタンス・ホーム・ページの操作」を参照してください。


	
TimesTenインスタンスのTimesTenデーモンおよびTimesTenサーバーのサービスを開始および停止できます。詳細は、「インスタンス制御メニューの操作」を参照してください。


	
TimesTenレプリケーションおよびTimesTenキャッシュのエージェントを開始および停止できます。また、メモリーに対するTimesTenデータベースのロードおよびアンロードと、TimesTenデータベースのRAMポリシーの変更ができます。詳細は、「データベース制御メニューの操作」を参照してください。


	
TimesTenデータベースをバックアップおよびリストアできます。詳細は、「「バックアップおよびリストア」ページの操作」を参照してください。


	
Enterprise Managerターゲット間の関係を視覚的なレイアウトで表示し、ターゲットに関するパフォーマンス情報を確認できます。詳細は、「ターゲット・トポロジの表示」を参照してください。


	
グループ、ロールおよびユーザーを作成して、Enterprise Managerで監視するTimesTenターゲットに対するアクセス制御を管理できます。詳細は、「アクセス制御の操作」を参照してください。


	
サポートされている言語にテキストおよびUI要素を翻訳し、国際化がサポートされるようになりました。


	
TimesTenターゲットに関連するトピックでオンライン・ヘルプが使用できるようになりました。オンライン・ヘルプは英語および日本語でサポートされています。その他すべてのブラウザ言語のデフォルトは英語です。


	
新しい自動検出機能を使用してターゲットを追加できます。詳細は、「TimesTenターゲットの構成」を参照してください。















1 Enterprise Manager Plug-in for TimesTenのインストール

Enterprise Manager Plug-in for Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlの機能を拡張してTimesTenデータベースの監視サポートを追加します。

この章ではTimesTenプラグインのインストールを中心に説明します。

内容は次のとおりです。

	
インストールの前提条件


	
Enterprise Manager Plug-in for TimesTenのインストール


	
プラグインの検査および検証


	
ターゲットの優先資格証明の設定


	
TimesTenデータベース・ターゲットのモニタリング構成の変更


	
Enterprise Manager Plug-in for TimesTenのアップグレード


	
Enterprise Manager Plug-in for TimesTenのアンインストール







	
注意:

このユーザーズ・ガイドの手順およびスクリーンショットは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース4に基づいています。









インストールの前提条件

Enterprise Manager Plug-in for TimesTenをインストールする前に、次の操作を実行します。

	
OMS、Enterprise Manager RepositoryおよびAgent用にOracle Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース4 (以上)をインストールします。エージェントでOracle Enterprise Manager Serverと正常に通信できることおよびデータをアップロードできることを確認します。


	
Oracle TimesTen In-Memory Databaseリリース11.2.2.6.0 (以上)をインストールします。







	
注意:

Oracle Enterprise Manager Cloud Control AgentおよびTimesTenデータベースは、同じシステム上に存在する必要があります。







TimesTenインスタンス・ターゲットを構成するときには、次の情報を知っておく必要があります。

	
TimesTenインスタンスの名前




TimesTenデータベース・ターゲットを構成するときには、次の情報を知っておく必要があります。

	
TimesTenインスタンスの名前


	
DSN

DSNは、sys.odbc.iniファイルまたはMicrosoft WindowsのODBCデータ・ソース管理者に記述されているシステムDSNである必要があります。


	
TimesTenデータベースのユーザー名およびパスワード

	
このユーザー名とパスワードはTimesTenターゲットを構成するときに必要です。


	
TimesTenターゲットを構成するときに指定するユーザーは、ADMIN権限を持っている必要があります。このユーザーはインスタンス管理者であることはできません。





	
TimesTenデータベースでTimesTenキャッシュの機能を使用する場合、キャッシュ管理者またはキャッシュ・マネージャのユーザー名、Oracleデータベースのキャッシュ管理者のパスワードおよびTimesTenデータベースのキャッシュ・マネージャのパスワードを知っておく必要があります。

	
キャッシュ管理者またはキャッシュ・マネージャのユーザー名は、TimesTenデータベースおよびOracleデータベースに存在する必要があります。










	
注意:

インスタンスおよびDSNで指定されたTimesTenデータベースがメモリーにロードされていることを確認してください。







TimesTenインスタンスの詳細は、ttStatusまたはttVersionユーティリティを実行してください。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatusまたはttVersionに関する説明を参照してください。


その他の要件

その他の要件または考慮事項は次のとおりです。

	
ターゲットDSNを定義するには直接リンク接続を使用します。クライアント/サーバー接続はターゲットDSNではサポートされていません。


	
Enterprise Manager Plug-in for TimesTenにより複数の一時ファイルが生成されます。各一時ファイルには、Oracle Enterprise Manager Agentのファイル・システムに10 KBから30 KBの空き領域が必要な場合があります。Oracle Enterprise Manager Agentファイル・システムが一杯の場合、Oracle Enterprise Manager Agentはそれ以降TimesTenデータベースを監視できません。Oracle Enterprise Manager Agentのシステム要件の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』の管理エージェントのCPU、RAMおよびハード・ディスク領域要件に関する項を参照してください。


	
Oracle Enterprise Manager Agentをインストールするオペレーティング・システム・ユーザーは、監視対象のインストールのTimesTenユーザー・グループに属している必要があります。また、そのユーザーに/etc/TimesTen/instance_infoに対する読取り権限があることを確認します。TimesTenユーザー・グループの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』のTimesTenユーザー・グループの作成に関する説明を参照してください。


	
最適なパフォーマンスを得るためには、Oracle Management Service (OMS)およびEnterprise Manager Repositoryとは別のシステム上にTimesTenを置きます。


	
My Oracle Support資格証明がSYSMANユーザーを使用して設定されていることを確認してください。これはMy Oracle Supportサイトから更新(プラグイン)をダウンロードするために必要となります。詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlセキュリティ・ガイド』のMy Oracle Supportへのアクセス用の優先資格証明の保存に関する項を参照してください。


	
ソフトウェア・ライブラリ(ローカル・ストアとも呼ばれています)が構成されていることを確認してください。更新は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlにデプロイされる前に、このローカル・ストアにダウンロードされます。詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のOMS共有ファイルシステムの場所の構成に関する説明を参照してください。











Enterprise Manager Plug-in for TimesTenのインストール

TimesTen plug-in for TimesTenをインストールするには、次の手順を実行する必要があります。

	
プラグインのダウンロード


	
Oracle Management Serviceでのプラグインのデプロイ


	
管理エージェントでのプラグインのデプロイ


	
TimesTenターゲットの構成






プラグインのダウンロード

プラグインをダウンロードするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開き、SYSMANユーザーとしてログインしている必要があります。

	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


図1-1 「自己更新」の選択

[image: 図1-1の説明は図の下にあります。]





「自己更新」ページが表示されます。


	
「更新の確認」をクリックします。


図1-2 「更新の確認」をクリック

[image: 図1-2の説明が続きます]





確認ダイアログが表示されます。情報メッセージ「Oracleからの新しい更新をチェックするジョブが正常に発行されました」が表示されます。


	
「OK」をクリックします。


図1-3 更新の確認

[image: 図1-3の説明が続きます]





「自己更新」ページには、更新のステータスを示す「最新のリフレッシュ時刻」が表示されます。

	
「最新のリフレッシュ時刻」の横に緑のチェック・マークが表示されている場合、Enterprise Managerは更新の確認を完了しています。「プラグイン」フォルダを探します。


	
「最新のリフレッシュ時刻」に「送信済」または「進行中」のステータスが表示されている場合、Enterprise Managerは更新の確認を完了していません。「Oracle Enterprise Manager Cloud Control」ページの右上にある「リフレッシュ」ボタンをクリックして「最新のリフレッシュ時刻」のステータスを更新します。「最新のリフレッシュ時刻」のステータスの横に緑のチェック・マークがあることを確認してから、「プラグイン」フォルダを探します。





	
「プラグイン」という名前をクリックします。


図1-4 「プラグイン」フォルダ

[image: 図1-4の説明が続きます]





プラグイン更新ページが表示されます。「プラグイン名」列でOracle TimesTen In-Memory Databaseを検索します。「ステータス」列が「使用可能」となっていることを確認します。


	
「プラグイン名」列で「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-5 プラグインの更新

[image: 図1-5の説明が続きます]





ページの上部のプラグインの更新の下にある「ダウンロード」ボタンを探します。


	
「ダウンロード」をクリックします。


図1-6 プラグインのダウンロード

[image: 図1-6の説明が続きます]





「スケジュール・ダウンロード」ダイアログが表示され、プラグインを今すぐダウンロードするか後でダウンロードするか選択できます。「選択」を選択すると、Enterprise Managerはプラグインをすぐにダウンロードします。


	
「選択」をクリックします。


図1-7 「スケジュール・ダウンロード」ダイアログ

[image: 図1-7の説明が続きます]





更新(プラグイン)がダウンロードされていることを示すダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。


図1-8 「OK」をクリック

[image: 図1-8の説明が続きます]





プラグインのダウンロードが成功しました。プラグインがダウンロードされたことは、プラグインの更新ページで確認できます。Oracle TimesTen In-Memory Databaseプラグインのステータスが「ダウンロード済」であることを確認します。




Oracle Management Serviceにプラグインをデプロイする準備ができました。






Oracle Management Serviceでのプラグインのデプロイ

Oracle Management Service (OMS)上と、1つ以上の管理エージェント上の両方のプラグインをデプロイする必要があります。プラグインを正常にデプロイすると、OMSとエージェントの両方によってプラグインの存在が認識されます。その後で、TimesTenデータベースをエージェントのターゲットの1つとして構成すると、そのエージェントによって、ターゲットの監視プロセスが開始されます。

1つ以上の管理エージェント上のプラグインをデプロイする前に、OMS上のプラグインをデプロイする必要があります。




	
注意:

プラグインのデプロイ中にエラーが発生すると、管理リポジトリの一貫性が損なわれることがあります。プラグインをデプロイする前に管理リポジトリのバックアップを行うことをお薦めします。







OMSにプラグインをデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開き、SYSMANユーザーとしてログインしている必要があります。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-9 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-9の説明が続きます]





プラグイン・ページに、ダウンロード済でデプロイできるプラグインのリストが表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-10 TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-10の説明が続きます。]





OMS上のプラグインをデプロイする準備ができました。ページの上部で「デプロイ先」タブを見つけます。


	
「デプロイ先」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


図1-11 OMS上のデプロイ

[image: 図1-11の説明が続きます]





「管理サーバー上のプラグインをデプロイします: プラグイン」ページが表示されます。プラグイン「Oracle TimesTen In-Memory Database」が「名前」列に表示され、バージョンが自動入力されます。ページの右上で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-12 「次へ」をクリック

[image: 図1-12の説明が続きます]





「管理サーバー上のプラグインをデプロイします: 前提条件チェック」ページが表示されます。前提条件チェックには数分かかることがあります。「前提条件ステータス」リージョンで、テキスト「前提条件チェック」の左側にチェック・マークが表示されます。このテキストの右側には、テキスト「正常に完了」が表示されます。「デプロイメント・ステップ: Oracle TimesTen In-Memory Database」表の各行の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。ページの右上で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-13 「続行」をクリック

[image: 図1-13の説明が続きます]





「管理サーバー上のプラグインをデプロイします: リポジトリ」ページが表示されます。プラグインのデプロイ前にOMSリポジトリのバックアップを作成することを検討します。OMSリポジトリのバックアップの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』のOMSのバックアップに関する項を参照してください。「リポジトリと、最初の管理サーバーの構成をバックアップしましたか。」チェック・ボックスを探します。


	
「リポジトリと、最初の管理サーバーの構成をバックアップしましたか。」チェック・ボックスを選択します。


図1-14 リポジトリのバックアップ確認の選択

[image: 図1-14の説明が続きます]





リポジトリのSYS資格証明を指定する準備ができました。「新規」資格証明タイプの左側にある円を探します。


	
テキスト「新規」の左側にある円をクリックします。


図1-15 「新規」資格証明タイプ・オプションの選択

[image: 図1-15の説明が続きます]





「管理サーバー上のプラグインをデプロイします: リポジトリ」ページがリフレッシュされます。ここでEnterprise Managerリポジトリ用のリポジトリSYS資格証明を入力する必要があります。最初のプロパティはユーザー名です。


	
*「ユーザー名」テキスト・フィールドに、Enterprise Managerリポジトリへのアクセス権を持っているユーザーを入力します。


	
*「パスワード」テキスト・フィールドに、Enterprise Managerリポジトリへのアクセス権を持っているユーザーのパスワードを入力します。


	
*「パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再入力します。


	
「ロール」ドロップダウン・リストから、「SYSDBA」を選択します。


	
テキスト「別名保存」の左にあるチェック・ボックスをクリックします。


	
「別名保存」テキスト・フィールドに、優先資格証明に使用する名前を入力します。資格情報はこの名前で保存されます。

ページの右上で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-16 OMS上でのデプロイの確認

[image: 図1-16の説明が続きます]





「管理サーバー上のプラグインをデプロイします: 確認」ページが表示されます。「管理サーバー」表で、管理サーバーの名前が正しいことを確認します。ステータスが「稼働中」であることを確認します。「プラグイン」表で、プラグインの名前が「Oracle TimesTen In-Memory Database」であることを確認します。ページの右上で「デプロイ」ボタンを探します。


	
「デプロイ」をクリックします。


図1-17 OMSへのデプロイメントの確認

[image: 図1-17の説明が続きます]








	
注意:

Oracle Enterprise Manager Cloud Controlサーバーはデプロイメント・プロセス中に再起動します。







「管理サーバー上のプラグインをデプロイします: 確認」ページが表示され、プラグインのデプロイメントが進行中であることを示すメッセージが表示されます。デプロイメントは数分かかる場合があります。「ステータスの表示」をクリックするか、「デプロイメント・アクティビティ」ページに移動して、デプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-18 「ステータスの表示」をクリック

[image: 図1-18の説明が続きます]





プラグインの「デプロイメント・アクティビティ」ページには、最近のデプロイメント・アクティビティのステータスおよびTimesTenデプロイメント・ステップの詳細ステータスが表形式で表示されます。このページの2つ目の表「デプロイメント・ステップ: Oracle TimesTen In-Memory Database」には、TimesTenプラグインのデプロイメント・ステップが表示されます。この表の最終行にある最後のステップは「管理サーバーの起動」という名前です。このステップが完了したら、「デプロイメント・ステップ」表の各行の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。これらのチェック・マークは、デプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。自動リフレッシュをOFFに設定してある場合、各ステップが完了したことがわかるように、自動リフレッシュを15秒に設定することもできます。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlサーバーはこのデプロイ中に再起動されるため、自動リフレッシュの設定を変更するのに数分待つことが必要な場合もあります。


図1-19 OMSでのデプロイメントの正常終了

[image: 図1-19の説明が続きます]





プラグインがOMS上でデプロイされます。




管理エージェント上でプラグインをデプロイする準備ができました。






管理エージェントでのプラグインのデプロイ

1つ以上の管理エージェント上のプラグインをデプロイする前に、OMS上のプラグインをデプロイする必要があります。




	
注意:

TimesTenデータベース、プラグインおよびデータベースを監視するエージェントは、同じシステム上に存在する必要があります。







管理エージェントにプラグインをデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-20 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-20の説明が続きます]





プラグイン・ページに、ダウンロード済でデプロイできるプラグインのリストが表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-21 Oracle TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-21の説明が続きます]





エージェント上でプラグインをデプロイする準備ができました。ページの上部で「デプロイ先」タブを見つけます。


	
「デプロイ先」メニューから、「管理エージェント」を選択します。


図1-22 管理エージェント上のデプロイ

[image: 図1-22の説明が続きます]





管理エージェント上のプラグインのデプロイ概要ページが表示されます。プラグイン「Oracle TimesTen In-Memory Database」が「名前」列に表示され、バージョンが自動入力されます。「サポートされているターゲット・バージョン」列には、エージェントでサポートされているTimesTenの最低バージョンが示されます。「ターゲット・タイプ」表の下の「続行」ボタンを探します。


	
「続行」をクリックします。


図1-23 「続行」をクリック

[image: 図1-23の説明が続きます]





プラグインをデプロイするエージェントを選択できます。エージェントのステータスは、「管理エージェント」表の「ステータス」列の緑の上矢印で示されているように、「稼働中」である必要があります。


	
「管理エージェント」表で、管理エージェントが識別する適切なエージェントを含む行を探します。この行内でクリックして「続行」をクリックします。


図1-24 エージェントを選択して「続行」をクリック

[image: 図1-24の説明が続きます]





管理エージェント上でのプラグイン・デプロイの前提条件チェック・ページが表示されます。「管理エージェント」表で、「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いており、「エラー・メッセージ」列にテキスト「エラーなし」が含まれていることを確認します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-25 前提条件チェック

[image: 図1-25の説明が続きます]





管理エージェント上でのプラグイン・デプロイの確認・ページが表示されます。「名前」列のプラグイン名が「Oracle TimesTen In-Memory Database」であり、バージョンが正しいことを確認します。テキスト「前提条件チェックに成功した管理エージェント。」が表示されていることと、管理エージェントが正しいことを確認します。

プラグインをデプロイする準備ができました。


	
「デプロイ」をクリックします。


図1-26 「デプロイ」をクリック

[image: 図1-26の説明が続きます]





管理エージェント上でのプラグイン・デプロイの確認ページが表示され、選択したエージェント上でプラグインのデプロイメントが開始されたことを示すメッセージが表示されます。デプロイメントは数分かかる場合があります。「ステータスの表示」をクリックするか、「デプロイメント・アクティビティ」ページに移動して、デプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-27 「確認」ダイアログ

[image: 図1-27の説明が続きます]





プラグインの「デプロイメント・アクティビティ」ページには、最近のデプロイメント・アクティビティのステータスおよびTimesTenデプロイメント・ステップの詳細ステータスが表形式で表示されます。このページの2つ目の表「デプロイメント・ステップ: Oracle TimesTen In-Memory Database」には、TimesTenプラグインのデプロイメント・ステップが表示されます。この表の最終行にある最後のステップは「インベントリの更新」という名前です。このステップが完了したら、「デプロイメント・ステップ」表の各行の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。これらのチェック・マークは、デプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。自動リフレッシュをOFFに設定してある場合、各ステップが完了したことがわかるように、自動リフレッシュを15秒に設定することもできます。


図1-28 エージェントでのデプロイメントの正常終了

[image: 図1-28の説明が続きます]





管理エージェントにプラグインがデプロイされ、そのエージェントにプラグインの自動検出スクリプトがデプロイされます。TimesTenプラグインの自動検出を構成できます。「初期の自動検出構成」を参照してください。ステップ1-8を繰り返して、他の管理エージェントにプラグインをデプロイします。




TimesTenターゲットを構成する準備ができました。






TimesTenターゲットの構成

Enterprise Manager Cloud Controlにより監視されるTimesTenターゲットを構成する必要があります。自動検出または手動構成により、TimesTenインスタンスとそれぞれ固有のTimesTenデータベースに対して1つのTimesTenターゲットを構成できます。TimesTenデータベース・ターゲットを構成するときには、データ・マネージャのDSNを使用します。クライアント/サーバーのDSNはサポートされていません。上級ユーザーには手動構成をお薦めします。




	
注意:

TimesTenデータベース・ターゲットの構成に、TimesTenインスタンス・ターゲットの構成は必要ありません。










	
注意:

SYSMANまたはEnterprise Managerロールによってターゲットの追加権限を持っているユーザーとしてログインしている必要があります。詳細は、「ロールの定義」を参照してください。







自動検出を使用する前に、次の項目を参照してください。

	
初期の自動検出構成




次の構成タイプがあります。

	
TimesTenインスタンス・ターゲット用の自動検出構成


	
TimesTenデータベース・ターゲット用の自動検出構成


	
TimesTenインスタンス・ターゲット用の手動構成


	
TimesTenデータベース・ターゲット用の手動構成






初期の自動検出構成

自動検出によってTimesTenインスタンス・ターゲットまたはTimesTenデータベース・ターゲットを追加するには、各ホストを自動検出用に構成する必要があります。手動構成によってターゲットを追加する場合、自動検出を構成する必要はありません。

自動検出用に構成するホストごとに、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の構成」の順に選択します。


図1-29 自動検出の構成

[image: 図1-29の説明が続きます]





「検出の設定」ページが表示されます。「手順」リージョンで「ホスト上のターゲット」タブを探します。


	
「ホスト上のターゲット」をクリックします。


図1-30 ホストでの自動検出の構成

[image: 図1-30の説明が続きます]





「検出の設定」ページがリロードされます。エージェントがあるホストを選択できます。エージェントのステータスは、「検索」表の「エージェント・ホスト名」列の緑の上矢印で示されているように、「稼働中」である必要があります。


	
「検索」表で、正しいエージェント・ホストが含まれている行を探します。その行をクリックし、「検出モジュール」をクリックします。


図1-31 ホストの追加

[image: 図1-31の説明が続きます]





ホストの「検出モジュール」ページが表示されます。Oracle TimesTen検出モジュールを有効にできます。


	
「検出モジュール」表で、Oracle TimesTen Discoveryモジュールが含まれている行を探します。その行の「有効化」列のチェック・ボックスを選択し、「OK」をクリックします。


図1-32 検出モジュールの選択

[image: 図1-32の説明が続きます]





「検出の設定」ページが表示されます。ステップ1-4を繰り返し、他のホストを自動検出用に構成します。

構成したホストでTimesTenターゲットを検出する準備ができました。


	
「検索」表で、正しいエージェント・ホストが含まれている行を探します。その行をクリックし、「新規に検出」をクリックします。


図1-33 新規に検出

[image: 図1-33の説明が続きます]





「新規に検出」ダイアログが表示されます。「はい」ボタンを探します。


	
「はい」をクリックします。


図1-34 検出を今すぐ実行

[image: 図1-34の説明が続きます]





「検出を今すぐ実行」の「確認」ダイアログが表示されます。検出には数分かかることがあります。情報メッセージ「新規に検出は正常に完了しました」が表示されます。「閉じる」ボタンを探します。


	
「閉じる」をクリックします。


図1-35 「閉じる」の確認

[image: 図1-35の説明が続きます]





「検出の設定」ページが表示されます。ホスト上のターゲットがすべて検出されています。ステップ5-7を繰り返し、他のホスト上のターゲットを検出します。




自動検出を使用してTimesTenターゲットを構成する準備ができました。






TimesTenインスタンス・ターゲット用の自動検出構成

自動検出を使用してTimesTenインスタンス・ターゲットを構成する前に、「初期の自動検出構成」で説明されている手順に必ず従ってください。自動検出を使用して構成するTimesTenインスタンス・ターゲットごとに、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の結果」の順にクリックします。


図1-36 自動検出の結果

[image: 図1-36の説明が続きます]





「自動検出の結果」ページが表示されます。「手順」リージョンで「ホスト上のターゲット」タブを探します。


	
「ホスト上のターゲット」をクリックします。


図1-37 「ホスト上のターゲット」をクリック

[image: 図1-37の説明が続きます]





「自動検出の結果」ページがリロードされます。「ターゲット・タイプ」列で、「TimesTenインスタンス」を探します。


	
「ターゲット」表で、「ターゲット名」列と「ターゲット・タイプ」列で特定された正しいTimesTenインスタンスが含まれている行を探します。その行をクリックし、「昇格」をクリックします。




	
注意:

ターゲットの名前を変更するには、TimesTenインスタンス・ターゲットを選択して「名前の変更」ボタンをクリックします。ターゲットを昇格すると、ターゲット名は変更できません。








図1-38 ターゲットの昇格

[image: 図1-38の説明が続きます]





「検出済ターゲットのプロモート」ページが表示されます。ページ・タイトルの下にある「ターゲット名」、「ターゲット・タイプ」および「エージェント」の各テキスト・フィールドは自動入力され、編集できません。「プロパティ」リージョンにある「TimesTenインスタンス名」フィールドは自動入力され、編集可能です。


	
TimesTenインスタンス名が正しいことを確認して「昇格」をクリックします。


図1-39 検出済ターゲットの昇格

[image: 図1-39の説明が続きます]





確認ダイアログが表示されます。ターゲット昇格には数分かかることがあります。情報メッセージ「ターゲットの昇格は正常に完了しました」が表示されます。「閉じる」ボタンを探します。


	
「閉じる」をクリックします。


図1-40 ターゲットの昇格の正常完了

[image: 図1-40の説明が続きます]





TimesTenインスタンス・ターゲットが正常に追加されました。




新しいターゲットに関する情報を確認し、表示できます。詳細は、「プラグインの検査および検証」を参照してください。






TimesTenデータベース・ターゲット用の自動検出構成

自動検出を使用してTimesTenデータベース・ターゲットを構成する前に、「初期の自動検出構成」で説明されている手順に必ず従ってください。自動検出を使用して構成するTimesTenデータベース・ターゲットごとに、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の結果」の順にクリックします。


図1-41 自動検出の結果

[image: 図1-41の説明が続きます]





「自動検出の結果」ページが表示されます。「手順」リージョンで「ホスト上のターゲット」タブを探します。


	
「ホスト上のターゲット」をクリックします。


図1-42 「ホスト上のターゲット」をクリック

[image: 図1-42の説明が続きます]





「自動検出の結果」ページがリロードされます。「ターゲット・タイプ」列で、「TimesTenデータベース」を探します。


	
「ターゲット」表で、「ターゲット名」列と「ターゲット・タイプ」列で特定された正しいTimesTenデータベースが含まれている行を探します。その行をクリックし、「昇格」をクリックします。




	
注意:

ターゲットの名前を変更するには、TimesTenデータベース・ターゲットを選択して「名前の変更」ボタンをクリックします。ターゲットを昇格すると、ターゲット名は変更できません。








図1-43 ターゲットの昇格

[image: 図1-43の説明が続きます]





「検出済ターゲットのプロモート」ページが表示されます。ページ・タイトルの下にある「ターゲット名」、「ターゲット・タイプ」、「エージェント」および「資格証明のタイプ」の各テキスト・フィールドは自動入力され、編集できません。TimesTen監視資格情報のプロパティを入力する準備ができました。


	
*「TimesTenデータベース・ユーザー名」テキスト・フィールドに、ADMIN権限を持つTimesTenデータベース・ユーザーを入力します。注意: このユーザーはTimesTenインスタンス管理者であることはできません。


	
*「TimesTenパスワード」テキスト・フィールドに、TimesTenデータベース・ユーザーのパスワードを入力します。


	
*「TimesTenパスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再度入力します。




	
注意:

監視するTimesTenキャッシュの機能をデータベースで使用する場合のみ、ステップ7-11は必須です。TimesTenキャッシュの機能を監視しない場合は、ステップ12にスキップします。TimesTenキャッシュの詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』を参照してください。








	
「キャッシュ管理/キャッシュ・マネージャのユーザー名」テキスト・フィールドに、TimesTenキャッシュ・マネージャのユーザーを入力します。注意: このユーザーは、TimesTenデータベースおよびOracleデータベースに存在する必要があります。


	
「Oracleデータベース・キャッシュ管理パスワード」テキスト・フィールドに、Oracleデータベース・キャッシュ・マネージャのユーザー・パスワードを入力します。


	
「Oracleデータベース・キャッシュ管理パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再入力します。


	
「TimesTenデータベース・キャッシュ・マネージャ・パスワード」テキスト・フィールドに、TimesTenキャッシュ・マネージャのパスワードを入力します。


	
「TimesTenデータベース・キャッシュ・マネージャ・パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再入力します。


	
*「データ・ソース名」テキスト・フィールドは自動入力されます。データ・ソース名が正しいことを確認してください。


	
*「TimesTenインスタンス名」テキスト・フィールドは自動入力されます。TimesTenインスタンス名が正しいことを確認してください。


	
「昇格」をクリックします。


図1-44 検出済ターゲットの昇格

[image: 図1-44の説明が続きます]





確認ダイアログが表示されます。ターゲット昇格には数分かかることがあります。情報メッセージ「ターゲットの昇格は正常に完了しました」が表示されます。「閉じる」ボタンを探します。


	
「閉じる」をクリックします。


図1-45 ターゲットの昇格の正常完了

[image: 図1-45の説明が続きます]





TimesTenデータベース・ターゲットが正常に追加されました。




新しいターゲットに関する情報を確認し、表示できます。詳細は、「プラグインの検査および検証」を参照してください。






TimesTenインスタンス・ターゲット用の手動構成

手動で構成するTimesTenインスタンス・ターゲットごとに、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。


図1-46 ターゲットの手動追加

[image: 図1-46の説明が続きます]





ターゲットの手動追加ページが表示されます。ページの中央左セクションで「ターゲット・モニタリング・プロパティを指定してターゲットを宣言的に追加」オプションを探します。


	
テキスト「ターゲット監視プロパティを指定してターゲットを宣言的に追加」の左にある円をクリックします。


図1-47 ターゲットの手動追加

[image: 図1-47の説明が続きます]





「ターゲット・タイプ」選択リストが表示されます。TimesTenインスタンスを選択する準備ができました。


	
「ターゲット・タイプ」とラベル付けされたドロップダウン・リストを開き、「TimesTenインスタンス」を選択します。


図1-48 ターゲット・タイプの選択

[image: 図1-48の説明が続きます]





監視エージェントを検索する準備ができました。「ターゲット・タイプ」選択リストの下にある監視エージェント検索ボックスを見つけます。


	
監視エージェントの右にある検索アイコンをクリックします。

「ターゲットの選択」ダイアログが表示されます。TimesTenインスタンス・ターゲットのモニタリング・エージェントを選択する準備ができました。「ターゲット名」、「ターゲット・タイプ」、「ホスト上」および「ステータス」の列がある「ターゲット」表を探します。ご使用のエージェントのターゲット名を識別します。「ターゲット・タイプ」が「エージェント」であることを確認し、さらに再確認で「ホスト上」列のホスト名が正しいことを確認します。


	
エージェントのターゲット名を識別する行をクリックし、「選択」をクリックします。


図1-49 管理エージェントの選択

[image: 図1-49の説明が続きます]





「ターゲットの選択」ダイアログが閉じ、「ターゲットの手動追加」ページに戻ります。選択したエージェントは「監視エージェント」テキスト・フィールドに自動入力されています。「ターゲット・タイプ」が「TimesTenインスタンス」であり、エージェントが正しいことを再確認します。

ターゲットを追加する準備ができました。


	
「手動追加」をクリックします。


図1-50 「手動追加」をクリック

[image: 図1-50の説明が続きます]





「追加: TimesTenインスタンス」ページが表示されます。インスタンス・ターゲットのターゲット・プロパティの入力準備をします。最初のプロパティはターゲットの名前です。

「ターゲット名」テキスト・フィールドで、TimesTenインスタンス・ターゲット名を定義します。わかりやすい識別子となる名前を選択します。(たとえば、hostname.instanceのように指定します。)


	
*「ターゲット名」テキスト・フィールドに、TimesTenターゲット名を入力します。

「ターゲット名」テキスト・フィールドの下にある「ターゲット・タイプ」および「エージェント」の各テキスト・フィールドは自動入力されます。これで、TimesTenインスタンスの名前を入力できるようになります。


	
*「TimesTenインスタンス名」テキスト・フィールドに、TimesTenインスタンスの名前を入力します。(インスタンスの名前がわからない場合は、ttStatusユーティリティを使用します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatusに関する説明を参照してください。)

ターゲットが正常にデプロイされ、正しく構成されたことを確認するために、接続をテストする準備ができました。


	
「テスト接続」をクリックします。


図1-51 接続のテスト

[image: 図1-51の説明が続きます]





確認ダイアログが表示されます。「テスト接続が成功しました」という情報メッセージが表示されます。メッセージ「テスト接続が成功しました」が表示されない場合は、インスタンス名が正しいことを確認します。


	
「接続のテスト」ダイアログで、「閉じる」をクリックします。


図1-52 テスト接続が成功しました

[image: 図1-52の説明が続きます]





確認ダイアログが閉じます。ページの右上で「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。

2番目の確認ダイアログが表示されます。情報メッセージ「ターゲットの追加は正常に完了しました」が表示されます。ターゲット・タイプ(「TimesTenインスタンス」)、ターゲット名およびエージェントも表示されます。


	
「閉じる」をクリックします。


図1-53 正常に追加されたターゲット

[image: 図1-53の説明が続きます]





TimesTenインスタンス・ターゲットが正常に追加されました。




新しいターゲットに関する情報を確認し、表示できます。詳細は、「プラグインの検査および検証」を参照してください。






TimesTenデータベース・ターゲット用の手動構成

手動で構成するTimesTenデータベース・ターゲットごとに、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。


図1-54 ターゲットの手動追加

[image: 図1-54の説明が続きます]





ターゲットの手動追加ページが表示されます。ページの中央左セクションで「ターゲット・モニタリング・プロパティを指定してターゲットを宣言的に追加」オプションを探します。


	
テキスト「ターゲット監視プロパティを指定してターゲットを宣言的に追加」の左にある円をクリックします。


図1-55 非ホスト・ターゲットの追加

[image: 図1-55の説明が続きます]





「ターゲット・タイプ」選択リストが表示されます。TimesTenデータベースを選択する準備ができました。


	
「ターゲット・タイプ」とラベル付けされたドロップダウン・リストを開き、「TimesTenデータベース」を選択します。

監視エージェントを検索する準備ができました。「ターゲット・タイプ」選択リストの下にある監視エージェント検索ボックスを見つけます。


	
監視エージェントの右にある検索アイコンをクリックします。


図1-56 ターゲット・タイプの選択

[image: 図1-56の説明が続きます]





「ターゲットの選択」ダイアログが表示されます。TimesTenターゲットのモニタリング・エージェントを選択する準備ができました。「ターゲット名」、「ターゲット・タイプ」、「ホスト上」および「ステータス」の列がある「ターゲット」表を探します。ご使用のエージェントのターゲット名を識別します。「ターゲット・タイプ」が「エージェント」であることを確認し、さらに再確認で「ホスト上」列のホスト名が正しいことを確認します。


	
エージェントのターゲット名を識別する行をクリックし、「選択」をクリックします。


図1-57 管理エージェントの選択

[image: 図1-57の説明が続きます]





「ターゲットの選択」ダイアログが閉じ、「ターゲットの手動追加」ページに戻ります。選択したエージェントは「監視エージェント」テキスト・フィールドに自動入力されています。「ターゲット・タイプ」が「TimesTenデータベース」であり、エージェントが正しいことを再確認します。

ターゲットを追加する準備ができました。


	
「手動追加」をクリックします。


図1-58 「手動追加」をクリック

[image: 図1-58の説明が続きます]





「追加: TimesTenデータベース」ページが表示されます。ターゲットのターゲット・プロパティを入力する準備をします。最初のプロパティはターゲットの名前です。

「ターゲット名」テキスト・フィールドでTimesTenターゲット名を定義します。わかりやすい識別子となる名前を選択します。(たとえば、hostname.instance.DSNのように指定します。)


	
*「ターゲット名」テキスト・フィールドに、TimesTenターゲット名を入力します。

「ターゲット名」テキスト・フィールドの下にある「ターゲット・タイプ」、「エージェント」、「資格証明のタイプ」テキスト・フィールドは自動入力されています。TimesTen監視資格情報のプロパティを入力する準備ができました。


	
*「TimesTenデータベース・ユーザー名」テキスト・フィールドに、ADMIN権限を持つTimesTenデータベース・ユーザーを入力します。注意: このユーザーはTimesTenインスタンス管理者であることはできません。


	
*「TimesTenパスワード」テキスト・フィールドに、TimesTenデータベース・ユーザーのパスワードを入力します。


	
*「TimesTenパスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再度入力します。TimesTenプロパティを入力する準備ができました。




	
注意:

監視するTimesTenキャッシュの機能をデータベースで使用する場合のみ、ステップ11-15は必須です。TimesTenキャッシュの機能を監視しない場合は、ステップ16にスキップします。TimesTenキャッシュの詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』を参照してください。








	
「キャッシュ管理/キャッシュ・マネージャのユーザー名」テキスト・フィールドに、TimesTenキャッシュ・マネージャのユーザーを入力します。注意: このユーザーは、TimesTenデータベースおよびOracleデータベースに存在する必要があります。


	
「Oracleデータベース・キャッシュ管理パスワード」テキスト・フィールドに、Oracleデータベース・キャッシュ・マネージャのユーザー・パスワードを入力します。


	
「Oracleデータベース・キャッシュ管理パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再入力します。


	
「TimesTenデータベース・キャッシュ・マネージャ・パスワード」テキスト・フィールドに、TimesTenキャッシュ・マネージャのパスワードを入力します。


	
「TimesTenデータベース・キャッシュ・マネージャ・パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再入力します。


	
*「データソース名」テキスト・フィールドにDSNを入力します。DSNは、sys.odbc.iniファイルかまたはMS WindowsのODBCデータ・ソース管理者に記述されている、システムDSNである必要があります。


	
*「TimesTenインスタンス名」テキスト・フィールドに、TimesTenインスタンスの名前を入力します。(インスタンスの名前がわからない場合は、ttStatusユーティリティを使用します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatusに関する説明を参照してください。)

ターゲットが正常にデプロイされ、正しく構成されたことを確認するために、接続をテストする準備ができました。


	
「テスト接続」をクリックします。


図1-59 TimesTen固有情報の追加

[image: 図1-59の説明が続きます]





確認ダイアログが表示されます。「テスト接続が成功しました」という情報メッセージが表示されます。メッセージ「テスト接続が成功しました」が表示されない場合は、インスタンス名とDSNが正しいことと、そのDSNのTimesTenデータベースがメモリーにロードされていることを確認します。


	
「接続のテスト」ダイアログで、「閉じる」をクリックします。


図1-60 テスト接続が成功しました

[image: 図1-60の説明が続きます]





確認ダイアログが閉じます。ページの右上部にある「OK」タブを見つけます。


	
「OK」をクリックします。

2番目の確認ダイアログが表示されます。情報メッセージ「ターゲットの追加は正常に完了しました」が表示されます。ターゲット・タイプ(「TimesTenデータベース」)、ターゲット名およびエージェントも表示されます。


	
「閉じる」をクリックします。


図1-61 正常に追加されたターゲット

[image: 図1-61の説明が続きます]





TimesTenデータベース・ターゲットが正常に追加されました。




新しいターゲットに関する情報を確認し、表示できます。詳細は、「プラグインの検査および検証」を参照してください。










プラグインの検査および検証

プラグインによるデータ収集の開始を数分間待った後で、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。

「すべてのターゲット」ページが表示されます。「すべてのターゲット」で「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット・タイプ」、「データベース」の順に開き、「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」をクリックします。


図1-62 TimesTenターゲットの選択

[image: 図1-62の説明が続きます]





ターゲット表が表示されます。表の各行について、列「ターゲット・タイプ」に「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」が含まれており、表の各行にすでに構成済のターゲットの名前が含まれていることを確認します。TimesTenターゲットの構成の詳細は、「TimesTenターゲットの構成」を参照してください。

それぞれのターゲット・タイプ行について、「ターゲット・ステータス」列を検索します。ステータスが「稼働中」であることを示す緑色の上矢印があることを確認します。


図1-63 TimesTenターゲットが稼働中であることの確認

[image: 図1-63の説明が続きます]





メトリック・エラーがないことを確認する準備ができました。


	
ターゲット表で、TimesTenターゲットが含まれている行を検索します。「ターゲット名」列で「ターゲット名」をクリックします。(このターゲット名は、構成したTimesTenターゲットの名前です。)


図1-64 ターゲット名をクリック

[image: 図1-64の説明が続きます]





TimesTenターゲット・ページが表示されます。


	
「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「メトリック収集エラー」の順に選択します。


図1-65 「メトリック収集エラー」の選択

[image: 図1-65の説明が続きます]





「メトリック収集エラー」ページに、メトリック収集エラーの情報が記載された表が表示されます。第1列の「メトリック」にテキスト「エラーはありません。」が含まれていることを確認します。


図1-66 エラーなし

[image: 図1-66の説明が続きます]





ターゲットの優先資格証明を設定する準備ができました。









ターゲットの優先資格証明の設定

次の目的でTimesTenターゲットの優先資格証明を設定します。

	
TimesTenインスタンスのTimesTenデーモンの起動および停止。


	
TimesTenデータベースのトランザクション・モニターの使用。


	
TimesTenデータベースのバックアップの作成。


	
TimesTenデータベースのTimesTenキャッシュ・エージェントの起動および停止。


	
TimesTenデータベースのTimesTenレプリケーション・エージェントの起動および停止。


	
メモリーに対するTimesTenデータベースのロードおよびアンロード。




トランザクション・モニターの詳細は、「トランザクション・モニターの操作」を参照してください。

ターゲットの優先資格証明を設定するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。「設定」メニューから、「セキュリティ」、「優先資格証明」の順に選択します。

「セキュリティ」の「優先資格証明」ページが表示されます。「ターゲット・タイプ」列で、「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」を探します。


	
「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」をクリックします。


図1-67 「優先資格証明」ページ

[image: 図1-67の説明が続きます]





TimesTenターゲットの優先資格証明を設定する準備ができました。「優先資格証明の管理」ボタンを探します。


	
「優先資格証明の管理」をクリックします。


図1-68 「優先資格証明の管理」をクリック

[image: 図1-68の説明が続きます]





選択に応じて、TimesTenインスタンス優先資格証明ページまたはTimesTenデータベース優先資格証明ページが表示されます。


	
「ターゲット優先資格証明」表で、ご使用のTimesTenターゲットを含む行を検索します。「ターゲット名」列で「ターゲット名」をクリックします。(このターゲット名は、構成したTimesTenターゲットの名前です。)


図1-69 ターゲット名をクリック

[image: 図1-69の説明が続きます]





	
「設定」をクリックします。


図1-70 「設定」をクリック

[image: 図1-70の説明が続きます]





「名前付き資格証明の選択」ダイアログが表示されます。


	
テキスト「新規」の左側にある円をクリックします。




	
注意:

名前付き資格証明がすでにある場合は、それを選択してステップ12にスキップします。








図1-71 「名前付き資格証明の選択」ページ

[image: 図1-71の説明が続きます]





「名前付き資格証明の選択」ダイアログがリフレッシュされます。ご使用のTimesTenターゲットの優先資格情報を入力するよう、プロンプトが表示されます。最初のプロパティはUserNameです。


	
*「UserName」テキスト・フィールドに、ターゲット・ホストへのアクセス権限を持つユーザーを入力します。このユーザー名は、TimesTenインスタンス管理者のオペレーティング・システム・ユーザー名である必要があります。


	
*「パスワード」テキスト・フィールドに、ターゲット・ホストへのアクセス権限を持つユーザーのパスワードを入力します。このパスワードは、TimesTenインスタンス管理者のオペレーティング・システム・パスワードである必要があります。


	
*「パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再度入力します。


	
テキスト「別名保存」の左にあるチェック・ボックスをクリックします。


	
「別名保存」テキスト・フィールドに、優先資格証明に使用する名前を入力します。資格情報はこの名前で保存されます。


	
「テストと保存」をクリックします。


図1-72 「テストと保存」をクリック

[image: 図1-72の説明が続きます]





「名前付き資格証明の関連付けが正常に実行されました。」というテキストとともに情報ダイアログが表示されます。


図1-73 名前付き資格証明の関連付けの正常終了

[image: 図1-73の説明が続きます]







資格情報をTimesTenターゲットと正常に関連付けることができました。






TimesTenデータベース・ターゲットのモニタリング構成の変更

TimesTenデータベース・ターゲットを構成するときには、TimesTenのユーザー名およびパスワードを指定します。TimesTenデータベースでこのTimesTenユーザーのパスワードを変更した場合は、Enterprise Manager Cloud Control監視構成のパスワードを更新する必要があります。TimesTenターゲットの構成の詳細は、「TimesTenターゲットの構成」を参照してください。

TimesTenデータベース・ターゲットのモニタリング構成を変更するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。

「すべてのターゲット」ページが表示されます。「すべてのターゲット」で「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット・タイプ」、「データベース」の順に開き、「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」をクリックします。


図1-74 データベース・ターゲット・タイプの選択

[image: 図1-74の説明が続きます]





ターゲットの名前が含まれている行を検索します。


図1-75 TimesTenターゲットの検索

[image: 図1-75の説明が続きます]





パスワードを更新する準備ができました。


	
TimesTenターゲットが含まれている行の「ターゲット名」列のターゲット名を右クリックして、「ターゲット設定」、「監視構成」の順にクリックします。


図1-76 監視構成の変更

[image: 図1-76の説明が続きます]





ターゲットの監視構成ページが表示されます。「データ・ソース名」、「TimesTenインスタンス名」および「TimesTenユーザー名」は、自動入力されます。TimesTenキャッシュの機能を構成した場合、「キャッシュ管理パスワード」および「キャッシュ管理ユーザー名」の各テキスト・フィールドは、自動入力されます。


	
「TimesTenのパスワード」テキスト・フィールドに、新しいパスワードを入力します。このパスワードは、TimesTenユーザーに対してTimesTenデータベースに存在しているパスワードと同じである必要があります。たとえば、TimesTenのユーザー名がappuserであり、TimesTenデータベースでappuserに対するTimesTenのパスワードをnewpasswordに変更した場合は、TimesTenのパスワード・フィールドに「newpassword」と入力します。TimesTenデータベースでのパスワード変更の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Database SQLリファレンス』のALTER USERに関する説明を参照してください。


	
「OK」をクリックします。


図1-77 「OK」をクリック

[image: 図1-77の説明が続きます]





設定がリポジトリに正しく保存されたことを示す、「正常に保存しました」ダイアログが表示されます。


	
「正常に保存しました」ダイアログで「OK」をクリックします。


図1-78 正常に保存された監視構成

[image: 図1-78の説明が続きます]





「正常に保存しました」ダイアログが閉じます。




ターゲットの新規監視構成を確認できます。TimesTenターゲットの確認の詳細は、「プラグインの確認と検証」を参照してください。






Enterprise Manager Plug-in for TimesTenのアップグレード

プラグインは、バージョン12.1.0.2.0からバージョン12.1.0.3.0にアップグレードできます。プラグインをアップグレードすると、前のプラグインが収集したメトリックをすべて維持しながら、新しいプラグインの新機能を使用できるようになります。

アップグレードする前に、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース4 (以上)を使用していることを確認してください。




	
注意:

アップグレードの実行中に次の操作を実行すると、管理エージェントが自動的にバージョン12.1.0.3.0にアップグレードされます。
	
プラグイン・バージョンが12.1.0.2.0の管理エージェントへの新しいTimesTenターゲットの追加。


	
既存の12.1.0.2.0 TimesTenターゲットのモニタリング構成の変更時における接続のテスト。詳細は、「TimesTenデータベース・ターゲットのモニタリング構成の変更」を参照してください。












プラグインをバージョン12.1.0.2.0からバージョン12.1.0.3.0にアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
12.1.0.3.0プラグインをダウンロードします。詳細は、「プラグインのダウンロード」を参照してください。


	
管理サーバーに12.1.0.3.0プラグインをデプロイします。詳細は、「Oracle Management Serviceでのプラグインのデプロイ」を参照してください。


	
管理エージェントに12.1.0.3.0プラグインをデプロイします。詳細は、「管理エージェントでのプラグインのデプロイ」を参照してください。このステップは、ステップ2の後に実行することをお薦めします。ただし、新しいプラグインのテスト中に管理サーバーのみをアップグレードすると、機能の一部が使用できません。詳細は、「管理サーバーのみをアップグレードした場合に制限される機能」を参照してください。




TimesTenプラグインはバージョン12.1.0.2.0からバージョン12.1.0.3.0に正常にアップグレードされました。TimesTenターゲットの設定を変更する必要はありません。



管理サーバーのみをアップグレードした場合に制限される機能

新しいプラグインのテスト時に、管理サーバーでのみ12.1.0.3.0プラグインにアップグレードすることもあります。その場合、管理サーバーはバージョン12.1.0.3.0ですが、管理エージェントはバージョン12.1.0.2.0であるため、特定の機能が使用できなくなります。次の機能は使用できません。

	
データベースの「ホーム」ページで、SQLモニターが使用できません。


	
データベースの「パフォーマンス」ページで、チェックポイント履歴が使用できません。


	
データベースの「レプリケーション・モニター」ページで、受信者スレッド・ステータスおよび送信者スレッド・ステータスが使用できません。


	
データベースのトランザクション・モニターが使用できません。











Enterprise Manager Plug-in for TimesTenのアンインストール

プラグインをアンデプロイする前に、すべてのTimesTenターゲットを削除する必要があります。たとえば、TimesTenデータベースが3つあり、2つのターゲットが1つのエージェントにデプロイされ、3つ目のターゲットが2つ目のエージェントにデプロイされている場合、次の手順を実行する必要があります。

	
エージェント1のターゲット1を削除します。


	
エージェント1のターゲット2を削除します。


	
エージェント2のターゲット3を削除します。




その後でOracle Enterprise Manager Cloud Controlからプラグインをアンデプロイし、削除します。

Enterprise Manager Plug-in for TimesTenをアンインストールするには、次の手順を実行します。

	
TimesTenターゲットの削除


	
管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ


	
OMSからのプラグインのアンデプロイ


	
プラグインの削除






TimesTenターゲットの削除

削除するTimesTenターゲットごとに、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。


図1-79 「すべてのターゲット」の選択

[image: 図1-79の説明が続きます]





「すべてのターゲット」ページが表示されます。テキスト「すべてのターゲット」の下の「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット・タイプ」、「データベース」の順に開き、「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」をクリックします。


図1-80 TimesTen In Memory Databaseの選択

[image: 図1-80の説明が続きます]





ターゲット表が表示されます。表の各行について、列「ターゲット・タイプ」が「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」であることを確認します。また、表の各行には、前に構成したターゲットの名前が含まれていることを確認します。

削除するターゲットの名前が含まれている行を探します。


	
TimesTenターゲットが含まれている行の「ターゲット名」列のターゲット名を右クリックして、「ターゲット設定」、「ターゲットの削除」の順にクリックします。


図1-81 ターゲットの削除

[image: 図1-81の説明が続きます]





「確認」ダイアログに、テキスト「TimesTen_target_name (TimesTenインスタンス)の削除を選択しました。続行しますか。」または「TimesTen_target_name(TimesTenデータベース)の削除を選択しました。の削除を選択しました。続行しますか。」が表示されます。

TimesTen_target_nameは、TimesTenターゲットの名前です。たとえば、testhost.tt1122.sampledb_1122となります。


	
「はい」をクリックします。


図1-82 ターゲットの削除の確認ダイアログ

[image: 図1-82の説明が続きます]





「情報」ダイアログに、テキスト「ターゲットTimesTen_target_name(TimesTenインスタンス)が削除されました。」または「ターゲットTimesTen_target_name(TimesTenデータベース)が削除されました。」が表示されます(TimesTen_target_nameはTimesTenターゲットの名前です)。


	
「OK」をクリックします。


図1-83 削除されたターゲット

[image: 図1-83の説明が続きます]





TimesTenターゲットが含まれている行がターゲット表から削除されたことを確認します。




TimesTenターゲットが削除されました。追加のターゲットを削除するには、ステップ1-5を繰り返します。すべてのターゲットが削除されたら、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlからプラグインをアンデプロイし、削除できます。






管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ

TimesTenターゲットを監視しているすべての管理エージェントからプラグインをアンデプロイする必要があります。




	
注意:

Oacle Management Service (OMS)からプラグインをアンデプロイする前に、管理エージェントからプラグインをアンデプロイします。







TimesTenターゲットがすべて削除されていることを確認します。TimesTenターゲットを削除する手順の詳細は、「TimesTenターゲットの削除」を参照してください。

管理エージェントからプラグインをアンデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-84 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-84の説明が続きます]





プラグイン・ページに、プラグインの表が表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-85 Oracle TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-85の説明が続きます]





エージェントからプラグインをアンデプロイする準備ができました。ページの上部で「アンデプロイ元」タブを見つけます。


	
「アンデプロイ元」メニューから、「管理エージェント」を選択します。


図1-86 管理エージェントからのアンデプロイ

[image: 図1-86の説明が続きます]





「管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ」の「一般」ダイアログが表示されます。「名前」列にプラグインのOracle TimesTen In-Memory Databaseが表示されます。このプラグイン・タイトルの管理エージェントの下で、「追加」ボタンを探します。


	
「追加」をクリックします。


図1-87 「追加」をクリック

[image: 図1-87の説明が続きます]





「ターゲットの選択」ダイアログが表示されます。アンデプロイするエージェントを選択する準備ができました。テキスト「TimesTen In-Memory Databaseがデプロイされている、ステータスが「稼働中」のエージェントを選択してください」の下の「ターゲット・タイプ」列が「エージェント」であることを確認します。


	
「ターゲット」表で、ターゲットの名前とホストで識別された正しいエージェントが含まれている行を検索します。この行内でクリックしてから「選択」をクリックします。


図1-88 アンデプロイするエージェントの選択

[image: 図1-88の説明が続きます]





「管理エージェント」表は、選択した管理エージェントの名前で更新されます。


	
「続行」をクリックします。


図1-89 「続行」をクリック

[image: 図1-89の説明が続きます]





「管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ」の「前提条件チェック」ダイアログが表示されます。「管理エージェント」表の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-90 「次へ」をクリック

[image: 図1-90の説明が続きます]





「管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ」の「確認」ダイアログが表示され、次の情報メッセージが表示されます: 「管理エージェントのプラグインのアンデプロイメントは、プラグインでモニターされるターゲットを削除し、管理エージェントも再起動します。ダウンタイム中、管理エージェントはターゲットを監視できません。」

「このプラグイン付き管理エージェント」表で、「管理エージェント」列の名前が正しいことを確認します。


	
「アンデプロイ」をクリックします。


図1-91 「アンデプロイ」をクリック

[image: 図1-91の説明が続きます]





「管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ」の「確認」ダイアログが表示され、選択したエージェントでプラグインのアンデプロイメントが開始されたことを示すメッセージが表示されます。アンデプロイメントの時間は状況によって異なります。「ステータスの表示」をクリックするか、最近のデプロイメント・アクティビティ・ページに移動して、アンデプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-92 エージェントでのアンデプロイの確認

[image: 図1-92の説明が続きます]





プラグイン・デプロイメント・アクティビティページにはアンデプロイメント・ステップのステータスが表形式で表示されます。表の1行目にある最初のステップにテキスト「初期化」が表示されており、表の最終行にある最後のステップにテキスト「インベントリの更新」が表示されていることを確認します。これはアンデプロイメント・プロセスの最後のステップです。「デプロイメント・ステップ」表の各行の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。これらのチェック・マークは、アンデプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。また、ページの上部にあるアンデプロイメント表の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。自動リフレッシュをOFFに設定してある場合、各ステップが完了したことがわかるように、自動リフレッシュを15秒に設定することもできます。


図1-93 アンデプロイメントの正常終了

[image: 図1-93の説明が続きます]





管理エージェントからプラグインがアンデプロイされ、その管理エージェントからプラグインの自動検出スクリプトが削除されます。ステップ1-8を繰り返して、プラグインを監視している各管理エージェントをアンデプロイします。




Oracle Management Service (OMS)からプラグインをアンデプロイする準備ができました。






OMSからのプラグインのアンデプロイ

OMSからプラグインをアンデプロイする前に、プラグインを監視しているすべての管理エージェントからプラグインを必ずアンデプロイしておきます。

OMSからプラグインをアンデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-94 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-94の説明が続きます]





プラグイン・ページに、プラグインの表が表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」を選択します。


図1-95 TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-95の説明が続きます]





OMSからプラグインをアンデプロイする準備ができました。ページの上部で「アンデプロイ元」タブを見つけます。


	
「アンデプロイ元」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


図1-96 OMSからのアンデプロイ

[image: 図1-96の説明が続きます]





「管理サーバーからのプラグインのアンデプロイ概要」ページが表示されます。プラグイン「Oracle TimesTen In-Memory Database」が「名前」列に表示され、バージョンが自動入力されます。リポジトリSYSユーザーのパスワードを入力する必要があります。


	
*「リポジトリSYSパスワード」列に、リポジトリSYSユーザーのパスワードを入力します。


図1-97 リポジトリSYSパスワード

[image: 図1-97の説明が続きます]





ダイアログの右下で「続行」ボタンを探します。


	
「続行」をクリックします。


図1-98 「続行」をクリック

[image: 図1-98の説明が続きます]





「管理サーバーからのプラグインのアンデプロイの確認」ページが表示されます。管理サーバー表で、管理サーバーの名前が正しいことを確認します。バージョンが正しいことを確認します。また、プラグインのデプロイ前にOMSリポジトリのバックアップを作成することを検討します。OMSリポジトリのバックアップの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』のOMSのバックアップに関する項を参照してください。


	
「リポジトリと、最初の管理サーバーの構成をバックアップしましたか。」チェック・ボックスを選択します。


図1-99 リポジトリのバックアップ確認の選択

[image: 図1-99の説明が続きます]





	
「アンデプロイ」をクリックします。


図1-100 OMSからのアンデプロイの確認

[image: 図1-100の説明が続きます]








	
注意:

Oracle Enterprise Manager Cloud Controlサーバーはアンデプロイメント・プロセス中に再起動します。







「管理サーバーからのプラグインのアンデプロイ」の「確認」ページが表示され、プラグインのアンデプロイメントが進行中であることを示すメッセージが表示されます。アンデプロイメントの時間は状況によって異なります。「ステータスの表示」をクリックするか、最近のデプロイメント・アクティビティ・ページに移動して、アンデプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-101 OMSからのアンデプロイの確認

[image: 図1-101の説明が続きます]





プラグイン・デプロイメント・アクティビティページにはアンデプロイメント・ステップのステータスが表形式で表示されます。表の最後の行にある最後のステップにテキスト「プラグインのOracleホームの削除」が表示されていることを確認します。これはアンデプロイメント・プロセスの最後のステップです。「デプロイメント・ステップ」表の各行の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。これらのチェック・マークは、アンデプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。また、ページの上部にあるアンデプロイメント表の「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いていることを確認します。自動リフレッシュをOFFに設定してある場合、各ステップが完了したことがわかるように、自動リフレッシュを15秒に設定することもできます。


図1-102 OMSでのアンデプロイメントの正常終了

[image: 図1-102の説明が続きます]





プラグインはOMSからアンデプロイされました。




OMSおよび管理エージェントからプラグインを削除する準備ができました。






プラグインの削除

プラグインを削除する場合は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlからプラグインを削除します。プラグインを削除するには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


図1-103 「拡張性」→「自己更新」の選択

[image: 図1-103の説明が続きます]





「自己更新」ページが表示されます。「プラグイン」フォルダを探します。


	
「プラグイン」という名前をクリックします。


図1-104 「プラグイン」フォルダ

[image: 図1-104の説明が続きます]





プラグイン更新ページが表示されます。「プラグイン名」列でOracle TimesTen In-Memory Databaseを検索します。「ステータス」列が「ダウンロード」となっていることを確認します。


	
「プラグイン名」列で「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-105 プラグイン更新

[image: 図1-105の説明が続きます]





ページの上部にある「プラグイン更新」の「アクション」タブを展開する準備をします。


	
「アクション」を開き、「削除」を選択します。


図1-106 プラグインの削除

[image: 図1-106の説明が続きます]





削除により、更新(プラグイン)が永久に削除されることを示す「更新の削除」ダイアログが表示されます。「削除」をクリックすることによる削除の確認準備をします。


	
「削除」をクリックします。


図1-107 更新の削除の確認

[image: 図1-107の説明が続きます]





更新(プラグイン)が永久に削除されたことを示す確認ダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。


図1-108 プラグインの削除

[image: 図1-108の説明が続きます]







プラグインが正常に削除されました。プラグインが削除されたことは、「プラグイン更新」ページを確認することで確認できます。TimesTenプラグインはこれ以降、表示されません。














2 TimesTenターゲット・ページの操作

TimesTenプラグインはパフォーマンス問題のトラブルシューティングに役立つさまざまなメトリックを収集します。TimesTenターゲット・ページには、データベースまたはインスタンスの集合ビュー、データベースのパフォーマンスおよびインスタンスの制御操作が表示されます。

この章ではTimesTenターゲット・ページへの移動手順の詳細と、TimesTenターゲット・ページの概要を説明します。

内容は次のとおりです。

	
TimesTenターゲット・ページへの移動


	
TimesTenインスタンス・ターゲット・ページの概要


	
TimesTenデータベース・ターゲット・ページの概要


	
ターゲット・ページでのデータの表示期間と自動リフレッシュ頻度の設定


	
制御操作のログの表示






TimesTenターゲット・ページへの移動

TimesTenターゲット・ページに移動するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。

「すべてのターゲット」ページが表示されます。「すべてのターゲット」で「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット・タイプ」、「データベース」の順に開き、「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」をクリックします。


図2-1 「TimesTenデータベース」の選択

[image: 図2-1の説明が続きます]





ターゲット表が表示されます。表の各行について、列「ターゲット・タイプ」に「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」が含まれていることを確認します。行数は、構成したTimesTenターゲットの数に応じて異なります。たとえば、2つのTimesTenターゲットを構成した場合、表には2行表示されます。


	
「ターゲット名」列で、確認するTimesTenターゲットを特定し、ターゲット名をクリックします。このターゲット名は、構成したTimesTenターゲットの名前です。


図2-2 ターゲット名をクリック

[image: 図2-2の説明が続きます]





TimesTenターゲット・ページが表示されます。TimesTenインスタンス・ターゲット・ページの詳細は、「TimesTenインスタンス・ターゲット・ページの概要」を参照してください。TimesTenデータベース・ターゲット・ページの詳細は、「TimesTenデータベース・ターゲット・ページの概要」を参照してください。









TimesTenインスタンス・ターゲット・ページの概要

TimesTenインスタンス・ターゲット・ページでは、TimesTenインスタンス固有のモニタリング情報およびメトリック情報を収集したり、TimesTenデーモンおよびTimesTenサーバーを制御できます。図2-3「TimesTenインスタンス・ターゲット・ページ」には、Enterprise Manager Cloud Controlメニューの選択肢とTimesTenインスタンス・ターゲット用にカスタマイズされたメニューの選択肢が表示されます。


図2-3 TimesTenインスタンス・ターゲット・ページ

[image: 図2-3の説明]





TimesTenインスタンス・ターゲット用にカスタマイズされたメニュー選択肢の説明は次のとおりです。

	
ホーム

TimesTenインスタンスに関する情報の概要が表示されます。詳細は、第4章「TimesTenインスタンス・ホーム・ページの操作」を参照してください。


	
監視 - すべてのメトリック

TimesTenインスタンスのメトリック情報が表形式で表示されます。詳細は、「TimesTenインスタンスのメトリックの表示」を参照してください。


	
制御 - サービスの開始/停止

TimesTenデーモンとTimesTenサーバーを起動および停止するコントロールが表示されます。詳細は、「サービスの開始/停止」を参照してください。


	
制御 - ブラックアウトの作成

ブラックアウトを作成してEnterprise Managerでモニターされるターゲットでのデータ収集アクティビティをすべて一時停止するためのコントロールが表示されます。詳細は、「ブラックアウトの作成」を参照してください。


	
制御 - ブラックアウトの終了

ブラックアウトを終了してEnterprise Managerでモニターされるターゲットでのデータ収集アクティビティをすべて再開するためのコントロールが表示されます。詳細は、「ブラックアウトの終了」を参照してください。









TimesTenデータベース・ターゲット・ページの概要

TimesTenデータベース・ターゲット・ページでは、TimesTenデータベース・ターゲット固有のモニタリング情報およびメトリック情報を収集したり、TimesTenデータベースの各種機能を制御できます。図2-4「TimesTenターゲット・ページ」には、Enterprise Manager Cloud Controlメニューの選択肢とTimesTenデータベース・ターゲット用にカスタマイズされたメニューの選択肢が表示されます。


図2-4 TimesTenターゲット・ページ

[image: 図2-4の説明が続きます]





TimesTenターゲット用にカスタマイズされたメニュー選択肢の説明は次のとおりです。

	
ホーム

パフォーマンス・メトリックの概要と構成データを表示します。詳細は、第5章「TimesTenデータベース・ホーム・ページの操作」を参照してください。


	
モニタリング - パフォーマンス・サマリー

パフォーマンス・メトリックをグラフ形式で表示します。詳細は、第6章「パフォーマンス・サマリー・ページの操作」を参照してください。


	
モニタリング - トランザクション・モニター

TimesTenデータベースの現行トランザクションのスナップショットが表示され、トランザクションに関する詳細が示されます。詳細は、第7章「トランザクション・モニターの操作」を参照してください。


	
モニタリング - クライアント/サーバーのサマリー

データベースに関するクライアント/サーバー情報が表示されます。詳細は、第8章「クライアント/サーバー・ページの操作」を参照してください。


	
モニタリング - キャッシュ同期メトリック

キャッシュ同期メトリックを表示します。詳細は、第12章「「キャッシュ同期メトリック」ページの操作」を参照してください。


	
モニタリング - レプリケーション・モニター

レプリケーションの監視情報を表示します。詳細は、第13章「レプリケーション監視の操作」を参照してください。


	
監視 - すべてのメトリック

TimesTenデータベース・ターゲットに関するメトリック情報が表形式で表示されます。詳細は、「TimesTenデータベースのメトリックの表示」を参照してください。


	
制御 - エージェントの開始/停止

キャッシュ・エージェントとレプリケーション・エージェントを開始および停止するコントロールが表示されます。詳細は、「エージェントの開始/停止」を参照してください。


	
制御 - RAMのロード/アンロードおよびポリシー設定

TimesTenデータベースのRAMポリシーを制御および構成するためのコントロールが表示されます。詳細は、「RAMのロード/アンロードおよびポリシー設定」を参照してください。


	
制御 - ブラックアウトの作成

ブラックアウトを作成してEnterprise Managerでモニターされるターゲットでのデータ収集アクティビティをすべて一時停止するためのコントロールが表示されます。詳細は、「ブラックアウトの作成」を参照してください。


	
制御 - ブラックアウトの終了

ブラックアウトを終了してEnterprise Managerでモニターされるターゲットでのデータ収集アクティビティをすべて再開するためのコントロールが表示されます。詳細は、「ブラックアウトの終了」を参照してください。


	
情報パブリッシャ・レポート

TimesTenデータベースに関するレポートを表示します。詳細は第16章「レポートの表示」を参照してください。


	
可用性 - バックアップおよびリストア

TimesTenデータベースをバックアップおよびリストアするためのコントロールが表示されます。詳細は、第11章「「バックアップおよびリストア」ページの操作」を参照してください。









ターゲット・ページでのデータの表示期間と自動リフレッシュ頻度の設定

Enterprise Managerでは、ターゲット・ページでのデータの表示頻度および自動リフレッシュ頻度を設定できます。


図2-5 「データの表示」と「自動リフレッシュ」リージョン

[image: 図2-5の説明が続きます]





次のオプションを使用してデータの期間と自動リフレッシュ頻度を設定できます。

	
データの表示


	
自動リフレッシュ






データの表示

「データの表示」オプションを使用すると、過去の期間に基づいて、またはリアル・タイムでターゲット・ページにデータを表示できます。このオプションは、すべてのTimesTenターゲット・ページで使用できるわけではなく、グラフにしか作用しません。TimesTenターゲット・ページに「データの表示」が表示される場合、次のオプションとともにページの右上隅に表示されます。

	
リアル・タイム


	
過去2時間


	
過去24時間


	
過去7日間


	
過去31日間


	
カスタム期間




デフォルトでは、どのTimesTenターゲット・ページでも過去24時間のデータ表示期間が使用されます。TimesTenターゲットを監視する場合は、「データの表示」の「リアル・タイム」オプションを使用することをお薦めします。






自動リフレッシュ

「自動リフレッシュ」オプションを使用すると、ターゲット・ページの自動リフレッシュ頻度を制御できます。このオプションは、すべてのTimesTenターゲット・ページで使用でき、ターゲット・ページ全体に作用します。「自動リフレッシュ」オプションはターゲット・ページの右上隅にあり、オプションは「データの表示」オプションの値に応じて異なります。








制御操作のログの表示

Enterprise Managerでは、Enterprise Managerターゲットに対して実行される制御操作がすべてログに記録されます。場合によっては、このようなログの確認が役に立ちます。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。


	
「ターゲット・タイプ」、「ミドルウェア」の順に開き、「Oracle WebLogic Server」をクリックします。


図2-6 「Oracle WebLogic Server」の選択

[image: 図2-6の説明が続きます]





ターゲット表が表示されます。表の各行について、列「ターゲット・タイプ」に「Oracle WebLogic Server」が含まれていることを確認します。


	
「ターゲット名」列で、OMSを管理するOracle WebLogic Serverターゲットを特定し、ターゲット名をクリックします。通常、このターゲット名は/EMGC_EMGC_DOMAIN/EMGC_DOMAIN/EMGC_OMS1です。


図2-7 ターゲット名をクリック

[image: 図2-7の説明が続きます]





WebLogic Serverのターゲット・ページが表示されます。「WebLogic Server」メニューを探します。


	
「WebLogic Server」メニューから「ログ」、「ログ・メッセージの表示」の順に選択します。


図2-8 「ログ・メッセージの表示」の選択

[image: 図2-8の説明が続きます]





「ログ・メッセージ」ページが表示されます。「検索」リージョンで「検索モード」フィールドを探します。


	
*「検索モード」フィールドで、「オンライン・ログ」オプションを選択します。アーカイブ・ログまたは両タイプのログから検索する場合は、「アーカイブ・ログ」または「両方」を選択します。


	
「日付範囲」フィールドで、適切な日付範囲を選択します。


	
*「メッセージ・タイプ」フィールドで、検索するメッセージのタイプを選択します。すべてのメッセージ・タイプを選択することをお薦めします。TimesTenの制御操作はトレース・ファイルに記録されます。


	
*「検索」フィールドで、「すべてのフィールド」を選択します。


	
「キーワード」フィールドで、ドロップダウン・リストから「次を含む」を選択してテキスト・フィールドにOTTと入力します。


	
「検索」をクリックします。


図2-9 ログ・メッセージの検索

[image: 図2-9の説明が続きます]





処理ダイアログが表示されます。検索には数分かかることがあります。検索結果は「検索」リージョンの下にある表に表示されます。確認する問題を探します。


	
トラブルシューティングする問題を特定する行をクリックします。


図2-10 検索結果

[image: 図2-10の説明が続きます]





ページ下部にある結果リージョンに表示された詳細を使用して問題をトラブルシューティングします。















3 アクセス制御の操作

この章では、Oracle Enterprise Manager Cloud ControlでのTimesTenターゲットのアクセス制御に重点を置いて説明します。

内容は次のとおりです。

	
アクセス制御の概要


	
グループの作成


	
ロールの定義


	
ユーザーの作成


	
ユーザーへの優先資格証明の付与






アクセス制御の概要

Oracle Enterprise Managerでは、ロールに割り当てられる権限を使用してターゲットとその操作を管理します。ターゲットはグループにまとめることができます。TimesTen Enterprise Manager管理者は、ロールおよびグループをユーザーに割り当てて、ユーザーがTimesTenターゲットで操作する方法および内容を決定します。




	
注意:

Enterprise Managerのデフォルトのスーパー管理者SYSMANは、グループに属したりロールが割り当てられていなくてもすべてのTimesTenターゲットを表示および管理できます。












グループの作成

次のグループを作成する必要があります。

	
TimesTenターゲットがある1つ以上のホストで構成されるグループ。


	
グループで表示および管理できるTimesTenターゲットで構成されるグループ。TimesTenインスタンスとTimesTenデータベースを組み合せて1つのグループにしたり、複数のグループを作成することができます。




	
「ターゲット」メニューから、「グループ」を選択します。


図3-1 「グループ」の選択

[image: 図3-1の説明が続きます]





「グループ」ページが表示されます。グループの表の上で「作成」ボタンを探します。


	
「作成」を開き、「グループ」を選択します。


図3-2 グループの作成

[image: 図3-2の説明が続きます]





「ターゲットの追加」の「グループの作成」ページが表示されます。グループのプロパティを入力する準備をします。最初のプロパティはグループ名です。

*「名前」テキスト・フィールドで、グループ名を定義します。わかりやすいIDとなる名前を選択します。(たとえば、datacenter1_hosts、datacenter1_databasesのように指定します。)


	
「権限の伝播」の右側にあるチェック・ボックスを選択します。この設定により、グループ・ユーザーは後でこのグループに追加される新しいターゲットにアクセスできるようになります。


図3-3 権限の伝播の有効化

[image: 図3-3の説明が続きます]





グループにメンバー・ターゲットを追加する準備ができました。TimesTenインスタンスおよびTimesTenデータベースのターゲットを含め、グループではどのタイプのEnterprise Managerターゲットでも組み合せることができます。ただし、ホストとTimesTenターゲットには必ず別個のグループを作成します。TimesTenターゲットの追加の詳細は、「TimesTenターゲットの構成」を参照してください。

「メンバー」リージョンで「追加」ボタンを探します。


	
「追加」をクリックします。


図3-4 メンバーの追加

[image: 図3-4の説明が続きます]





「検索と選択: ターゲット」ページが表示されます。「検索」リージョンで「ターゲット・タイプ」ドロップダウン・リストを探します。


	
「ターゲット・タイプ」とラベル付けされたドロップダウン・リストを開き、「ホスト」、「TimesTenインスタンス」または「TimesTenデータベース」を選択します。




	
注意:

ホストとTimesTenターゲットは必ず異なるグループに分けます。








図3-5 検索結果

[image: 図3-5の説明が続きます]





ページが検索結果でリフレッシュされます。「名前」列で、グループに追加するターゲット名が含まれている行を探します。ステータスが緑の上矢印であることを確認します。


	
ターゲットが含まれる行の名前を特定する行のチェック・ボックスを選択します。複数のターゲットを追加する場合は、追加するターゲットの対応するチェック・ボックスを選択します。


図3-6 ターゲットの選択

[image: 図3-6の説明が続きます]





「選択」ボタンを探します。


	
「選択」をクリックします。


図3-7 「選択」をクリック

[image: 図3-7の説明が続きます]





「検索と選択: ターゲット」ページが閉じ、「ターゲットの追加」の「権限伝播グループの作成」ページがリフレッシュされます。選択したターゲットが「メンバー」表に表示されます。ページの右上隅で「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図3-8 「OK」をクリック

[image: 図3-8の説明が続きます]





「情報」ダイアログが表示されます。情報メッセージ「グループgroup_nameが追加されました。」が表示されます。「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図3-9 グループの追加

[image: 図3-9の説明が続きます]





「情報」ダイアログが閉じます。Enterprise Managerグループが正常に作成されました。




Enterprise Managerグループが作成されました。グループを追加作成するには、ステップ1-9を繰り返します。ホスト・グループが1つと、TimesTenターゲット・グループが1つ以上ある場合、Enterprise Managerロールを定義できます。






ロールの定義

Enterprise Managerユーザーに割り当てる権限が含まれるロールを作成します。

ホスト・グループが1つ以上とTimesTenターゲット・グループが1つあることを確認します。Enterprise Managerグループを作成する手順の詳細は、「グループの作成」を参照してください。

	
「設定」メニューから、「セキュリティ」、「ロール」の順に選択します。


図3-10 「ロール」の選択

[image: 図3-10の説明が続きます]



「セキュリティ」の「ロール」ページが表示されます。「ロール」表の上で「作成」ボタンを探します。


	
「作成」をクリックします。


図3-11 「作成」をクリック

[image: 図3-11の説明が続きます]





「ロールの作成: プロパティ」ページが表示されます。Enterprise Managerロールのプロパティを入力する準備ができました。最初のプロパティはロール名です。

*「名前」テキスト・フィールドで、ロール名を定義します。わかりやすいIDとなる名前を選択します。(たとえば、TimesTen database administratorsのように指定します。)


	
*「名前」テキスト・フィールドに、Enterprise Managerロール名を入力します。

ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-12 「次へ」をクリック

[image: 図3-12の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: ロール」ページが表示されます。ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-13 「次へ」をクリック

[image: 図3-13の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: ターゲット権限」ページが表示されます。ページの下部で「ターゲット権限」リージョンを探します。


	
「ターゲット権限」リージョンの「追加」ボタンをクリックします。


図3-14 権限の選択

[image: 図3-14の説明が続きます]





「検索と追加: ターゲット」ページが表示されます。「検索」リージョンで「ターゲット・タイプ」ドロップダウン・リストを探します。


	
「ターゲット・タイプ」とラベル付けされたドロップダウン・リストを開き、「グループ」を選択します。


図3-15 検索結果

[image: 図3-15の説明が続きます]





ページが検索結果でリフレッシュされます。「名前」列で、ロールに追加するグループ名が含まれている行を探します。TimesTenターゲット・グループが1つ以上とそれぞれのホスト・グループが必要です。


	
グループが含まれる行の名前を特定する行のチェック・ボックスを選択します。TimesTenターゲット・グループとそれぞれのホスト・グループを必ず選択します。


図3-16 グループの選択

[image: 図3-16の説明が続きます]





「選択」ボタンを探します。


	
「選択」をクリックします。


図3-17 「選択」をクリック

[image: 図3-17の説明が続きます]





「検索と追加: ターゲット」ページが閉じ、「ロールrole_nameの作成: ターゲット権限」ページがリフレッシュされます。選択したグループが「ターゲット権限」表に表示されます。「ターゲット権限」表で、TimesTenターゲット・グループが含まれている行を探します。TimesTenターゲット・グループの行の「ターゲット権限付与の管理」列で、鉛筆ボタンを探します。


	
TimesTenターゲット・グループの行の「ターゲット権限付与の管理」列で、鉛筆ボタンをクリックします。


図3-18 ターゲット権限付与の管理

[image: 図3-18の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: ターゲット権限」ページがリフレッシュされます。「ターゲット権限」表を探します。

「ターゲット権限」表には、グループに割り当てることができる使用可能なEnterprise Manager権限がすべて表示されます。Enterprise Manager Cloud Controlには様々な権限がありますが、TimesTen操作では次の2つの権限のみが重要です。

	
表示

この権限は、TimesTenターゲットの表示に必要です。


	
オペレータ

この権限は、TimesTenターゲットの制御操作に必要です。「オペレータ」権限には、「表示」権限が含まれています。




このロールに割り当てる権限の名前を確認します。


	
このグループに割り当てる権限の名前を特定する行のチェック・ボックスを選択します。複数の権限を追加する場合は、追加する権限の対応するチェック・ボックスを選択します。


図3-19 権限の選択

[image: 図3-19の説明が続きます]





ページの右上隅で「続行」ボタンを探します。


	
「続行」をクリックします。


図3-20 「続行」をクリック

[image: 図3-20の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: EMリソース権限」ページが表示されます。「ターゲット権限」表で、ホスト・グループが含まれている行を探します。TimesTenターゲット・グループの行の「ターゲット権限付与の管理」列で、鉛筆ボタンを探します。


	
ホスト・グループの行の「ターゲット権限付与の管理」列で、鉛筆ボタンをクリックします。


図3-21 ターゲット権限付与の管理

[image: 図3-21の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: ターゲット権限」ページがリフレッシュされます。「ターゲット権限」表を探します。

「ターゲット権限」表には、グループに割り当てることができる使用可能なEnterprise Manager権限がすべて表示されます。Enterprise Manager Cloud Controlには様々な権限がありますが、ホスト操作では次の2つの権限のみが重要です。

	
表示

この権限は、Enterprise Managerホストの表示に必要です。


	
コマンドの実行

この権限は、TimesTenターゲットがオペレーティング・システム・コマンドをホストに対して実行するために必要です。「コマンドの実行」権限は、TimesTenエージェント、TimesTenデータベースおよびTimesTenサーバーの制御と、メモリーに対するTimesTenデータベースのロードおよびアンロードに必要です。




このロールに割り当てる権限の名前を確認します。


	
このグループに割り当てる権限の名前を特定する行のチェック・ボックスを選択します。複数の権限を追加する場合は、追加する権限の対応するチェック・ボックスを選択します。


図3-22 権限の選択

[image: 図3-22の説明が続きます]





ページの右下隅で「続行」ボタンを探します。


	
「続行」をクリックします。


図3-23 「続行」をクリック

[image: 図3-23の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: ターゲット権限」ページが表示されます。ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-24 「次へ」をクリック

[image: 図3-24の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: EMリソース権限」ページが表示されます。リソース・タイプ・リストを探します。


	
リソース・タイプ・リストで、「リソース・タイプ」列で特定された「ジョブ・システム」が含まれている行を探します。「権限付与の管理」列の鉛筆ボタンをクリックします。


図3-25 鉛筆ボタンをクリック

[image: 図3-25の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: 権限の管理: ジョブ・システム」ページが表示されます。「リソース・タイプ権限」表を探します。


	
「作成」権限を指定する行のチェック・ボックスを選択します。


図3-26 チェック・ボックスの選択

[image: 図3-26の説明が続きます]





ページの右上隅で「続行」ボタンを探します。


	
「続行」をクリックします。


図3-27 「続行」をクリック

[image: 図3-27の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: EMリソース権限」ページが表示されます。ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-28 「次へ」をクリック

[image: 図3-28の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: 管理者」ページが表示されます。ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-29 「次へ」をクリック

[image: 図3-29の説明が続きます]





「ロールrole_nameの作成: 確認」ページが表示されます。「プロパティ」リージョンで、ロール名が正しいことを確認します。また、正しい権限が「すべてのターゲットに適用可能な権限」表に表示されていることを確認します。ページの右上隅で「終了」ボタンを探します。


	
「終了」をクリックします。


図3-30 「終了」をクリック

[image: 図3-30の説明が続きます]





「セキュリティ」の「ロール」ページが表示され、Enterprise Managerロールが正常に作成されたことを示す確認メッセージが表示されます。


図3-31 ロール作成の確認

[image: 図3-31の説明が続きます]







Enterprise Managerユーザーを作成する準備ができました。






ユーザーの作成

TimesTenターゲットを管理および表示できるユーザーを作成します。

	
「設定」から、「セキュリティ」、「管理者」の順に選択します。


図3-32 「管理者」の選択

[image: 図3-32の説明が続きます]





「セキュリティ」の「管理者」ページが表示されます。グループの表の上で「作成」ボタンを探します。


	
「作成」をクリックします。


図3-33 「作成」をクリック

[image: 図3-33の説明が続きます]





「管理者の作成: プロパティ」ページが表示されます。Enterprise Managerユーザーのプロパティを入力する準備ができました。最初のプロパティはユーザー名です。

*「名前」テキスト・フィールドで、ユーザー名を定義します。わかりやすいIDとなる名前を選択します。(たとえば、terryのように指定します。)


	
*「名前」テキスト・フィールドに、ユーザー名を入力します。


	
*「パスワード」テキスト・フィールドに、ユーザーのパスワードを入力します。


	
*「パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再入力します。

ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-34 「次へ」をクリック

[image: 図3-34の説明が続きます]





「管理者usernameの作成: ロール」ページが表示されます。ユーザーにロールを割り当てる準備ができました。


	
「使用可能なロール」リストで、TimesTenロールが含まれている行を探します。ロール名をダブルクリックします。複数のロールを割り当てる場合は、追加するロールの対応するロール名をダブルクリックします。


図3-35 ロールの割当

[image: 図3-35の説明が続きます]





ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-36 「次へ」をクリック

[image: 図3-36の説明が続きます]





「管理者usernameの作成: ターゲット権限」ページが表示されます。ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-37 「次へ」をクリック

[image: 図3-37の説明が続きます]





「管理者usernameの作成: EMリソース権限」ページが表示されます。ページの右上隅で「次へ」ボタンを探します。


	
「次へ」をクリックします。


図3-38 「次へ」をクリック

[image: 図3-38の説明が続きます]





「管理者usernameの作成: 確認」ページが表示されます。「プロパティ」リージョンで、ユーザー名が正しいことを確認します。また、正しいロールが「ロール」表に表示されていることを確認します。ページの右上隅で「終了」ボタンを探します。


	
「終了」をクリックします。


図3-39 「終了」をクリック

[image: 図3-39の説明が続きます]





「セキュリティ」の「管理者」ページが表示され、Enterprise Managerユーザーが正常に作成されたことを示す確認メッセージが表示されます。


図3-40 ユーザー作成の確認

[image: 図3-40の説明が続きます]







TimesTenターゲットを表示および管理できるEnterprise Managerユーザーが正常に作成されました。






ユーザーへの優先資格証明の付与

Enterprise Managerでは、SYSMANユーザーでターゲットに対して作成した優先資格証明へのユーザー・アクセスを付与できます。ターゲット優先資格証明は、TimesTenターゲットに対していくつかの操作を実行するために必要です。この項を続行する前に、SYSMANユーザーに優先資格証明を必ず設定しておきます。詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」を参照してください。

優先資格証明へのユーザー・アクセスを付与するには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開き、SYSMANユーザーとしてログインしている必要があります。

	
「設定」メニューから、「セキュリティ」、「名前付き資格証明」の順に選択します。


図3-41 「名前付き資格証明」の選択

[image: 図3-41の説明が続きます]





「セキュリティ」の「名前付き資格証明」ページが表示されます。「資格証明名」列で資格証明名を探します。


	
資格証明名をクリックします。


図3-42 資格証明名の選択

[image: 図3-42の説明が続きます]





ユーザーに優先資格証明を付与する準備ができました。「アクセスの管理」ボタンを探します。


	
「アクセスの管理」をクリックします。


図3-43 「アクセスの管理」をクリック

[image: 図3-43の説明が続きます]





「セキュリティ」の「アクセスの管理: credential_name」ページが表示されます。「アクセス制御」リージョンで「権限の追加」ボタンを探します。


	
「権限の追加」をクリックします。


図3-44 「権限の追加」をクリック

[image: 図3-44の説明が続きます]





「検索と選択 - ロール - Oracle Enterprise Manager」ダイアログが表示されます。


	
ダイアログで、正しいユーザー名が含まれている行を探します。その行をクリックし、「選択」をクリックします。


図3-45 ユーザー名の選択

[image: 図3-45の説明が続きます]





「検索と選択 - ロール - Oracle Enterprise Manager」ダイアログが閉じ、「セキュリティ」の「アクセスの管理: credential_name」ページがリフレッシュされます。選択したユーザー名が「アクセス制御」リージョンの表に表示されます。ページの右上隅で「保存」ボタンを探します。


	
「保存」をクリックします。


図3-46 「保存」をクリック

[image: 図3-46の説明が続きます]





「セキュリティ」の「名前付き資格証明」ページが表示されます。ユーザーに優先資格証明へのアクセスを追加付与するには、ステップ1-6を繰り返します。


	
Enterprise Managerユーザー・アカウントで優先資格証明を有効にするには、ユーザー資格証明を使用してEnterprise Managerにログオンします。次に、「ターゲットの優先資格証明の設定」の指示に従い、ステップ6で述べているように既存の名前付き資格証明を割り当てます。




SYSMANユーザー・ターゲットの優先資格証明へのユーザー・アクセスが正常に付与されました。












4 TimesTenインスタンス・ホーム・ページの操作

この章では、TimesTenインスタンス・ホーム・ページについて説明します。ホーム・ページはTimesTenインスタンスに関する情報の概要を伝達します。

内容は次のとおりです。

	
TimesTenインスタンス・ホーム・ページの表示


	
TimesTenインスタンス・ホーム・ページの情報の分析






TimesTenインスタンス・ホーム・ページの表示

ホーム・ページを表示するには、TimesTenインスタンス・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenインスタンス・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenインスタンス・ホーム」メニューから、「ホーム」を選択します。

TimesTenホーム・ページが表示されます。






TimesTenインスタンス・ホーム・ページの情報の分析

TimesTenインスタンス・ホーム・ページは4つのリージョンで構成されており、それぞれがTimesTenインスタンス・ターゲット専用にカスタマイズされています。

ここに詳細を説明するこの4つのリージョンは次のとおりです。

	
インスタンス・サマリー


	
デーモン・ステータス


	
サーバー・ステータス


	
ホストされているデータベース









インスタンス・サマリー


図4-1 「インスタンス・サマリー」リージョン

[image: 図4-1の説明が続きます]





このリージョンには、TimesTenインスタンス・ターゲットに関する次の情報が表示されます。

	
インスタンス

現在のTimesTenインスタンスの名前。


	
バージョン

現在のTimesTenインスタンスのバージョン


	
ホスト名

TimesTenが実行されているホストの名前。これは、ホスト・ターゲット・ページを表示できるリンクです。


	
管理者

TimesTenインスタンス管理者のオペレーティング・システム・ユーザー名。




「詳細」ボタンをクリックすると、TimesTenインスタンスについてさらに詳細情報が表示されます。インスタンスの詳細情報をさらに表示するには、TimesTenインスタンス・ターゲットに優先資格証明が必要です。優先資格証明の設定の詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」を参照してください。詳細なインスタンス情報のダイアログには、ttVersion -mユーティリティの出力が表示されます。ttVersionユーティリティとその出力の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttVersionに関する項を参照してください。






デーモン・ステータス


図4-2 「デーモン・ステータス」リージョン

[image: 図4-2の説明が続きます]





このリージョンには、TimesTenデーモンに関する次の情報が表示されます。

	
デーモン・ステータス

この値は「稼働中」または「停止中」のいずれかが可能です。TimesTenインスタンスおよびTimesTenデータベースを使用するには、TimesTenデーモンは「稼働中」である必要があります。TimesTenデーモンを開始および停止する方法の詳細は、「サービスの開始/停止」を参照してください。


	
ポート

TimesTenデーモンがリスニングしているポート番号。このポート番号が別のアプリケーションとの競合の原因となる場合は、ttmodinstall -portユーティリティを使用してTimesTenデーモンのポート番号を変更することを検討してください。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttmodinstallに関する項を参照してください。


	
プロセスID

TimesTenデーモン・プロセスのプロセス識別子。









サーバー・ステータス


図4-3 「サーバー・ステータス」リージョン

[image: 図4-3の説明が続きます]





このリージョンには、TimesTenサーバーに関する次の情報が表示されます。

	
サーバー・ステータス

この値は「稼働中」または「停止中」のいずれかが可能です。このTimesTenインスタンスに属するTimesTenデータベースでクライアント/サーバー接続を受け入れるには、TimesTenサーバーが「稼働中」である必要があります。TimesTenサーバーを起動および停止する方法の詳細は、「サービスの開始/停止」を参照してください。


	
ポート

TimesTenサーバーがリスニングしているポート番号。このポート番号が別のアプリケーションとの競合の原因となる場合は、TimesTenサーバーのポート番号を変更することを検討してください。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseオペレーション・ガイド』のTimesTen Serverのオプションの変更に関する項を参照してください。


	
プロセスID

TimesTenサーバー・プロセスのプロセス識別子。









ホストされているデータベース


図4-4 「ホストされているデータベース」リージョン

[image: 図4-4の説明が続きます]





このリージョンには、TimesTenインスタンスに属するデータベースが表形式で表示されます。この情報は、このTimesTenインスタンスに関連付けられているすべてのデータベースのステータスを確認する場合に役立ちます。

各列の説明は次のとおりです。

	
データベース

この値はデータストアのパスの最後の部分から取ります。たとえば、データストアのパスが/var/tt/sampledb_1122の場合、データベース名はsampledb_1122です。

データベースがTimesTenデータベース・ターゲットである場合、データベース名をクリックすると、TimesTenデータベース・ターゲットのホーム・ページを開くことができます。TimesTenデータベース・ホーム・ページの詳細は、「TimesTenインスタンス・ホーム・ページの操作」を参照してください。


	
合計接続数

データベースに直接リンク接続とクライアント/サーバー接続の合計数。


	
クライアント・サーバー接続

データベースへのクライアント/サーバー接続の数。


	
RAMステータス

この値は「ロード済」または「未ロード」のいずれかが可能です。データベースがメモリーにロードされている場合、RAMステータスは「ロード済」です。


	
キャッシュ・エージェント

この値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかが可能です。キャッシュ・グループが構成されていない場合、この値は「N/A」です。キャッシュ・エージェントは、Oracle 11gまたは12cデータベースのデータのキャッシュを読み書きするために使用します。キャッシュ・エージェントを開始および停止する方法の詳細は、「エージェントの開始/停止」を参照してください。


	
レプリケーション・エージェント

この値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかが可能です。レプリケーション・スキームを構成しなかった場合、この値は「N/A」です。TimesTenでは、TimesTenデータベース間でデータをレプリケートするか、Oracle 11gまたは12cデータベースにデータを非同期で書き込むためにレプリケーション・エージェントを使用します。キャッシュ・エージェントを開始および停止する方法の詳細は、「エージェントの開始/停止」を参照してください。


	
PLSQL

この値は「有効」または「無効」のいずれかが可能です。データベースでPL/SQLサポートが有効になると、後で無効にすることはできません。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のPLSQLに関する項を参照してください。デフォルトでは、この列は表示されていません。この列を使用可能にするには、「表示」ボタンをクリックし、「列」、「PLSQL」オプションの順にクリックします。

さらに、行を選択して「詳細」をクリックすると、特定のデータベースへの接続をすべて表示できます。「詳細」をクリックすると、「現行接続数」ダイアログが開き、データベースへの接続が表示されます。「現行接続数」ダイアログには、ttStatus DSNユーティリティの接続出力が表示されます。ttStatusユーティリティとその出力の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatusに関する項を参照してください。















5 TimesTenデータベース・ホーム・ページの操作

この章では、TimesTenデータベース・ホーム・ページについて説明します。TimesTenデータベース・ホーム・ページはTimesTenデータベースに関する構成情報およびパフォーマンス情報の概要を伝達します。

内容は次のとおりです。

	
TimesTenホーム・ページの表示


	
TimesTenホーム・ページに関する情報の分析






TimesTenホーム・ページの表示

ホーム・ページを表示するには、TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「ホーム」を選択します。

TimesTenデータベース・ホーム・ページが表示されます。






TimesTenホーム・ページに関する情報の分析

TimesTenホーム・ページは3つのリージョンで構成されており、それぞれがTimesTenデータベース・ターゲット専用にカスタマイズされています。

ここに詳細を説明するこの3つのリージョンは次のとおりです。

	
ステータスおよびサマリー


	
パフォーマンスの概要および問題


	
SQL実行時間およびモニター









ステータスおよびサマリー

「ステータスおよびサマリー」リージョンは3つのサブリージョンで構成されています。

	
サマリー


	
ステータス


	
構成






サマリー


図5-1 「サマリー」リージョン

[image: 図5-1の説明が続きます]





このリージョンにはTimesTenターゲットに関する情報が表示されます。

	
データベース名

この値はデータベースのパスの最後の部分から取ります。たとえば、データベースのパスが/var/tt/sampledb_1122の場合、データベース名はsampledb_1122です。


	
インスタンス名

現在のTimesTenインスタンスの名前。これは、TimesTenインスタンス・ターゲット・ページを表示できるリンクです。


	
TimesTenのバージョン

現在のTimesTenインスタンスのバージョン


	
ホスト名

TimesTenが実行されているホストの名前。これは、ホスト・ターゲット・ページを表示できるリンクです。


	
Oracle Netサービス名

OracleデータベースからTimesTenデータベースにデータをロードするためやキャッシュに使用されるOracleデータベースのサービス名。Oracle Netサービス名が構成されていない場合、この値は「指定なし」です。









ステータス


図5-2「ステータス」リージョン

[image: 図5-2の説明が続きます]





このリージョンには次のようなステータス情報が表示されます。

	
TimesTenサーバー

この値は「稼働中」または「停止中」のいずれかが可能です。TimesTenサーバーは、データベースへのクライアント/サーバー接続を可能にするリスナー・プロセスです。TimesTenサーバーを起動および停止する方法の詳細は、「サービスの開始/停止」を参照してください。


	
キャッシュ・エージェント

この値は「稼働中」または「停止中」のいずれかが可能です。キャッシュ・グループが構成されていない場合、この値は「停止中」です。キャッシュ・エージェントは、Oracleデータベースのデータのキャッシュを読み書きするために使用します。キャッシュ・エージェントを開始および停止する方法の詳細は、「エージェントの開始/停止」を参照してください。


	
レプリケーション・エージェント

この値は「稼働中」または「停止中」のいずれかが可能です。レプリケーション・スキームが構成されていない場合、この値は「停止中」です。TimesTenでは、TimesTenデータベース間でデータをレプリケートするか、Oracleデータベースにデータを非同期で書き込むためにレプリケーション・エージェントを使用します。レプリケーション・エージェントを開始および停止する方法の詳細は、「エージェントの開始/停止」を参照してください。


	
以降にロード

データベースがメモリーにロードされた日時。









構成


図5-3「構成」リージョン

[image: 図5-3の説明が続きます]





このリージョンにはご使用のデータベース固有の情報が表示されます。これらの属性は初期接続属性で、値は初回接続時に設定されます。初期接続属性の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の接続属性に関する説明を参照してください。

	
割当て済PERM領域


	
割当て済TEMP領域


	
内部ログ・バッファ・サイズ


	
PL/SQLメモリー・セグメント・サイズ











パフォーマンスの概要および問題

「パフォーマンスの概要および問題」リージョンは2つのタブで構成されています。

	
パフォーマンス概要


	
問題






パフォーマンス概要

「パフォーマンス概要」リージョンは3つのサブリージョンで構成されています。

	
データベース使用率(%)


	
データベース接続


	
空き領域(%)






データベース使用率(%)


図5-4 「データベース使用率」リージョン

[image: 図5-4の説明が続きます]





このリージョンでは、現在使用されている永続領域および一時領域が折れ線グラフを使用して表示されます。値は、データベースの初期接続時に構成された領域が割合で表されます。構成された値の詳細は、「サマリー」、「ステータス」および「構成」リージョンを参照してください。

X軸は時間を表します。Y軸は、使用中の永続領域のパーセントと使用中の一時領域のパーセントを表します。

データベースの使用率が高いということは、より多くの永続領域または一時領域を割り当ててデータベースを拡大する必要があることを示している場合があります。






データベース接続


図5-5 「データベース接続」リージョン

[image: 図5-5の説明が続きます]





このリージョンでは、直接リンク接続およびクライアント/サーバー接続の数が、折れ線グラフを使用して表示されます。これらの折れ線グラフは、現在の値だけではなく、最新のメトリック収集で収集された値を表示するように、時間に従って変化します。

X軸は時間を表します。Y軸は、現在の直接リンク接続とクライアント/サーバー接続の数を表します。これらの接続にはサブデーモン接続や、構成データおよびパフォーマンス・データを収集するためにTimesTenプラグインにより作成された接続は含まれません。






空き領域(%)


図5-6 「空き領域」リージョン

[image: 図5-6の説明が続きます]





このリージョンでは、チェックポイント・ファイルおよびトランザクション・ログ・ファイルが現在存在しているファイル・システムの空き領域が、折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸はチェックポイント・ファイル・システムの空き領域およびトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域を表します。チェックポイント・ファイルおよびトランザクション・ログ・ファイルを同じファイル・システムおよびパスで構成した場合、2本の線はそれぞれもう1本の上にできるので、1本の線に見えます。

使用できる空きディスク領域の割合が非常に低いということは、より容量の大きいディスクを取り付ける必要があること示している場合があります。








問題


図5-7 「問題」リージョン

[image: 図5-7の説明が続きます]





このリージョンには警告またはエラーのしきい値を超えたアラートが表示されます。








SQL実行時間およびモニター

「SQL実行時間およびモニター」は2つのタブで構成されています。

	
SQLモニター


	
SQL実行時間のヒストグラム






SQLモニター


図5-8 「SQLモニター」リージョン

[image: 図5-8の説明が続きます]





このリージョンにはSQLコマンド・キャッシュ内の上位SQL文が表形式で表示されます。この情報は問合せの分析に役立ちます。最も実行されたSQL文を調べるために、実行回数でソートする場合に役立つことがあります。また、「システムを除外」の左側のボックスをクリックして、システムSQLコマンドを除外するにも便利です。

上位実行回数を確認するときには、「準備回数」列の値を調べます。SQL問合せが準備されていない場合は、問合せを準備する必要があります。パフォーマンスを最適化するためには、SQL文を一度準備し、何回も実行する必要があります。SQL文の準備回数が大きい場合は、アプリケーションを拡張してSQL文当たりの準備回数を最小限に抑えることができるかどうか確認します。

キャッシュされたコマンド数とキャッシュされたコマンドを格納するために割り当てられた現在の領域を表示するには、表の上部にある「統計」ボタンをクリックします。この情報は、ttSQLCmdCacheInfo2組込みプロシージャの出力値から導出されます。ttSQLCmdCacheInfo2組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttSQLCmdCacheInfo2に関する項を参照してください。

「所有者」列と「SQL文」列の問合せフィールドを有効にするには、表の上部にある「例による問合せ」をクリックします。

さらに、「SQL文」列で問合せを確認できます。このSQL問合せをSQL Developerにコピーして貼り付け、「実行計画」の結果を確認できます。また、このSQL問合せをttIsqlに貼り付けて、showplanで問合せを調べることもできます。こうすることにより、問合せのパフォーマンスの状態やその理由がより正確にわかります。

また、列ヘッダーをクリックすると、その列に基づいて表をソートできます。各列の説明は次のとおりです。




	
注意:

列は「SQLモニター」表に現在ロードされている行に基づいてソートされます。ttSQLCmdCacheInfo2組込みプロシージャからの全行に基づいて表をソートするには、「リアル・タイム」でデータを表示している必要があります。「リアル・タイム」でのデータ表示の詳細は、「データの表示」を参照してください。







	
コマンドID

SQLコマンドの一意識別子。TimesTenデータベースにより、この番号は生成されます。


	
実行数

コマンド・キャッシュへの格納以降にこのコマンドを実行した回数を数えるためのカウンタ。


	
準備回数

SQL文の準備回数のカウンタ。


	
再準備回数

再準備回数のカウンタ。


	
前回実行時間

SQL文の前回実行時間。


	
最大実行時間

SQL文の最大実行時間。


	
所有者

コマンドを作成したユーザーの識別子。


	
SQL文

SQLテキスト。









SQL実行時間のヒストグラム


図5-9 「SQL実行時間のヒストグラム」リージョン

[image: 図5-9の説明が続きます]





このリージョンには、コマンド・キャッシュ・サンプリングが有効になってから実行されたSQLコマンド数とともにヒストグラムが表示されます。ヒストグラムには、ttSQLExecutionTimeHistogram組込みプロシージャの出力が移入されます。ttSQLExecutionTimeHistogram組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttSQLExecutionTimeHistogramに関する項を参照してください。

サンプルのSQLコマンド・キャッシュを取得するようにTimesTenデータベースが構成されていると、ヒストグラムに値が移入されます。TimesTenでサンプルのSQLコマンド・キャッシュを取得できるようにするには、SQLCmdSampleFactorパラメータを0から60000の値に設定してttStatsConfig組込みプロシージャをコールします。ttStatsConfig組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。

たとえば、次のパラメータおよび値を指定してttStatsConfig組込みプロシージャをコールし、1つ1つのSQLコマンドについてコマンド・キャッシュ・サンプリングを有効にします。


Command> call ttStatsConfig('SqlCmdSampleFactor',1);
< SQLCMDSAMPLEFACTOR, 1 >
1 row found.


ヒストグラムには次の固定間隔時間が設定されています。

	
0から.00001562秒


	
.00001562から.000125秒


	
.0000125から.001秒


	
.001から.008秒


	
.008から.064秒


	
.064から.512秒


	
.512から4.096秒


	
4.096から32.768秒


	
32.768から262.144秒


	
262.144から9.999999999E+125秒




SQL実行時間ヒストグラムをリセットするには、SQLCmdHistogramResetパラメータを0以外の値に設定してttStatsConfig組込みプロシージャをコールします。ttStatsConfig組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。

たとえば、次のパラメータおよび値を指定してttStatsConfig組込みプロシージャをコールし、SQL実行時間ヒストグラムをリセットします。


Command> call ttStatsConfig('SQLCmdHistogramReset',1);
< SQLCMDHISTOGRAMRESET, 1 >
1 row found.














6 パフォーマンス・サマリー・ページの操作

この章では、TimesTenパフォーマンス・サマリー・ページについて説明します。パフォーマンス・サマリー・ページには、TimesTenデータベース・ターゲット用にカスタマイズされたパフォーマンス固有の情報が表示されます。

内容は次のとおりです。

	
パフォーマンス・サマリー・ページの表示


	
TimesTenパフォーマンス・サマリー・ページの情報の分析






パフォーマンス・サマリー・ページの表示

パフォーマンス・サマリー・ページを表示するには、TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「パフォーマンス・サマリー」の順に選択します。






TimesTenパフォーマンス・サマリー・ページの情報の分析

図6-1は、ご使用のTimesTenデータベース・ターゲット用にカスタマイズされたパフォーマンス固有の7つの領域を示しています。特定のタブをクリックすると、詳しいパフォーマンス情報が表示されます。


図6-1 パフォーマンスのタブ

[image: 図6-1の説明が続く]





各領域の説明を次に示します。

	
接続


	
文


	
ワークロード


	
コミットとロールバック


	
ロック


	
トランザクション・ログ


	
チェックポイント









接続

「接続」タブでは、データベースの接続と切断に関する情報を表示できます。「接続」タブには次の1つのグラフ・リージョンがあります。

	
接続および切断






接続および切断


図6-2 「接続および切断」リージョン

[image: 図6-2の説明が続く]





接続と切断の比率リージョンでは、1分当たりの接続および切断の数が折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は1分当たりの接続と切断の数を表します。この数値は、アプリケーションによるすべての接続と切断および構成データとパフォーマンス・データを収集するためにTimesTenプラグインにより作成された接続を表します。

接続と切断の比率が高い場合は、そうした高い比率の理由を調査します。接続プールを実行するためにアプリケーションの変更を検討することもあります。








文

「文」タブでは、SQL文の実行率を比較および確認できます。次の4つのリージョンに分かれています。

	
書込み率


	
読取り率


	
実行から準備の率


	
実行された文タイプの細分化






書込み率


図6-3 「書込み率」リージョン

[image: 図6-3の説明が続く]





「書込み率」リージョンでは1秒間に実行されたINSERT、UPDATEおよびDELETE文の割合が、折れ線グラフを使用して表示されます。






読取り率


図6-4 「読取り率」リージョン

[image: 図6-4の説明が続く]





「読取り率」リージョンでは1秒間に実行されたSELECT文の割合が、折れ線グラフを使用して表示されます。






実行から準備の率


図6-5 「実行から準備の率」リージョン

[image: 図6-5の説明が続く]





「実行率に対する準備率の割合」リージョンでは実行中の文の全体的なパフォーマンスが折れ線グラフを使用して表示されます。

SQL文が毎回の実行ごとに準備された場合、実行に対する準備の比率は値1.0と等しくなります。この種の比率はパフォーマンスに影響します。SQL文の準備ではCPUの負荷が高くなります。SQL文が準備される回数が最小限になるように努めてください。アプリケーションではバインド変数の使用を検討してください。SQL文を一度準備して、その後に何回も実行できます。

1.0未満の値は、実行回数が準備回数よりも多いことを意味しています。この値が出現している場合、実行されている文がすでにSQLコマンド・キャッシュにあり、すでに準備されています。その結果、文の実行に必要な作業が少なくなります。






実行された文タイプの細分化

「実行された文タイプの細分化」リージョンには実行された文に関する情報が表示されます。このリージョンは次の2つのサブリージョンに分かれています。

	
サマリー


	
詳細






サマリー


図6-6 「サマリー」サブリージョン

[image: 図6-6の説明が続きます]





「サマリー」サブリージョンには、データベースがメモリーにロードされてから実行されたSQL文の合計数が表示されます。データベースがメモリーにロードされた日時を示すフィールドもあります。






詳細


図6-7 「詳細」サブリージョン

[image: 図6-7の説明が続く]





「詳細」サブリージョンには、TimesTenデータベース・ターゲットがメモリーにロードされてから実行されたSQL文のタイプを示す円グラフが表示されます。










ワークロード

「ワークロード」タブにはTimesTenターゲットのワークロードが表示されます。このページは次の2つのリージョンに分かれています。

	
書込みワークロード


	
読取りワークロード


	
準備回数と再準備回数






書込みワークロード


図6-8 「書込みワークロード」リージョン

[image: 図6-8の説明が続く]





「書込みワークロード」リージョンには、1分間に削除、挿入および更新された表の行数が折れ線グラフを使用して表示されます。

TimesTenデータベースのすべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計を収集する機能を有効にすると、書込みワークロード・リージョンに値が移入されます。すべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計をTimesTenが収集できるようにするには、StatsLevelパラメータをALLに設定してttStatsConfig組込みプロシージャをコールします。


Command> call ttStatsConfig('StatsLevel','ALL');< STATSLEVEL, ALL >1 row found.


ttStatsConfig組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。






読取りワークロード


図6-9 「読取りワークロード」リージョン

[image: 図6-9の説明が続く]





読取りワークロード・リージョンには、1分間に読み取られた表の行数が折れ線グラフを使用して表示されます。

TimesTenデータベースのすべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計を収集する機能を有効にすると、読取りワークロード・リージョンに値が移入されます。すべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計をTimesTenが収集できるようにするには、StatsLevelパラメータをALLに設定してttStatsConfig組込みプロシージャを実行します。


Command> call ttStatsConfig('StatsLevel','ALL');< STATSLEVEL, ALL >1 row found.


ttStatsConfig組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。






準備回数と再準備回数


図6-10 準備回数と再準備回数

[image: 図6-10の説明が続く]





「準備回数と再準備回数」リージョンには、1分間に準備されたコマンド数および1分間に再準備されたコマンド数が、折れ線グラフを使用して表示されます。1分当たりに再準備されたコマンド数が多い場合は、複数の無効化が発生していることを示しています。これはパフォーマンスの低下を招きます。

ご使用のアプリケーションでバインド変数の使用を検討し、SQL文は一度準備してください。その後にそのSQL文を何回も実行できます。こうすることで、1分間に準備されるコマンド数はゼロに近づくはずです。








コミットとロールバック


図6-11 「コミットとロールバック」リージョン

[image: 図6-11の説明が続く]





「コミットとロールバック」リージョンでは、永続的にコミットされたトランザクション、コミットされたトランザクションおよびロールバック間の関係が折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は、1秒当たりに永続的にコミットされたトランザクション、非永続的にコミットされたトランザクションおよびロールバックされたトランザクションの比率を示しています。






ロック

「ロック」ページには、TimesTenデータベース・ターゲットのロックおよび同時操作のパフォーマンスに関連した情報が表示されます。次の3つのリージョンがあります。

	
ロックおよびデッドロック


	
ロックの許可


	
待機なしで取得されたロックの比率






ロックおよびデッドロック


図6-12 「ロックおよびデッドロック」リージョン

[image: 図6-12の説明が続く]





「ロックとデッドロック」リージョンでは1分当たりのデッドロックおよび1分当たりのロックの比率が、折れ線グラフを使用して表示されます。

デッドロック率はできるだけ低くする必要があります。デッドロック率が低くならない、または増加する場合は、アプリケーションがリソースを得る手段を確認します。デッドロック率がゼロ(0)よりも大きい場合は、「トランザクション・モニターの操作」を確認します。

1分当たりのロックのタイムアウト回数は少なくする必要があります。1分当たりのロックのタイムアウト回数が多い場合は、同じリソースに対する競合があることを示しています。ロックのタイムアウトの原因を見つけるには、「トランザクション・モニターの操作」を確認します。






ロックの許可


図6-13 「許可されたロック」リージョン

[image: 図6-13の説明が続く]





「ロックの許可」リージョンでは、1分当たりのロックの許可件数が折れ線グラフを使用して表示されます。待機後に付与されたロックの比率は低くなっている必要があります(この比率が低いことは、ロックが定時に取得されたことを示しています)。この比率はゼロになるのが理想です。






待機なしで取得されたロックの比率


図6-14 「待機せずに取得したロックの割合」リージョン

[image: 図6-14の説明が続く]





「待機なしで取得されたロックの比率」では、1分当たりの即時許可の比率を1分当たりの許可の合計比率で割った値が、折れ線グラフを使用して表示されます。このパーセンテージは100%に近くなる必要があります(100%はロックが待機なしで取得されることを示します)。このグラフはTimesTenターゲットでのロックの競合と同時性を確認するための良い指標となります。








トランザクション・ログ

「トランザクション・ログ」ページには、ログの保持に関する情報とログ保持のパフォーマンスが表示されます。このページは2つの副タブに分かれています。

	
ログの保持


	
ログ・パフォーマンス






ログの保持

「ログ・ホールド」サブタブには、TimesTenデータベース・ターゲットで実行された様々な操作について保持されているログのレポートが示されます。このような操作にはトランザクション、チェックポイント、レプリケーションなどがあります。


図6-15 「ログ・ホールド」リージョン

[image: 図6-15の説明が続く]





「ログの保持」表には、ttLogHolds組込みプロシージャと同じ列および同じ値が入っています。ttLogHoldsの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttLogHoldsに関する説明を参照してください。この表を使用して、ログ・バッファに依存する操作の程度を監視します。

「ログ・ホールド」表のログの累積が開始されている場合は、トランザクション・ログ・ファイルのパージを許可していない操作を確認します。






ログ・パフォーマンス

「ログ・パフォーマンス」ページではログ・バッファのパフォーマンスを確認できます。「ログ・パフォーマンス」サブタブは次の2つのリージョンに分かれています。

	
ログの読取り回数とログのフラッシュ回数


	
ログ・バッファ待機






ログの読取り回数とログのフラッシュ回数


図6-16 「ログ読取りおよびフラッシュ」リージョン

[image: 図6-16の説明が続く]





「ログの読取り回数とログのフラッシュ回数」リージョンでは、1分当たりのファイル・システムからのログ読取り回数と1分当たりのファイル・システムへのログ・フラッシュ回数が、折れ線グラフを使用して表示されます。ログの読取り回数もログのフラッシュ回数も少ない状態である必要があります。ファイル・システムからのログの読取り回数の率がゼロではないということは、レスポンス時間の低下につながります。メモリーからのログ・レコードの読取りははるかに速いため、すべてのログ・レコードがディスクからではなくメモリー(ログ・バッファ)から読み取られることが理想的です。

ファイル・システムへのログ・フラッシュが高率であることは、より大きなログ・バッファが必要であるか、またはチェックポイント、レプリケーション、XLAなどの操作の実行が遅く、ログ・バッファがディスクに残ってしまうことを示している場合があります。






ログ・バッファ待機


図6-17 「ログ・バッファ待機」リージョン

[image: 図6-17の説明が続く]





ログ・バッファ待機(秒)リージョンでは、ログ・ファイルを使用する操作の実行状況を確認できます。この値は0である必要があります。ゼロ以外の値は、ログ・バッファへの書込み前にトランザクションが待機する必要があったことを示します。










チェックポイント


図6-18 「チェックポイント」表

[image: 図6-18の説明が続く]





「チェックポイント」表には、過去24時間のチェックポイント履歴が表示されます。識別子は、チェックポイントの一意の数値識別子です。識別子はデータベースが存続している間、単純に増加します。データベースを破棄すると、識別子はリセットされます。データベースは破棄するが、Enterprise Managerでターゲットを維持する場合は、破棄されたデータベースと新しいデータベースの両方のチェックポイントが混ざって表示されます。新しいデータベースの識別子は小さい値の場合が多く、表の一番下に表示されます。新しいデータベースの識別子を表の上の方に表示する場合は、「開始時間」でソートします。

「タイプ」の有効な値は、「静的」、「ブロック中」、「ファジー」または「なし」です。「開始者」の有効な値は、「ユーザー」、「チェックポインタ」または「サブデーモン」です。「使用済ブロック」列の値は、書き込まれた使用済ブロックの数です。これらのブロックは、最後のチェックポイント以降に変更されたブロックです。「率」列の値は、1秒当たりに書き込まれる容量です(メガバイト単位)。「ステータス」列の有効な値は「進行状況」、「完了」または「失敗」です。

TimesTenプラグインでは、10分ごとにTimesTenデータベース・ターゲットをポーリングし、最新の8つのチェックポイントを確認します。10分の間隔にチェックポイントが9つ以上ある場合は、最新の8つのチェックポイントのみが表示されます。列ヘッダーをクリックすると開始時間でチェックポイントをソートできます。












7 トランザクション・モニターの操作

この章では、TimesTenトランザクション・モニター・ページについて説明します。トランザクション・モニター・ページでは、TimesTenデータベースの現行トランザクションのスナップショットが表示され、トランザクションに関する詳細が示されます。

内容は次のとおりです。

	
トランザクション・モニター・ページの表示


	
トランザクション・モニター・ページの情報の分析






トランザクション・モニター・ページの表示

トランザクション・モニターを使用する前に、TimesTenデータベース・ターゲットに優先資格証明が設定されていることを確認してください。優先資格証明の設定の詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」を参照してください。

トランザクション・モニター・ページを表示するには、TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「トランザクション・モニター」の順に選択します。






トランザクション・モニター・ページの情報の分析

トランザクション監視ではTimesTenデータベースの現行トランザクションのスナップショットが表示され、トランザクションに関する説明が提供されます。トランザクション監視を使用して、トランザクションがどのように処理されるかを確認します。ご使用のアプリケーションの動きが遅い場合は、アプリケーションでトランザクションがロックを取得する方法に問題がある可能性があります。ロックが解放されない、または解放に時間がかかりすぎる場合、アプリケーションの応答性が低下します。トランザクション監視により、処理に時間がかかりすぎるトランザクションを特定できます。




	
注意:

Enterprise Managerでは、トランザクション・モニター・ページにデータの表示頻度および自動リフレッシュ頻度を設定できます。詳細は、「ターゲット・ページでのデータの表示期間と自動リフレッシュ頻度の設定」を参照してください。







トランザクション・モニター・ページは次の2つのタブに分かれています。

	
未処理のロック数


	
待機中ロック






未処理のロック

「未処理のロック」タブでは、データベース内の未処理のロックに関する情報を表示できます。このページは次の2つのリージョンに分かれています。

	
トランザクション情報


	
トランザクションのロック詳細






トランザクション情報


図7-1 「トランザクション情報」リージョン

[image: 図7-1の説明が続きます]





「トランザクション情報」リージョンには、データベースでロックを保持している現行トランザクションが表形式で表示されます。列ヘッダーをクリックすると、その列に基づいて表をソートできます。

トランザクションをクリックして、そのトランザクションおよびそのトランザクションに関連したロックに関する詳細情報を確認します。


図7-2 トランザクションの選択

[image: 図7-2の説明が続きます]





選択したトランザクションのロック情報は、「トランザクションのロック詳細」リージョンに表示されます。「トランザクションのロック詳細」リージョンの詳細は、「トランザクションのロック詳細」を参照してください。

トランザクションをロールバックするには、トランザクションを選択し、「トランザクション情報」表の上にある「ロールバック」ボタンをクリックします。


図7-3 トランザクションのロールバック

[image: 図7-3の説明が続きます]





確認ダイアログが表示され、ロールバック操作を確認する必要があります。






トランザクションのロック詳細


図7-4 ロックの詳細

[image: 図7-4の説明が続きます]





「ロックの詳細」リージョンには、選択したトランザクションのロックに関する情報が表示されます。

「ロックの詳細」リージョンに表示されるロック数は少ない状態である必要があります。表示されるロック数が多い場合は、アプリケーションがロックを取得する方法を確認します。

ロックとトランザクションの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttXactAdmin」を参照してください。








待機中のロック


図7-5 待機中のロック

[image: 図7-5の説明が続きます]





「待機中ロック」リージョンでは、同じロック・リソースに対して競合するトランザクションが表示されます。

「待機中ロック」リージョンに表示されるロック数は少ない状態である必要があります。ユーザー入力などのイベントを待機中のロックは表に表示されません。トランザクション監視を複数回実行しても解消されないトランザクションがある場合は、ロックを確認します。トランザクションに対する強制的なコミットまたはロールバックが必要な場合があります。

ロックとトランザクションの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttXactAdmin」を参照してください。














8 クライアント/サーバー・ページの操作

この章では、TimesTenデータベース・クライアント/サーバー・ページについて説明します。TimesTenデータベース・クライアント/サーバー・ページはTimesTenクライアント/サーバー接続に関するパフォーマンス情報を伝達します。

内容は次のとおりです。

	
クライアント/サーバー・ページの表示


	
TimesTenクライアント/サーバー・ページの情報の分析






クライアント/サーバー・ページの表示

クライアント/サーバーのサマリー・ページを表示するには、TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「クライアント/サーバーのサマリー」の順に選択します。

TimesTenデータベース・クライアント/サーバーのサマリー・ページが表示されます。






TimesTenクライアント/サーバー・ページの情報の分析

図8-1は、ご使用のTimesTenデータベース・ターゲット用にカスタマイズされたクライアント/サーバー固有の3つのタブを示しています。特定のタブをクリックすると、詳しいクライアント/サーバー情報が表示されます。


図8-1 「クライアント/サーバーのサマリー」のタブ

[image: 図8-1の説明が続きます]





各領域の説明を次に示します。

	
サーバー・ワークロード


	
文


	
ネットワークの使用方法









サーバー・ワークロード

「サーバー・ワークロード」タブでは、サーバー・ワークロードに関する情報を表示できます。「サーバー・ワークロード」タブには次の3つのグラフ・リージョンがあります。

	
書込み率


	
読取り率


	
コミットとロールバック






書込み率


図8-2 「書込み率」リージョン

[image: 図8-2の説明が続きます]





「書込み率」リージョンでは、TimesTenサーバーで1秒間に行に対して実行されたINSERT操作、UPDATE操作およびDELETE操作の割合が折れ線グラフを使用して表示されます。

TimesTenデータベースのすべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計を収集する機能を有効にすると、「書込み率」リージョンに値が移入されます。すべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計をTimesTenが収集できるようにするには、StatsLevelパラメータをALLに設定してttStatsConfig組込みプロシージャをコールします。


Command> call ttStatsConfig('StatsLevel','ALL');< STATSLEVEL, ALL >1 row found.


ttStatsConfig組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。






読取り率


図8-3 「読取り率」リージョン

[image: 図8-3の説明が続きます]





「読取り率」リージョンでは、TimesTenサーバーで1秒間に行に対して実行されたSELECT操作の割合が折れ線グラフを使用して表示されます。

TimesTenデータベースのすべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計を収集する機能を有効にすると、「読取り率」リージョンに値が移入されます。すべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計をTimesTenが収集できるようにするには、StatsLevelパラメータをALLに設定してttStatsConfig組込みプロシージャを実行します。


Command> call ttStatsConfig('StatsLevel','ALL');< STATSLEVEL, ALL >1 row found.


ttStatsConfig組込みプロシージャの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。






コミットとロールバック


図8-4 「コミットとロールバック」リージョン

[image: 図8-4の説明が続きます]





「コミットとロールバック」リージョンでは、TimesTenサーバーで1秒間に実行されたCOMMIT文およびROLLBACK文の割合が折れ線グラフを使用して表示されます。








文

「文」タブでは、SQL文の読取り/書込み率に関する情報を表示できます。「文」タブには次の2つのグラフ・リージョンがあります。

	
書込み率


	
読取り率






書込み率


図8-5 「書込み率」リージョン

[image: 図8-5の説明が続きます]





「書込み率」リージョンでは、TimesTenサーバーで1秒間に実行されたINSERT操作、UPDATE操作およびDELETE操作の割合が折れ線グラフを使用して表示されます。






読取り率


図8-6 「読取り率」リージョン

[image: 図8-6の説明が続きます]





「読取り率」リージョンでは、TimesTenサーバーで1秒間に実行されたSELECT操作の割合が折れ線グラフを使用して表示されます。








ネットワークの使用方法

「ネットワークの使用方法」タブでは、クライアント/サーバー・ネットワークの使用状況に関する情報を表示できます。「ネットワークの使用方法」タブには次の2つのグラフ・リージョンがあります。

	
ネットワーク・ラウンドトリップ


	
送信および受信バイト数






ネットワーク・ラウンドトリップ


図8-7 「ネットワーク・ラウンドトリップ」リージョン

[image: 図8-7の説明が続きます]





「ネットワーク・ラウンドトリップ」リージョンでは、1秒当たりのクライアント/サーバー・ラウンドトリップが折れ線グラフを使用して表示されます。






送信および受信バイト数


図8-8 「送信および受信バイト数」リージョン

[image: 図8-8の説明が続きます]





「送信および受信バイト数」リージョンでは、1秒間にTimesTenサーバーが送受信するバイト数が折れ線グラフを使用して表示されます。














9 インスタンス制御メニューの操作

この章では、TimesTenインスタンス制御メニューについて説明します。インスタンス制御メニューには、TimesTenインスタンス・ターゲットの様々な側面を制御するためのオプションが表示されます。

内容は次のとおりです。

	
インスタンス制御メニューの表示






インスタンス制御メニューの表示

インスタンス制御メニューを表示するには、TimesTenインスタンス・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenインスタンス・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenインスタンス・ホーム」メニューから、「制御」を選択します。

TimesTenインスタンス制御メニューが表示されます。特定のオプションをクリックすると、TimesTenインスタンスのコントロールが表示されます。各オプションの説明を次に示します。

	
サービスの開始/停止


	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了









サービスの開始/停止

「サービスの開始/停止」ページでは、TimesTenデーモンおよびTimesTenサーバーのサービスを開始および停止できます。また、このページには、現在のTimesTenインスタンスに属するTimesTenデータベースの統計も表示されます。「サービスの開始/停止」ページには次の2つのリージョンがあります。




	
注意:

TimesTenインスタンスのTimesTenデーモンを開始および停止するには、TimesTenインスタンス・ターゲットに優先資格証明を設定する必要があります。詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」を参照してください。







	
サービス


	
データベース






サービス


図9-1 「サービス」リージョン

[image: 図9-1の説明が続きます]





「サービス」リージョンでは、TimesTenデーモンおよびTimesTenサーバーのサービスを開始および停止できます。行を選択して「開始」または「停止」をクリックすると、TimesTenサービスを制御できます。TimesTenデーモンを停止し、TimesTenデータベースがメモリーにロードされていると、TimesTenデータベースへのすべての接続を閉じてメモリーからデータベースをアンロードすることを薦めるダイアログがEnterprise Managerに表示されます。このダイアログでは、「データベース」リージョンをフィルタ処理し、メモリーにロードされているTimesTenデータベースとアクティブな接続があるTimesTenデータベースのみを表示できます。

「サービス」リージョンでは、ttDaemonAdminユーティリティと同様の制御操作を実行できます。「ステータス」、「プロセスID」および「ポート」の各列には、ttStatusユーティリティからの情報が移入されます。ユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttDaemonAdminに関する項およびttStatusに関する項を参照してください。

「サービス」表の「ポート」列には、TimesTenデーモンおよびTimesTenサーバーがリスニングしているポートが表示されます。これらのポートが別のアプリケーションと競合する場合は、ttmodinstallユーティリティを使用してTimesTenのポートを変更することを検討してください。ttmodinstallユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttmodinstallに関する項を参照してください。






データベース


図9-2 「データベース」リージョン

[image: 図9-2の説明が続きます]





「データベース」リージョンには、現在のTimesTenインスタンスに属するTimesTenデータベースの統計が表示されます。「データベース」表には、ttStatusユーティリティからの情報が移入されます。表の行を選択して「詳細」ボタンをクリックすると、選択したTimesTenデータベースへの接続をすべて表示できます。ttStatusユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttStatus」を参照してください。








ブラックアウトの作成

Enterprise Managerでモニターされるターゲットでのデータ収集アクティビティをすべて一時停止するには、ブラックアウトを作成します。TimesTenインスタンス・ターゲットに対してメンテナンスを実行する場合、ブラックアウトの作成を検討してください。ブラックアウトの作成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のブラックアウトの作成に関する項を参照してください。






ブラックアウトの終了

ブラックアウト設定期間が終了すると、ブラックアウトは自動的に終了します。場合によっては、ブラックアウト期間の終了前にブラックアウトを終了することがあります。ブラックアウトを終了するには、TimesTenインスタンス・ターゲット・ページを開いて、TimesTenインスタンス・ターゲットのブラックアウトがアクティブである必要があります。TimesTenインスタンス・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

	
「TimesTenインスタンス・ホーム」メニューから、「制御」、「ブラックアウトの終了」の順に選択します。


図9-3 「ブラックアウトの終了」の選択

[image: 図9-3の説明が続きます]



「ブラックアウト」の「確認」ページが表示されます。「はい」ボタンを探します。


	
「はい」をクリックします。


図9-4 「はい」をクリック

[image: 図9-4の説明が続きます]





次のテキストとともに情報ダイアログが表示されます: 「ブラックアウトの終了リクエストが正常に発行されました。ターゲット・ステータスの変更には、この最新の発行を反映する時間が必要です。」


図9-5 成功したブラックアウトの終了リクエスト

[image: 図9-5の説明が続きます]





TimesTenインスタンス・ターゲットのブラックアウトが正常に終了しました。TimesTenインスタンス・ターゲットに対するデータ収集アクティビティの再開には数分かかることがあります。












10 データベース制御メニューの操作

この章では、TimesTenデータベース制御メニューについて説明します。データベース制御メニューには、TimesTenデータベース・ターゲットの様々な側面を制御するためのオプションが表示されます。

内容は次のとおりです。

	
データベース制御メニューの表示






データベース制御メニューの表示

データベース制御メニューを表示するには、TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「制御」を選択します。

TimesTenデータベース制御メニューが表示されます。特定のオプションをクリックすると、TimesTenデータベースのコントロールが表示されます。各オプションの説明を次に示します。

	
エージェントの開始/停止


	
RAMのロード/アンロードおよびポリシー設定


	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了









エージェントの開始/停止


図10-1 エージェントの開始/停止ページ

[image: 図10-1の説明が続きます]





エージェントの開始/停止ページでは、TimesTenレプリケーションおよびTimesTenキャッシュのエージェントを開始および停止できます。行を選択して「開始」または「停止」をクリックすると、TimesTenエージェントを制御できます。

エージェントの開始/停止ページでは、次の組込みプロシージャをコールしてTimesTenエージェントを制御します。

	
ttCacheStart - この組込みプロシージャは、TimesTenキャッシュ・エージェントを開始します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttCacheStartに関する項を参照してください。


	
ttCacheStop - この組込みプロシージャは、TimesTenキャッシュ・エージェントを停止します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttCacheStopに関する項を参照してください。


	
ttRepStart - この組込みプロシージャは、TimesTenレプリケーション・エージェントを開始します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRepStartに関する項を参照してください。


	
ttRepStop - この組込みプロシージャは、TimesTenレプリケーション・エージェントを停止します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRepStopに関する項を参照してください。









RAMのロード/アンロードおよびポリシー設定

「RAMのロード/アンロードおよびポリシー設定」ページでは、メモリーに対するTimesTenデータベースのロードおよびアンロードと、TimesTenデータベースのRAMポリシーの変更ができます。このページには次の2つのリージョンがあります。

	
RAMのロード/アンロード


	
RAMポリシー構成






RAMのロード/アンロード


図10-2 「RAMのロード/アンロード」リージョン

[image: 図10-2の説明が続きます]





「RAMのロード/アンロード」リージョンでは、メモリーに対してTimesTenデータベースをロードおよびアンロードできます。また、TimesTenデータベースのステータスとTimesTenデータベースへの現在の接続を確認できます。ロードおよびアンロードのオプションは、データベースのRAM常駐ポリシーが「手動」に設定されている場合のみ使用できます。「ロード」ボタンをクリックすると、データベースをメモリーにロードできます。「アンロード」ボタンをクリックすると、データベースをメモリーからアンロードできます。TimesTenデータベースをメモリーからアンロードする前に、必ずすべてのアプリケーションをTimesTenデータベースから切断してください。また、キャッシュ・エージェントおよびレプリケーション・エージェントを停止する必要があります。キャッシュ・エージェントおよびレプリケーション・エージェントの停止の詳細は、「エージェントの開始/停止」を参照してください。

「RAMのロード/アンロード」リージョンでは、ttAdminユーティリティを実行してメモリーに対してデータベースをロードおよびアンロードします。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttAdminに関する項を参照してください。






RAMポリシー構成

「RAMポリシー構成」リージョンでは、現在のRAM常駐ポリシーの表示と、TimesTenデータベースのRAMポリシーの変更ができます。「RAMポリシー構成」には次の2つのサブリージョンがあります。

	
現在の構成


	
RAMポリシーの変更






現在の構成


図10-3 「現在の構成」サブリージョン

[image: 図10-3の説明が続きます]





「現在の構成」サブリージョンには、現在のRAM常駐ポリシーおよびRAM常駐猶予期間が表示されます。

「現在の構成」サブリージョンでは、ttAdminユーティリティを実行してデータベースの現在のRAM構成を表示します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttAdminに関する項を参照してください。






RAMポリシーの変更


図10-4 「RAMポリシーの変更」サブリージョン

[image: 図10-4の説明が続きます]





「RAMポリシーの変更」サブリージョンでは、TimesTenデータベースのRAMポリシーを変更できます。RAMポリシーを「使用中」と設定すると、RAM常駐猶予期間も設定できます。

「RAMポリシーの変更」サブリージョンでは、ttAdminユーティリティを実行してRAMポリシーの変更とRAM常駐猶予期間の設定を行います。ttAdminユーティリティとRAMポリシーの設定の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttAdminに関する項を参照してください。










ブラックアウトの作成

Enterprise Managerでモニターされるターゲットでのデータ収集アクティビティをすべて一時停止するには、ブラックアウトを作成します。TimesTenインスタンス・ターゲットに対してメンテナンスを実行する場合、ブラックアウトの作成を検討してください。ブラックアウトの作成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のブラックアウトの作成に関する項を参照してください。






ブラックアウトの終了

ブラックアウト設定期間が終了すると、ブラックアウトは自動的に終了します。場合によっては、ブラックアウト期間の終了前にブラックアウトを終了することがあります。ブラックアウトを終了するには、TimesTenインスタンス・ターゲット・ページを開いて、TimesTenデータベース・ターゲットのブラックアウトがアクティブである必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

	
「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「制御」、「ブラックアウトの終了」の順に選択します。


図10-5 「ブラックアウトの終了」の選択

[image: 図10-5の説明が続きます]



「ブラックアウト」の「確認」ページが表示されます。「はい」ボタンを探します。


	
「はい」をクリックします。


図10-6 「はい」をクリック

[image: 図10-6の説明が続きます]





次のテキストとともに情報ダイアログが表示されます: 「ブラックアウトの終了リクエストが正常に発行されました。ターゲット・ステータスの変更には、この最新の発行を反映する時間が必要です。」


図10-7 成功したブラックアウトの終了リクエスト

[image: 図10-7の説明が続きます]





TimesTenデータベース・ターゲットのブラックアウトが正常に終了しました。TimesTenデータベース・ターゲットに対するデータ収集アクティビティの再開には数分かかることがあります。












11 「バックアップおよびリストア」ページの操作

この章では、TimesTenデータベースの「バックアップおよびリストア」ページについて説明します。TimesTenデータベースの「バックアップおよびリストア」ページでは、データベース・バックアップのスケジュール、使用可能なバックアップからのリストア、リカバリ履歴の表示ができます。

内容は次のとおりです。

	
「バックアップおよびリストア」ページの表示


	
TimesTenの「バックアップおよびリストア」ページの情報の分析






「バックアップおよびリストア」ページの表示

データベースのバックアップおよびリストアを使用する前に、TimesTenデータベース・ターゲットに優先資格証明を必ず設定しておきます。優先資格証明の設定の詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」を参照してください。

「バックアップおよびリストア」ページを表示するには、TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「可用性」、「バックアップおよびリストア」の順に選択します。






TimesTenの「バックアップおよびリストア」ページの情報の分析

図11-1は、ご使用のTimesTenデータベース・ターゲット用にカスタマイズされたバックアップおよびリストア固有の3つの領域を示しています。特定のタブをクリックすると、詳しい情報が表示されます。


図11-1 「バックアップおよびリストア」のタブ

[image: 図11-1の説明が続きます]





各領域の説明を次に示します。

	
バックアップ・スケジュール


	
バックアップ履歴およびデータベースのリストア


	
履歴のリストア









バックアップ・スケジュール


図11-2 「バックアップ・スケジュール」タブ

[image: 図11-2の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュール」タブでは、TimesTenデータベースのバックアップ・スケジュールを作成、編集および削除できます。TimesTenでは、ttBackupユーティリティをコールしてTimesTenデータベースのバックアップを実行します。ttBackupユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttBackupに関する項を参照してください。

「バックアップ・スケジュール」タブでは次のアクションを実行できます。

	
バックアップ・スケジュールの作成


	
バックアップ・スケジュールのアクティブ化


	
バックアップ・スケジュールの非アクティブ化


	
即時バックアップのリクエスト


	
バックアップ・スケジュールの削除






バックアップ・スケジュールの作成

バックアップ・スケジュールを作成するには、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブを開いている必要があります。




	
注意:

Enterprise ManagerのTimesTenデータベース用のバックアップおよびリストア機能では、キャッシュ・グループを持つTimesTenデータベースをバックアップおよびリストアできません。キャッシュ・グループを持つTimesTenデータベースのバックアップおよびリストアの詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』のキャッシュ・グループを持つデータベースのバックアップおよびリストアに関する項を参照してください。







	
「作成」をクリックします。


図11-3 「作成」をクリック

[image: 図11-3の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールの作成」ダイアログが表示されます。最初のプロパティはバックアップのタイプです。


	
「バックアップ・タイプ」のオプションからバックアップ・タイプを選択します。指定できるバックアップ・タイプは次のとおりです。

	
増分

増分バックアップを使用すると、同じデータベースの既存の増分対応バックアップが増大します。増分バックアップでは、前回のバックアップ・ポイント以降に作成されたトランザクション・ログ・ファイルをすべて使用してバックアップを増大し、既存のバックアップのバックアップ・ポイントを先に進めます。


	
すべて

全体バックアップを使用すると、データベース全体が保存されます。全体バックアップの場合、新しいバックアップが成功するまで、既存のバックアップと新しいバックアップの両方を保持できる十分なディスク領域が必要です。





図11-4 バックアップ・タイプの選択

[image: 図11-4の説明が続きます]





新しいバックアップ・スケジュールを定義する準備ができました。






増分

増分バックアップを使用すると、同じデータベースの既存の増分対応バックアップが増大します。増分バックアップでは、前回のバックアップ・ポイント以降に作成されたトランザクション・ログ・ファイルをすべて使用してバックアップを増大し、既存のバックアップのバックアップ・ポイントを先に進めます。増分バックアップではコピーするデータが少ないため、通常、全体バックアップよりずっと速く完了します。全体バックアップを超える増分バックアップの高いパフォーマンスは、ディスク使用率の増加とリストアの長時間化という代償を払うことになります。バックアップ時間、ディスク使用率およびリストア時間のバランスが取れるように、増分バックアップを全体バックアップとともに使用してください。

バックアップ・スケジュールを定義する前に、「バックアップ・スケジュールの作成」のステップ2までの手順を必ず完了しておきます。




	
注意:

TimesTenバックアップ・タイプの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』の用意されているバックアップのタイプに関する項を参照してください。







	
*「バックアップID」テキスト・フィールドに、意味のわかりやすいバックアップ・スケジュール名を入力します。(たとえば、hourly_backupのように指定します。)


	
*「バックアップ・ディレクトリ」テキスト・フィールドに、バックアップ・ファイルを格納するディレクトリを入力します。このディレクトリが存在していることを確認してください。


	
「バックアップ・ファイルの接頭辞」テキスト・フィールドに、バックアップ・ディレクトリでのバックアップ・ファイルのファイル接頭辞を入力します。「バックアップ・ファイルの接頭辞」フィールドはオプションです。このオプションのデフォルト値は、データベースのODBC定義のDataStore属性のファイル名部分です。DataStore属性の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のDataStoreに関する項を参照してください。


	
*「繰返し間隔」ドロップダウン・リストから、TimesTenで「トランザクション・ログ・ファイルの最大数」基準をチェックする場合の繰返しを選択します。「トランザクション・ログ・ファイルの最大数」基準に達すると、増分バックアップが実行されます。デフォルト値は1時間です。


	
*「開始日」フィールドの右側にあるカレンダ・ボタンをクリックして、バックアップ・スケジュールの開始日時を選択します。デフォルト値は、Enterprise Managerサーバーの現在の日時です。


	
*「終了日」フィールドの右側にあるカレンダ・ボタンをクリックして、バックアップ・スケジュールの終了日を選択します。デフォルト値は、Enterprise Managerサーバーの現在の日付から10年後です。


	
「トランザクション・ログ・ファイルの最大数」テキスト・フィールドに、増分バックアップが実行される場合のトランザクション・ログ・ファイルの数を入力します。TimesTenでは、繰返しのチェック時に「トランザクション・ログ・ファイルの最大数」基準に達した場合のみ、増分バックアップが実行されます。デフォルト値は128です。


	
「OK」をクリックします。


図11-5 「OK」をクリック

[image: 図11-5の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールの作成」ダイアログが閉じ、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブに戻ります。作成したバックアップ・スケジュールがバックアップ・スケジュール表に自動入力されます。

エラー・メッセージ「優先資格証明が設定されていません」が表示された場合は、TimesTenデータベース・ターゲットに優先資格証明を設定し、作成したバックアップ・スケジュールをアクティブ化します。即時バックアップをリクエストしてバックアップ・スケジュールが機能することを確認します。詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」、「バックアップ・スケジュールのアクティブ化」および「即時バックアップのリクエスト」を参照してください。




TimesTen増分バックアップ・スケジュールが正常に作成されました。






すべて

全体バックアップを使用すると、データベース全体が保存されます。全体バックアップの場合、新しいバックアップが成功するまで、既存のバックアップと新しいバックアップの両方を保持できる十分なディスク領域が必要です。




	
注意:

TimesTenバックアップ・タイプの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』の用意されているバックアップのタイプに関する項を参照してください。







	
*「バックアップID」テキスト・フィールドに、意味のわかりやすいバックアップ・スケジュール名を入力します。(たとえば、daily_backupのように指定します。)


	
*「バックアップ・ディレクトリ」テキスト・フィールドに、バックアップ・ファイルを格納するディレクトリを入力します。このディレクトリが存在していることを確認してください。


	
「バックアップ・ファイルの接頭辞」テキスト・フィールドに、バックアップ・ディレクトリでのバックアップ・ファイルのファイル接頭辞を入力します。「バックアップ・ファイルの接頭辞」フィールドはオプションです。このオプションのデフォルト値は、データベースのODBC定義のDataStore属性のファイル名部分です。DataStore属性の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のDataStoreに関する項を参照してください。


	
*「繰返し間隔」ドロップダウン・リストから、TimesTenで「トランザクション・ログ・ファイルの最大数」基準をチェックする場合の繰返しを選択します。「トランザクション・ログ・ファイルの最大数」基準に達すると、増分バックアップが実行されます。


	
*「開始日」フィールドの右側にあるカレンダ・ボタンをクリックして、バックアップ・スケジュールの開始日時を選択します。デフォルト値は、Enterprise Managerサーバーの現在の日時です。


	
*「終了日」フィールドの右側にあるカレンダ・ボタンをクリックして、バックアップ・スケジュールの終了日を選択します。デフォルト値は、Enterprise Managerサーバーの現在の日付から10年後です。


	
「バックアップ・ファイルの最大数」テキスト・フィールドに、常時TimesTenで格納できる全体バックアップ・ファイルの最大数を入力します。「バックアップ・ファイルの最大数」の値を超えると、新しいバックアップ・ファイルの作成前に最古のバックアップ・ファイルが削除されます。デフォルト値は31です。


	
「OK」をクリックします。


図11-6 「OK」をクリック

[image: 図11-6の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールの作成」ダイアログが閉じ、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブに戻ります。作成したバックアップ・スケジュールがバックアップ・スケジュール表に自動入力されます。

エラー・メッセージ「優先資格証明が設定されていません」が表示された場合は、TimesTenデータベース・ターゲットに優先資格証明を設定し、作成したバックアップ・スケジュールをアクティブ化します。即時バックアップをリクエストしてバックアップ・スケジュールが機能することを確認します。詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」、「バックアップ・スケジュールのアクティブ化」および「即時バックアップのリクエスト」を参照してください。




TimesTen全体バックアップ・スケジュールが正常に作成されました。








バックアップ・スケジュールのアクティブ化

バックアップ・スケジュールを作成すると、バックアップ・スケジュールはアクティブ化されます。アクティブなバックアップ・スケジュールが構成済のスケジュールに基づいて実行されます。

バックアップ・スケジュールをアクティブ化するには、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブを開いている必要があります。

	
「バックアップ・スケジュール」表で、バックアップ・スケジュールのバックアップIDを特定する行をクリックします。「スケジュール状態」が「非アクティブ」であることを確認します。


図11-7 バックアップ・スケジュールの選択

[image: 図11-7の説明が続きます]





	
「アクティブ化/非アクティブ化」をクリックします。


図11-8 「アクティブ化/非アクティブ化」をクリック

[image: 図11-8の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールのアクティブ化/非アクティブ化」ダイアログが表示されます。「アクティブ化」ボタンを探します。


	
「アクティブ化」をクリックします。


図11-9 「アクティブ化」をクリック

[image: 図11-9の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールのアクティブ化/非アクティブ化」ダイアログが閉じ、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブがリフレッシュされます。該当するバックアップIDの「スケジュール状態」が「アクティブ」になっています。




バックアップ・スケジュールが正常にアクティブ化されました。






バックアップ・スケジュールの非アクティブ化

バックアップ・スケジュールを非アクティブ化するには、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブを開いている必要があります。

	
「バックアップ・スケジュール」表で、バックアップ・スケジュールのバックアップIDを特定する行をクリックします。「スケジュール状態」が「アクティブ」であることを確認します。


図11-10 バックアップ・スケジュールの選択

[image: 図11-10の説明が続きます]





	
「アクティブ化/非アクティブ化」をクリックします。


図11-11 「アクティブ化/非アクティブ化」をクリック

[image: 図11-11の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールのアクティブ化/非アクティブ化」ダイアログが表示されます。「非アクティブ化」ボタンを探します。


	
「非アクティブ化」をクリックします。


図11-12 「非アクティブ化」をクリック

[image: 図11-12の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールのアクティブ化/非アクティブ化」ダイアログが閉じ、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブがリフレッシュされます。該当するバックアップIDの「スケジュール状態」が「非アクティブ」になっています。




バックアップ・スケジュールが正常に非アクティブ化されました。






即時バックアップのリクエスト

即時バックアップをリクエストするには、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブを開いている必要があります。

	
「バックアップ・スケジュール」表で、バックアップ・スケジュールのバックアップIDを特定する行をクリックします。「スケジュール状態」が「アクティブ」であることを確認します。


図11-13 バックアップ・スケジュールの選択

[image: 図11-13の説明が続きます]





	
「即時」をクリックします。


図11-14 「即時」をクリック

[image: 図11-14の説明が続きます]





「即時バックアップ」ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図11-15 「OK」をクリック

[image: 図11-15の説明が続きます]





「即時バックアップ」ダイアログが閉じます。TimesTenでは、ttBackupユーティリティを実行してバックアップ・リクエストを完了します。バックアップ時間は、データベースのサイズによって異なります。TimesTenバックアップのステータスを確認するには、「バックアップ履歴」タブを確認します。「バックアップ履歴およびデータベースのリストア」タブの詳細は、「バックアップ履歴およびデータベースのリストア」を参照してください。ttBackupユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttBackupに関する項を参照してください。




即時TimesTenバックアップを正常にリクエストしました。






バックアップ・スケジュールの削除

バックアップ・スケジュールを削除するには、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブを開いている必要があります。

	
「バックアップ・スケジュール」表で、バックアップ・スケジュールのバックアップIDを特定する行をクリックします。


図11-16 バックアップ・スケジュールの選択

[image: 図11-16の説明が続きます]





	
「削除」をクリックします。


図11-17 「削除」をクリック

[image: 図11-17の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールの削除」ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図11-18 「OK」をクリック

[image: 図11-18の説明が続きます]





「バックアップ・スケジュールの削除」ダイアログが閉じ、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブがリフレッシュされます。「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ・スケジュール」タブを確認すると、バックアップ・スケジュールが削除されたことを確認できます。該当するTimesTenバックアップ・スケジュールは表示されなくなります。




TimesTenバックアップ・スケジュールが正常に削除されました。








バックアップ履歴およびデータベースのリストア


図11-19 「バックアップ履歴」タブ

[image: 図11-19の説明が続きます]





「バックアップ履歴およびデータベースのリストア」タブでは、バックアップ履歴の表示、バックアップの削除、TimesTenデータベースのリカバリができます。TimesTenでは、ttRestoreユーティリティをコールしてTimesTenデータベースをバックアップからリストアします。ttRestoreユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRestoreに関する項を参照してください。

「バックアップ履歴」タブでは次のアクションを実行できます。

	
使用可能なバックアップによるTimesTenデータベースのリストア


	
TimesTenデータベース・バックアップ・ファイルの削除






使用可能なバックアップによるTimesTenデータベースのリストア

使用可能なバックアップによってTimesTenデータベースをリストアするには、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ履歴およびデータベースのリストア」タブを開いていて、TimesTenデータベースがメモリーからアンロードされている必要があります。メモリーからのTimesTenデータベースのアンロードの詳細は、「RAMのロード/アンロード」を参照してください。




	
注意:

リストア・プロシージャでは、TimesTenデータベースのメトリック情報が一切収集されません。TimesTenデータベースがリストアされると、TimesTenデータベースのメトリック情報の収集が開始されます。







	
「バックアップ履歴およびデータベースのリストア」表で、バックアップのバックアップIDを特定する行をクリックします。「ステータス」が「成功」であることを確認します。


図11-20 バックアップの選択

[image: 図11-20の説明が続きます]





	
「リストア」をクリックします。


図11-21 「リストア」をクリック

[image: 図11-21の説明が続きます]





「バックアップによるリストア」ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを探します。


	
「リストア」をクリックします。


図11-22 「リストア」をクリック

[image: 図11-22の説明が続きます]





「バックアップによるリストア」ダイアログが閉じます。TimesTenでは、ttRestoreユーティリティを実行してTimesTenデータベース・リストア・リクエストを完了します。リストア時間は、データベースのサイズによって異なります。TimesTenデータベース・リストアのステータスを確認するには、「履歴のリストア」タブを確認します。「履歴のリストア」タブの詳細は、「履歴のリストア」を参照してください。ttRestoreユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRestoreに関する項を参照してください




TimesTenデータベース・リストアが正常にリクエストされました。






TimesTenデータベース・バックアップ・ファイルの削除

TimesTenデータベース・バックアップ・ファイル・エントリまたは失敗したTimesTenデータベース・バックアップ・エントリを削除するには、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ履歴」タブを開いている必要があります。




	
注意:

必ず「バックアップ履歴」表からTimesTenバックアップ・ファイルを削除します。TimesTenバックアップ・ファイルをファイル・システムから直接削除すると、「バックアップ履歴」表からエントリが削除されません。







	
「バックアップ履歴およびデータベースのリストア」表で、TimesTenバックアップ・ファイルまたは失敗したTimesTenデータベース・バックアップ・エントリのバックアップIDを特定する行をクリックします。


図11-23 TimesTenデータベース・バックアップ・ファイルの選択

[image: 図11-23の説明が続きます]





	
「削除」をクリックします。


図11-24 「削除」をクリック

[image: 図11-24の説明が続きます]





「使用可能なバックアップの削除」ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図11-25 「OK」をクリック

[image: 図11-25の説明が続きます]





「使用可能なバックアップの削除」ダイアログが閉じ、「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ履歴およびデータベースのリストア」タブがリフレッシュされます。「バックアップおよびリストア」ページの「バックアップ履歴」タブを確認すると、TimesTenバックアップ・エントリが削除されたことを確認できます。該当するTimesTenバックアップ・エントリは表示されなくなります。




Enterprise ManagerからTimesTenバックアップ・エントリが正常に削除され、TimesTenバックアップがファイル・システムから削除されます。








履歴のリストア


図11-26 「履歴のリストア」タブ

[image: 図11-26の説明が続きます]





「履歴のリストア」タブでは、TimesTenデータベース・リカバリ・エントリの確認および削除ができます。

「履歴のリストア」タブでは次のアクションを実行できます。

	
リストア履歴エントリの確認


	
リストア履歴エントリの削除






リストア履歴エントリの確認

「履歴のリストア」表には、Enterprise ManagerからTimesTenデータベースに対して実行されたリストア操作がすべて表示されます。この情報は、リカバリ操作の追跡およびリカバリ失敗の原因の確認に役立ちます。






リストア履歴エントリの削除

TimesTenデータベース・リストア・エントリを削除するには、「バックアップおよびリストア」ページの「履歴のリストア」タブを開いている必要があります。

	
「履歴のリストア」表で、TimesTenデータベース・リストア・エントリのバックアップIDを特定する行をクリックします。


図11-27 TimesTenデータベース・リカバリ・エントリの選択

[image: 図11-27の説明が続きます]





「削除」ボタンを探します。


	
「削除」をクリックします。


図11-28 「削除」をクリック

[image: 図11-28の説明が続きます]





「リカバリ履歴の削除」ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図11-29 「OK」をクリック

[image: 図11-29の説明が続きます]





「リカバリ履歴の削除」ダイアログが閉じ、「バックアップおよびリストア」ページの「履歴のリストア」タブがリフレッシュされます。「バックアップおよびリストア」ページの「履歴のリストア」タブを確認すると、TimesTenリストア履歴エントリが削除されたことを確認できます。該当するTimesTenリストア履歴エントリは表示されなくなります。




TimesTenリストア履歴エントリが正常に削除されました。














12 「キャッシュ同期メトリック」ページの操作

この章では「キャッシュ同期メトリック」ページについて説明します。

内容は次のとおりです。

	
「キャッシュ同期メトリック」ページの表示


	
「キャッシュ同期メトリック」ページの分析






「キャッシュ同期メトリック」ページの表示

キャッシュ同期メトリックはキャッシュ固有のパフォーマンス情報を表示します。メトリックを表示するためには、ご使用のTimesTenターゲットにキャッシュ環境が構成されており、キャッシュ・エージェントが稼働していることを確認します。キャッシュ環境の構成の詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』を参照してください。

キャッシュ同期メトリックを表示するには、TimesTenターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「キャッシュ同期メトリック」の順に選択します。






「キャッシュ同期メトリック」ページの分析

図12-1は、TimesTenキャッシュ環境用にカスタマイズされたキャッシュ同期メトリックの2つのタブを示しています。特定のタブをクリックすると、詳しいキャッシュ同期メトリック情報が表示されます。




	
注意:

一度に使用できるタブは、「パラレルAWTのキャッシュ」タブと「AWTのキャッシュ」タブのいずれか一方のみです。AWTのキャッシュの並列性を設定している場合は、Enterprise Managerに「パラレルAWTのキャッシュ」タブが表示されます。AWTのキャッシュの並列性を設定していない場合は、Enterprise Managerに「AWTのキャッシュ」タブが表示されます。AWTのキャッシュの並列性の詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』のOracle Database表へのパラレル伝播の構成に関する項を参照してください。








図12-1 「キャッシュ同期メトリック」のタブ

[image: 図12-1の説明が続きます]





各領域の説明を次に示します。

	
AWTキャッシュ


	
パラレルAWTのキャッシュ


	
キャッシュの自動リフレッシュ









AWTキャッシュ




	
注意:

「AWTのキャッシュ」タブは、AWTのキャッシュの並列性を設定していない場合のみ使用できます。AWTのキャッシュの並列性の詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』のOracle Database表へのパラレル伝播の構成に関する項を参照してください。







「AWTのキャッシュ」タブでは、AWTキャッシュ・グループのパフォーマンス情報を表示できます。このページは次の5つのリージョンに分かれています。

	
AWTキャッシュ


	
Oracleデータベースに伝播されたAWTトランザクション数


	
OracleデータベースでコミットされたAWTトランザクション数


	
AWTバッチ・パフォーマンス


	
AWTボリューム(MB)/秒






AWTキャッシュ


図12-2 「AWTのキャッシュ」リージョン

[image: 図12-2の説明が続きます]





「AWTキャッシュ」リージョンには、Oracle Databaseでコミットしたトランザクション数およびOracle Databaseでロールバックされたトランザクション数が表示されます。AWTキャッシュのSQL配列実行メソッドおよびPL/SQL実行メソッドについてOracleデータベースで送信されたバッチ数、送信されたバイト数、削除された行数、挿入された行数および更新された行数も表示されます。パフォーマンス・データはSYS.SYSTEMSTATSシステム表の値から導出されます。ロックとトランザクションの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseシステム表およびビュー・リファレンス』のSYS.SYSTEMSTATSに関する説明を参照してください。

メソッドにより、TimesTenでPL/SQL実行メソッドとSQL配列実行メソッドのどちらを非同期ライトスルー伝播に使用して、変更をOracleデータベース・サーバーに適用するかが決まります。

AWTキャッシュ・メソッドの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のTimesTen Cacheの初期接続属性に関する説明を参照してください。






Oracleデータベースに伝播されたAWTトランザクション数


図12-3 「Oracleデータベースに伝播されたAWTトランザクション数」リージョン

[image: 図12-3の説明が続きます]





「Oracleデータベースに伝播されたAWTトランザクション数」リージョンでは、1秒間にOracleデータベースに伝播されたAWTトランザクションの数が折れ線グラフを使用して表示されます。






OracleデータベースでコミットされたAWTトランザクション数


図12-4 「OracleデータベースでコミットされたAWTトランザクション数」リージョン

[image: 図12-4の説明が続きます]





「OracleデータベースでコミットされたAWTトランザクション数」リージョンでは、1秒間にOracleデータベースでコミットされたAWTトランザクションの数が折れ線グラフを使用して表示されます。






AWTバッチ・パフォーマンス


図12-5 「AWTバッチ・パフォーマンス」リージョン

[image: 図12-5の説明が続きます]





「AWTバッチ・パフォーマンス」リージョンでは折れ線グラフを使用して、AWTバッチ・パフォーマンスが1バッチ当たりの行数の率として表示されます。SQL配列実行モードはCacheAWTMethod=0と設定され、PL/SQL実行モードはCacheAWTMethod=1と設定されます。CacheAWTMethodの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のCacheAWTMethodに関する項を参照してください。






AWTボリューム(MB)/秒


図12-6 AWTボリューム(MB)/秒リージョン

[image: 図12-6の説明が続きます]





AWTボリューム(MB)/秒リージョンでは、1秒当たりのAWT量(MB)が折れ線グラフを使用して表示されます。








パラレルAWTのキャッシュ




	
注意:

「パラレルAWTのキャッシュ」タブは、AWTのキャッシュの並列性を設定している場合のみ使用できます。AWTのキャッシュの並列性の詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』のOracle Database表へのパラレル伝播の構成に関する項を参照してください。







「パラレルAWTのキャッシュ」タブには、パラレル伝播が構成されているAWTキャッシュ・グループのトラック情報およびパフォーマンス情報が表示されます。AWTキャッシュ・グループのパラレル伝播の詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』のOracle Database表へのパラレル伝播の構成に関する項を参照してください。「パラレルAWTのキャッシュ」タブは次の2つのサブタブに分かれています。

	
パフォーマンス


	
トラック






パフォーマンス

「パフォーマンス」サブタブには、パラレル伝播が構成されているAWTキャッシュ・グループに関するパフォーマンス情報が表示されます。「パフォーマンス」サブタブは次の4つのリージョンに分かれています。

	
AWTラグ


	
AWT送信バイト数


	
AWTバッチ・パフォーマンス


	
AWTトランザクション






AWTラグ


図12-7 「AWTラグ」リージョン

[image: 図12-7の説明が続きます]





「AWTラグ」リージョンでは、1秒間にOracleデータベースに伝播されたAWTトランザクションの数と1秒間にTimesTenデータベースで生成されたAWTトランザクションの数が折れ線グラフを使用して表示されます。

Oracleデータベースに伝播されたAWTトランザクションの数とTimesTenデータベースで生成されたAWTトランザクションの数が一致することが重要です。AWTパフォーマンスのトラブルシューティングの詳細は、Oracle TimesTen In-Memory Databaseトラブルシューティング・ガイドのAWTパフォーマンスの監視に関する項を参照してください。






AWT送信バイト数


図12-8 「AWT送信バイト数」リージョン

[image: 図12-8の説明が続きます]





「AWT送信バイト数」リージョンでは、1秒間にSQLモードおよびPLSQLモードでバッチごとに送信されるバイト数が折れ線グラフを使用して表示されます。SQL配列実行モードはCacheAWTMethod=0と設定され、PL/SQL実行モードはCacheAWTMethod=1と設定されます。CacheAWTMethodの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のCacheAWTMethodに関する項を参照してください。






AWTバッチ・パフォーマンス


図12-9 「AWTバッチ・パフォーマンス」リージョン

[image: 図12-9の説明が続きます]





「AWTバッチ・パフォーマンス」リージョンでは、1秒間に適用された完全なバッチおよび部分的なバッチの数が折れ線グラフを使用して表示されます。






AWTトランザクション


図12-10 「AWTトランザクション」リージョン

[image: 図12-10の説明が続きます]





「AWTトランザクション」リージョンでは、1秒当たりのコミット数とトランザクション数が折れ線グラフを使用して表示されます。








トラック

「トラック」サブタブには、パラレルAWTトラックに関するパフォーマンス情報が表示されます。「トラック」サブタブは次の2つのリージョンに分かれています。

	
パラレルAWTトラック


	
Oracleデータベースで処理されたトランザクション数






パラレルAWTトラック


図12-11 「パラレルAWTトラック」リージョン

[image: 図12-11の説明が続きます]





「パラレルAWTトラック」リージョンには、様々なパラレルAWTトラックのパフォーマンスが表示されます。パラレルAWTトラックは、CacheAWTParallelism接続属性を使用して設定します。CacheAWTParallelism接続属性の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のCacheAWTParallelismに関する項を参照してください。

ピア名をクリックして、パラレルAWTトラックについてOracleデータベースで処理されたトランザクションの数を確認します。パラレルAWTトラックについてOracleデータベースで処理されたトランザクションの数は「Oracleデータベースで処理されたトランザクション数」リージョンに表示されます。「Oracleデータベースで処理されたトランザクション数」リージョンの詳細は、「Oracleデータベースで処理されたトランザクション数」を参照してください。






Oracleデータベースで処理されたトランザクション数


図12-12 「Oracleデータベースで処理されたトランザクション数」リージョン

[image: 図12-12の説明が続きます]





「Oracleデータベースで処理されたトランザクション数」リージョンでは、パラレルAWTトラックについてOracleデータベースで処理されたトランザクションの数が折れ線グラフを使用して表示されます。










キャッシュの自動リフレッシュ

「キャッシュ自動リフレッシュ」タブでは、読取り専用キャッシュ・グループのパフォーマンス情報を表示できます。このタブは次の3つのリージョンに分かれています。

	
キャッシュの自動リフレッシュ


	
読取り専用キャッシュ


	
保留中のリフレッシュの更新






キャッシュの自動リフレッシュ


図12-13 「キャッシュ自動リフレッシュ」リージョン

[image: 図12-13の説明が続きます]





「キャッシュ自動リフレッシュ」リージョンには、Oracleデータベースに対して削除、挿入および更新されたTimesTenの行数が表示されます。TimesTenで正常に完了したサイクル数および失敗したサイクル数も表示されます。TimesTenデータベースがメモリーにロードされると、これらのメトリックの収集が開始されます。






読取り専用キャッシュ


図12-14 「読取り専用キャッシュ」リージョン

[image: 図12-14の説明が続きます]





「読取り専用キャッシュ」リージョンには、TimesTenデータベースの各読取り専用キャッシュ・グループの前回自動リフレッシュ操作に関する情報が表示されます。読取り専用キャッシュ・グループの詳細は、『Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheユーザーズ・ガイド』の読取り専用キャッシュ・グループに関する項を参照してください。

キャッシュ・グループIDをクリックして、リフレッシュを保留している更新の数を確認します。リフレッシュを保留している更新の数は、「保留中のリフレッシュの更新」リージョンに表示されます。「保留中のリフレッシュの更新」リージョンの詳細は、「保留中のリフレッシュの更新」を参照してください。






保留中のリフレッシュの更新


図12-15 「保留中のリフレッシュの更新」リージョン

[image: 図12-15の説明が続きます]





「保留中のリフレッシュの更新」リージョンでは、過去1時間に指定のキャッシュ・グループについてリフレッシュを保留している更新の数が折れ線グラフを使用して表示されます。














13 レプリケーション・モニターの操作

この章ではレプリケーション・モニター・ページについて説明します。レプリケーション・モニター・ページでは、オブジェクトを他のデータベースにレプリケートするためにAWTキャッシュ・グループを使用するTimesTenデータベース・ターゲットとレプリケーションを使用するTimesTenデータベース・ターゲットの監視および分析ができます。

内容は次のとおりです。

	
レプリケーション・モニターの表示


	
TimesTenレプリケーション・モニターに関する情報の分析






レプリケーション・モニターの表示

レプリケーション・モニターのメトリックを表示するためには、ご使用のTimesTenデータベース・ターゲットにレプリケーションが構成されており、レプリケーション・エージェントが稼働している必要があります。

TimesTenデータベース・ターゲット・ページに移動します。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「レプリケーション・モニター」の順に選択します。






TimesTenレプリケーション・モニターに関する情報の分析

TimesTenレプリケーション・モニター・ページは2つの領域で構成されており、それぞれがTimesTenレプリケーション専用にカスタマイズされています。

上の領域は次の要素で構成されています。

	
サマリー


	
ステータス


	
状態




下部の領域は次の5つのタブで構成されています。

	
レプリケーション・ピア


	
レプリケーションのログの保持


	
送信者スレッド・ステータス


	
受信者スレッド・ステータス


	
トラック









サマリー


図13-1 「サマリー」リージョン

[image: 図13-1の説明が続きます]





このリージョンでは、データベースとレプリケーション・ポリシーの構成を確認できます。

	
データベース名

この値はデータベースのパスの最後の部分から取ります。たとえば、データベースのパスが/var/tt/masterの場合、データベース名はmasterです。


	
レプリケーション・ポリシー

レプリケーション・ポリシーは、ttAdminユーティリティの-repPolicyオプションを使用して設定します。デフォルト値はmanualです。レプリケーション・ポリシーの変更の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttAdminに関する項を参照してください。









ステータス


図13-2「ステータス」リージョン

[image: 図13-2の説明が続きます]





レプリケーション・ステータス・リージョンには、レプリケートされた操作の現在の状態に関連した全般的な情報が表示されます。最新のログ・ファイル番号が、レプリケーションにより保持された最新のログ・ファイルよりもかなり大きい場合は、レプリケーション・エージェントが最近作成されたトランザクションを送信中に遅れてしまったことを示しています。

「レプリケーション・エージェント」の値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかです。レプリケーション・スキームを構成しなかった場合、この値は「N/A」です。






状態


図13-3 「状態」リージョン

[image: 図13-3の説明が続きます]





レプリケーション状態リージョンには、アクティブなスタンバイ・ペアでのデータベースの現在のレプリケーション状態が表示されます。

レプリケーション状態リージョンでは、ttRepStateGet組込みプロシージャの値が使用されます。ttRepStateGetの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRepStateGetに関する項を参照してください。






レプリケーション・ピア


図13-4 「レプリケーション・ピア」リージョン

[image: 図13-4の説明が続きます]





「レプリケーション・ピア」表は、データベースが送信者のロールであるか受信者のロールであるかにかかわらず、すべてのデータベースで共通です。この表にはデータベースのピアのリストが表示されます。

「レプリケーション・ピア」表では、TTReplication.ReplicationPEERSレプリケーション表の値が使用されます。ttRepAdmin -showstatusユーティリティを使用して、これらの値を表示することもできます。TTReplication.ReplicationPEERSレプリケーション表の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseシステム表およびビュー・リファレンス』のTTReplication.ReplicationPEERSに関する項を参照してください。ttRepAdminユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRepAdminに関する項を参照してください。






レプリケーション・ログの保持


図13-5 「レプリケーション・ログ・ホールド」リージョン

[image: 図13-5の説明が続きます]





「レプリケーション・ログの保持」表には、他のデータベースにトランザクションをレプリケートしたデータベースの情報が表示されます。表は、レプリケーション・ログの保持を示しています。

「レプリケーション・ログ・ホールド」表では、ttLogHolds組込みプロシージャの値が使用されます。ttLogHoldsユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttLogHoldsに関する項を参照してください。






送信者スレッド・ステータス

「送信者スレッド・ステータス」タブには、このTimesTenデータベースの送信者スレッドの詳細リストおよびステータスが表示されます。このタブには、他のデータベースにトランザクションをレプリケートしたデータベースの情報が移入されます。このタブは次の2つのリージョンに分かれています。

	
レプリケーション送信者


	
過去1時間に送信したトランザクション






レプリケーション送信者


図13-6 「レプリケーション送信者」リージョン

[image: 図13-6の説明が続きます]





「レプリケーション送信者」表には、他のデータベースにトランザクションをレプリケートしたデータベースの情報が表示されます。表は、データベースの発信者スレッドのステータスを示しています。

「レプリケーション送信者」表では、ttRepAdmin -showstatusユーティリティの値が使用されます。ttRepAdminユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRepAdminに関する項を参照してください。

送信者トラックをクリックして、そのトラックで送信されたトランザクションの数を確認します。過去1時間に送信したトランザクションの数は、「過去1時間に送信したトランザクション」リージョンに表示されます。「過去1時間に送信したトランザクション」リージョンの詳細は、「過去1時間に送信したトランザクション」を参照してください。






過去1時間に送信したトランザクション


図13-7 「過去1時間に送信したトランザクション」リージョン

[image: 図13-7の説明が続きます]





「過去1時間に送信したトランザクション」リージョンでは、1秒当たりの指定した送信者トラックについて送信されたトランザクションの数および送信者トラックごとに送信されたトランザクションの平均数が折れ線グラフを使用して表示されます。








受信者スレッド・ステータス

「受信者スレッド・ステータス」タブには、このTimesTenデータベースの受信者スレッドの詳細リストおよびステータスが表示されます。このタブには、他のデータベースからトランザクションを受信したデータベースの情報が移入されます。このタブは次の2つのリージョンに分かれています。

	
レプリケーション受信者


	
過去1時間に受信したトランザクション






レプリケーション受信者


図13-8 「レプリケーション受信者」リージョン

[image: 図13-8の説明が続きます]





「受信者スレッド・ステータス」表には、他のデータベースからトランザクションを受信したデータベースの情報が表示されます。表はデータベースの受信者スレッドのステータスを示しています。

「レプリケーション受信者」表では、ttRepAdmin -showstatusユーティリティの値が使用されます。ttRepAdminユーティリティの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttRepAdminに関する項を参照してください。

受信者トラックをクリックして、そのトラックで受信されたトランザクションの数を確認します。過去1時間に受信したトランザクションの数は、「過去1時間に受信したトランザクション」リージョンに表示されます。「過去1時間に受信したトランザクション」リージョンの詳細は、「過去1時間に受信したトランザクション」を参照してください。






過去1時間に受信したトランザクション


図13-9 「過去1時間に受信したトランザクション」リージョン

[image: 図13-9の説明が続きます]





「過去1時間に受信したトランザクション」リージョンでは、1秒当たりの指定した受信者トラックについて受信されたトランザクションの数および受信者トラックごとに受信されたトランザクションの平均数が折れ線グラフを使用して表示されます。








トラック


図13-10 「トラック」タブ

[image: 図13-10の説明が続きます]





「トラック」タブでは、各トラックに関するパフォーマンス情報が表を使用して表示されます。この情報は、トランザクションのボトルネックの位置を特定するのに役立つことがあります。












14 メトリックの表示

この章では、ターゲットの効率とパフォーマンスの確認に役立つ、TimesTenデータベースおよびTimesTenインスタンス用に収集されるメトリック情報について詳しく説明します。

内容は次のとおりです。

	
TimesTenデータベース・メトリック・ページへの移動


	
TimesTenインスタンス・メトリック・ページへの移動


	
TimesTenデータベースのメトリックの表示


	
TimesTenインスタンスのメトリックの表示






TimesTenデータベース・メトリック・ページへの移動

TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動の詳細は、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

	
「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「すべてのメトリック」の順に選択します。


図14-1 TimesTenデータベースの「すべてのメトリック」

[image: 図14-1の説明が続きます。]





「すべてのメトリック」ページが表示されます。メトリック・グループの名前を検索します。


	
メトリック・グループを展開し、メトリックの名前をクリックします。

メトリックの情報が表形式で表示されます。TimesTenデータベースのメトリックの詳細は、「TimesTenデータベースのメトリックの表示」を参照してください。









TimesTenインスタンス・メトリック・ページへの移動

TimesTenインスタンス・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenインスタンス・ターゲット・ページへの移動の詳細は、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

	
「TimesTenインスタンス・ホーム」メニューから、「モニタリング」、「すべてのメトリック」の順に選択します。


図14-2 TimesTenインスタンスの「すべてのメトリック」

[image: 図14-2の説明が続きます。]





「すべてのメトリック」ページが表示されます。メトリック・グループの名前を検索します。


	
メトリック・グループを展開し、メトリックの名前をクリックします。

メトリックの情報が表形式で表示されます。TimesTenインスタンスのメトリックの詳細は、「TimesTenインスタンスのメトリックの表示」を参照してください。









TimesTenデータベースのメトリックの表示

TimesTenデータベースのメトリックには次の12グループがあります。


図14-3 メトリック・グループ

[image: 図14-3の説明が続きます。]





	
チェックポイントの履歴


	
チェックポイントおよびトランザクション・ログ・ファイル・システムの使用率


	
データベース情報


	
インスタンスの情報


	
パラレルAWTの比率


	
パラレルAWTトラック


	
パフォーマンス・データ


	
パフォーマンスの評価


	
読取り専用キャッシュ


	
レプリケーション・ピア


	
レプリケーション・ステータス


	
レプリケーション・サブスクライバ


	
レプリケーション・トラック


	
レプリケーションの状態


	
レスポンス


	
SQLコマンド・キャッシュ


	
SQL実行時間のヒストグラム


	
トランザクション・ログの保持




一部のメトリックには事前定義された警告およびクリティカルのしきい値があります。しきい値の変更と、新しいしきい値の追加ができます。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlは、メトリックのために収集された値が、設定されたしきい値を超えたときにアラートを発行します。



チェックポイントの履歴

表14-1に、各メトリックとその説明をまとめます。


表14-1 チェックポイント履歴

	メトリック	説明
	
合計ブロックのうち現在使用中のブロック

	
現在使用中のブロック数。


	
すべてのブロックにより占有されているバイト数

	
すべてのブロックによって占有されているバイト数。


	
使用中のブロックにより占有されているバイト数

	
使用中のブロックによって占有されているバイト数。


	
使用済ブロックにより占有されているバイト数

	
使用済ブロックによって占有されているバイト数。


	
書込みバイト数(MB単位)

	
メガバイト単位の書込みバイト数。


	
秒当たり書込みバイト数

	
1秒当たりの書込みバイト数。


	
チェックポイントの順番

	
チェックポイントの順番。


	
このチェックポイントによって書き込まれた使用済ブロック

	
このチェックポイントによって書き込まれた使用済ブロック数。


	
完了したチェックポイントのパーセンテージ

	
完了したチェックポイントのパーセンテージを示します。処理中のチェックポイントがない場合の値はNULLです。


	
現在データベースに割り当てられている永続ブロック数

	
現在データベースに割り当てられている永続ブロック数。


	
チェックポイント処理のステータス

	
チェックポイント処理のステータス。


	
チェックポイントで使用されるデータベース・ファイル番号

	
チェックポイントで使用されるデータベース・ファイル番号。


	
チェックポイント・リクエストのソース

	
チェックポイント・リクエストのソース。


	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル番号

	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル番号。


	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル・オフセット

	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル・オフセット。


	
チェックポイントのタイプ

	
チェックポイントのタイプ。


	
チェックポイントが完了した時間

	
チェックポイントが完了した時間。


	
チェックポイントが開始された時間

	
チェックポイントが開始された時間。


	
失敗のTimesTenデータベースのエラー番号

	
失敗の理由を示すTimesTenエラー番号。


	
このチェックポイントによって書き込まれた合計バイト数

	
このチェックポイントによって書き込まれた合計バイト数。












チェックポイントおよびトランザクション・ログ・ファイル・システムの使用率

表14-2に、各メトリックとその説明をまとめます。


表14-2 チェックポイントおよびトランザクション・ログ・ファイル・システムの使用率

	メトリック	説明
	
チェックポイント・ファイル・システム

	
チェックポイント・ファイル・システム。


	
チェックポイント・ファイル・システムのマウント・ポイント

	
チェックポイント・ファイル・システムのマウント・ポイント。


	
チェックポイント・ファイル・システムのサイズ(MB単位)

	
チェックポイント・ファイル・システムのサイズ(メガバイト単位)。


	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(%)

	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(パーセンテージで表示)。


	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(MB)

	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(メガバイト単位)。


	
トランザクション・ログ・ファイル・システム

	
トランザクション・ログ・ファイル・システム。


	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのマウント・ポイント

	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのマウント・ポイント。


	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのサイズ(MB)

	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのサイズ(メガバイト単位)。


	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(%)

	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(パーセンテージで表示)。


	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(MB)

	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(メガバイト単位)。












データベース情報

表14-3にはデータベースに関する情報が示されています。


表14-3 データベース情報

	データベース情報	説明
	
アクティブ・スタンバイ・ペアの表作成時のレプリケーション

	
データベース属性はDDLReplicationAction。

INCLUDE(デフォルト)に設定されている場合、表の作成時、表は自動的にアクティブ・スタンバイ・ペア・スキームに追加されます。EXCLUDEに設定されている場合、表の作成時、表は自動ではアクティブ・スタンバイ・ペアには含められません。


	
バックグラウンド・チェックポイントの間にログに収集されるデータ量

	
バックグラウンド・チェックポイントの間にログに収集されるデータ量(MB)。


	
重複SQLパラメータのバインディング・スタイル

	
1つのSQL文に同じパラメータが複数回出現する場合に、アプリケーションがTimesTenとOracleのいずれのパラメータ・バインディングを使用するかを指定します。0の場合、Oracle形式のバインディングです。


	
キャッシュ・エージェント・ポリシー

	
キャッシュ・エージェント・ポリシー(「always」、「manual」)。


	
実行中のキャッシュ・エージェント

	
実行中の場合は1、実行していない場合は0。


	
接続用の文字のエンコード

	
接続用の文字のエンコード。データベースのキャラクタ・セットとは異なる場合があります。


	
コミット処理によるディスクへのログ・レコードの書込みの実行

	
設定されている場合(=1)、コミット処理によりディスクにログ・レコードが書き込まれます。


	
PL/SQLユニットの条件付きコンパイルの制御

	
PL/SQLユニットの条件付きコンパイルを制御します。


	
DDLに関連したトランザクションのコミット動作の制御

	
DDLに関連してトランザクションのコミット動作を制御します。Oracleの場合は0です。TimesTenの場合は1です。


	
チェックポイント時に不要なトランザクション・ログ・ファイルを削除

	
1の場合、チェックポイント処理でトランザクション・ログ・ファイルは削除されます。


	
接続間でコマンドを共有するかどうかの指定

	
接続間でコマンドを共有するかどうかを指定します。


	
PL/SQLを有効化するかどうかの指定

	
PL/SQLを有効にするかどうかを指定します(1=有効)。


	
Oracleデータベース表でのAWT伝播メソッド有効化

	
データベース属性はCacheAWTMethod。

Oracleサーバーに変更を適用するための非同期のWritethrough伝播で、PL/SQL実行メソッドを使用するか、SQL配列実行メソッドを使用するかを指定します。

0の場合、SQL配列の実行メソッドが使用されます。

1の場合(デフォルト)、PL/SQLの実行メソッドが使用されます。


	
キャッシュ・グリッドの有効化

	
設定されている(=1)場合、キャッシュ・グリッドが有効になります。


	
動的キャッシュ・グループへの透過的なロードの有効化

	
設定されている場合(=1)、動的キャッシュ・グループへのOracleデータの透過的ロードが有効になります。


	
透過的ロードの失敗時のエラーの戻し

	
設定されている場合(=1)、透過的ロードに失敗すると、エラー・メッセージが返されます。


	
同時接続の予測上限数

	
データベースへの同時接続数の予測される上限を示します。


	
バックグラウンド・チェックポイントの頻度(秒)

	
TimesTenがバックグラウンド・チェックポイントを実行する頻度(秒)。


	
データベースが使用する文字セット識別

	
データベースによって使用されるキャラクタ・セットを指定します。


	
物理データベース識別

	
物理データベースを指定します。


	
文字型変換時データが失われた場合、エラーをレポートするか

	
NCHAR/NVARCHAR2およびCHAR/VARCHAR2データ間の暗黙的または明示的な文字型変換時にデータが失われた場合にエラーをレポートするかどうかを指定します。


	
コミット読取りまたはシリアライズ可能の分離レベル

	
分離レベルとして、コミット読取りまたはシリアライズ可能のいずれかを指定します。1の場合は、コミット読取りです。


	
DDLレプリケーション有効化のレベル

	
データベース属性はDDLReplicationLevel。

1の場合、スタンバイ・データベースにALTER TABLE ADDまたはDROP COLUMNがレプリケートされます。表、索引、シノニムのCREATE操作とDROP操作はスタンバイ・データベースにレプリケートされません。

2の場合(デフォルト)、表、索引、シノニムの作成および削除がレプリケートされます。


	
PL/SQLメモリー・セグメントの場所

	
TimesTenダイレクト・ドライバを利用する各プロセスにロードされるPL/SQL共有メモリー・セグメントの仮想アドレス。


	
ロックの待機間隔

	
接続のロック待機間隔。


	
未処理のログ・バッファ

	
ログ・バッファ・ストランドの数。


	
チェックポイント時にディスクに書き込まれる最大データ量

	
チェックポイント処理時にTimesTenによってディスクに書き込まれる最大データ量。


	
この接続でPL/SQLが使用できるプロセス・ヒープ・メモリーの最大量

	
この接続でPL/SQLが使用できるプロセス・ヒープ・メモリーの最大量をメガバイト単位で指定します。


	
トランザクション・ログ・ファイルへのログ・データの書込みおよび同期化に使用する方法

	
トランザクション・ログ・ファイルにログ・データを書き込んだり同期化するのに使用する方法。1の場合、TimesTenではバッファされた書込みを使用してトランザクション・ログ・ファイルにデータを書き込みます。


	
PL/SQLライブラリ・ユニットのコンパイルに使用する最適化レベル

	
PL/SQLライブラリ・ユニットのコンパイルに使用する最適化レベル。


	
データをロードするOracleインスタンスのOracleサービス名

	
データをTimesTenデータベースにロードするOracleデータベース・インスタンスのOracleサービス名。


	
PL/SQLメモリー・セグメントのサイズ

	
PL/SQLで使用されるPL/SQL共有メモリー・セグメントのサイズ(MB)。


	
パラレル・レプリケーションの適用順序

	
データベース属性はReplicationApplyOrdering。

0の場合(デフォルト)、パラレル・レプリケーションのコミット順序を指定します。

1の場合、ユーザー管理によるトラック・ベースのパラレル・レプリケーションを指定します。


	
問合せタイムアウトのしきい値

	
タイムアウトするまでにSQL文をデータベースで実行できる制限時間(秒)。


	
RAMの駐在ポリシー

	
RAMの駐在ポリシー(「always」、「manual」、「inUse」)。


	
実行中のレプリケーション・エージェント

	
実行中の場合は1、実行していない場合は0。


	
レプリケーション・ポリシー

	
レプリケーション・ポリシー(「always」、「manual」、「norestart」)。


	
行レベルまたはデータベース・レベルのロック

	
接続で行レベル・ロック(値=0)またはデータベース・レベル・ロック(値=1)のどちらを使用するかを指定します。


	
Oracleデータベース・モードへのSQL文のパススルー

	
SQL文をOracleに渡すかTimesTenでローカルで実行するかを指定します。


	
メッセージの最大待機時間の設定

	
メッセージの最大待機時間を設定します。


	
データベースの永続領域のサイズ

	
データベースの永続領域のサイズ(MB)。


	
データベースの一時領域のサイズ

	
データベースの一時領域のサイズ(MB)。


	
ディスク領域の作成時の事前割当ての指定

	
データベースの作成時に、データベースのディスク領域が事前に割り当てられることを指定します。


	
データベースをディスク保存なしの指定

	
データベースをディスクに保存しないように指定します。


	
リカバリ時にログ・レコードに不備があった場合の接続の切断

	
TimesTenリカバリでログ・レコードに問題が発生した場合、データベースへの初期接続を継続するかどうかを指定します。1の場合、ログの切捨て後にTimesTenを継続します。


	
言語比較に使用される照合順番

	
言語比較に使用される照合順番。デフォルトはバイナリです。


	
デフォルトの長さセマンティクス構成

	
デフォルトの長さセマンティクス構成。デフォルトはバイトです。


	
トランザクション・ログ・ファイルを保存するディレクトリ

	
トランザクション・ログ・ファイルを保存するディレクトリ。


	
内部ログ・バッファのサイズ(MB)

	
内部ログ・バッファのサイズ(メガバイト単位)。


	
トランザクション・ログ・ファイルのサイズ(MB)

	
トランザクション・ログ・ファイルのサイズ(メガバイト単位)。


	
データベースのタイプ・モード

	
データベースの型モード。0の場合はOracleデータベース型のモードです。1の場合はTimesTen型のモードです。


	
アクティブなマスター・データベースで変更を適用するスレッド数

	
アクティブ・スタンバイ・ペアのレプリケーション・スキームで、アクティブ・マスター・データベースへの変更をスタンバイ・マスター・データベースに適用するために使用するスレッドの数。


	
リカバリ中に索引を再作成するスレッド数

	
リカバリ時に索引の再作成のために使用するスレッドの数。


	
メモリーの永続領域が少ない場合の警告のしきい値

	
データベースの永続領域に対するメモリーが少ない場合、TimesTenが警告を返し、SNMPトラップをスローするしきい値。


	
メモリーの一時領域が少ない場合の警告のしきい値

	
データベースの一時領域に対するメモリーが少ない場合、TimesTenが警告を返し、SNMPトラップをスローするしきい値。


	
PL/SQLプロシージャが終了になるまでの実行時間

	
PL/SQLプロシージャが自動的に終了するまでの実行時間(秒数)。


	
データベースへの最初の接続時間

	
データベースへの初期接続時間。


	
パラレル・レプリケーションに使用可能なトラック

	
データベース属性はReplicationParallelism。

1から64の間の値が可能で、パラレル・レプリケートするトラック数を示します。デフォルトは1で、単一スレッドでのレプリケーションを示します。


	
データベースに実行するロギングのタイプ

	
データベースで使用するロギングのタイプ。ディスクへのロギングのみがサポートされます(値=1)。


	
PL/SQLコンパイラで相互参照情報を生成するかどうか

	
PL/SQLコンパイラによって相互参照情報を生成するかどうかを指定します。


	
実行前に問合せがタイムアウトした場合にエラーを返すかどうか

	
SQL文の実行時間が指定した値を超えたときに、TimesTenがサポート・ログに警告を書き込み、SNMPトラップをスローするかを設定します。0の場合、TimesTenでは警告を返しません。


	
データベースのロード時に実メモリー・ロックの必要性

	
データベースのロード時、共有データベースへの接続が実メモリーをロックするかどうかを指定します。


	
TAF FANコールバックのインストールを有効にするかどうか

	
TimesTen CacheでOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)を使用するときに、透過的アプリケーション・フェイルオーバー(TAF)および高速アプリケーション通知(FAB)のコールバックのインストールを有効または無効にするかを指定します。












インスタンスの情報

表14-4にはTimesTenインスタンスに関する情報が示されています。


表14-4 インスタンス情報

	名前	説明
	
デーモン・ポート番号

	
デーモン・ポート番号。


	
インスタンス名

	
TimesTenのインスタンス名。


	
プラットフォーム・タイプ

	
プラットフォームのタイプ。(例: Linux/86_32)。


	
TimesTenサーバー・プロセス識別子

	
TimesTenサーバー・プロセスの識別子。


	
TimesTenサーバーのポート番号

	
サーバーのポート番号。


	
TimesTenサーバーの実行状況

	
実行中の場合は1、実行していない場合は0です。


	
TimesTenバージョン番号

	
5桁のリリース番号。








TimesTenインスタンスの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttStatus」を参照してください。






パラレルAWTの比率

表14-5に、パラレルAWTの比率に関する情報を示します。


表14-5 パラレルAWTの比率

	名前	説明
	
PL/SQLモードで送信された1秒当たりのバイト数

	
PL/SQLモードでOracleデータベースに送信された1秒当りのバイト数(MB)。


	
SQLモードで送信された1秒当たりのバイト数

	
SQLモードでOracleデータベースに送信された1秒当たりのバイト数(MB)。


	
Oracleデータベース・ロールバックのタイムアウト/秒

	
Oracleデータベースのロールバックに対する1秒当たりのタイムアウト。


	
合計AWT MB/秒

	
AWTについてOracleデータベースに送信された1秒当たりのバイト数(MB)。


	
Oracleデータベースのコミット総数/秒

	
1秒当たりのOracleデータベースのコミットの合計数。


	
完全に送信されたバッチの総数/秒

	
1秒当たりの完全に送信されたバッチの合計数。


	
部分的に送信されたバッチの総数/秒

	
1秒当たりの部分的に送信されたバッチの合計数。


	
トランザクション総数/秒

	
Oracleデータベースに送信された1秒当たりのトランザクションの合計数。


	
トランザクション・マスター再起動/秒

	
1秒当たりのトランザクション・マスターの再起動数。


	
TimesTenデータベースに生成されたトランザクション/秒

	
TimesTenデータベースで生成された1秒当たりのトランザクションの数。


	
Oracleデータベースに伝播されたトランザクション/秒

	
Oracleデータベースに伝播された1秒当たりのトランザクションの数。












パラレルAWTトラック

表14-6に、パラレルAWTトラックに関する情報を示します。


表14-6 パラレルAWTトラック

	名前	説明
	
バッチ開始待機

	
TimesTenデータベースとOracleデータベース間で送信されるまでに、開始依存性を待機する必要があるAWTバッチの数。


	
バッチ開始待機数

	
TimesTenデータベースとOracleデータベース間で送信されるまでに、AWTバッチで開始依存性が満たされていることをチェックする必要がある回数。


	
コミット待機数

	
AWTバッチがOracleデータベースでコミットされるまでに、AWTバッチでコミット依存性が満たされていることをチェックする必要がある回数。


	
完全なバッチ

	
TimesTenデータベースとOracleデータベース間で送信された完全なAWTバッチの数。


	
Oracleデータベース・ロールバック

	
Oracleデータベースで実行されたロールバックの数。


	
PL/SQLモード・バッチ

	
PL/SQLモードでTimesTenデータベースとOracleデータベース間で送信されたAWTバッチの数。


	
部分的なバッチ

	
TimesTenデータベースとOracleデータベース間で送信された部分的なAWTバッチの数。


	
SQLモード・バッチ

	
SQLモードでTimesTenデータベースとOracleデータベース間で送信されたAWTバッチの数。


	
サブスクライバ

	
サブスクライバ・データベースの名前。


	
トラック

	
トラック番号。


	
処理済トランザクション

	
処理されたトランザクションの合計数。


	
処理済トランザクション/秒

	
1秒間に処理されたトランザクションの数。












パフォーマンス・データ

表14-7にはパフォーマンス情報が示されています。


表14-7 パフォーマンス・データ

	メトリック	説明
	
キャッシュ - OracleデータベースでコミットされたAWTトランザクション

	
Oracle DatabaseでコミットされたAWTトランザクションの回数。


	
キャッシュ - エラーの場合に再試行されるAWTトランザクション

	
Oracle DatabaseでAWTトランザクションが再試行された回数。


	
キャッシュ - 正常に完了した自動リフレッシュのサイクル

	
TimesTenで自動リフレッシュのサイクルが正常に完了した回数。


	
キャッシュ - エラーで失敗した自動リフレッシュのサイクル

	
エラーで自動リフレッシュのサイクルが失敗した回数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracleデータベースに送信されたバッチ

	
SQLモード(CacheAWTMethod = 0)でOracle Databaseに送信されたバッチの数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースにフラッシュされたバイト数

	
Oracle Databaseにフラッシュされたバイト数。


	
キャッシュ - 動的なローカルのロード・ミスによりロードされたバイト数

	
動的なローカル・キャッシュ・グループの動的ロードのミスを処理するためにOracle Databaseからロードされた総バイト数。


	
キャッシュ - 動的なロードのミスによりロードされたバイト数

	
動的ロードのミスを処理するためにOracle Databaseからロードされた合計バイト数。


	
キャッシュ - SWT操作用にOracleデータベースに送信されたバイト数

	
SWTキャッシュ・グループの処理時にOracle Databaseに送信されたバイト数。


	
キャッシュ - PL/SQLモードでOracleデータベースに送信されたバイト数

	
PL/SQLモードで(CacheAWTMethod=1)Oracle Databaseに送信されたバイト数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracleデータベースに送信されたバイト数

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseに送信されたバイト数。


	
キャッシュ - AWT用にOracleデータベースに対して行われたコール

	
AWT用にOracle Databaseに対して実行されたコールの回数。


	
キャッシュ - 動的なロード・ミスに対してOracleデータベースからデータがロードされた回

	
動的なローカル・キャッシュ・グループの動的ロードのミスの処理時にOracle Databaseからデータがロードされた回数。


	
キャッシュ - リモート・キャッシュ・グリッド・メンバーの動的なロードによるデータ・リクエスト

	
(リモート・キャッシュ・グリッド・メンバーの動的なロードのため)このキャッシュ・グリッド・メンバーが別のキャッシュ・グリッド・メンバーから受信したデータに対するリクエスト数。


	
キャッシュ - 使用済データに対して受信したデータ・リクエスト

	
リクエストされたデータが使用中である(また、先にOracleデータベースに伝播される必要がある)場合の、このキャッシュ・グリッド・メンバーが受信したデータに対するリクエスト数。


	
キャッシュ - 存在しないデータに対して受信したデータ・リクエスト

	
リクエストされたデータがこのキャッシュ・グリッド・メンバーで見つからない場合の、このメンバーが受信したデータに対するリクエスト数。


	
キャッシュ - トランザクションによってロックされているデータに対して受信したデータ・リクエスト

	
このキャッシュ・グリッド・メンバーでリクエストされたデータがトランザクションによってロックされた場合の、このメンバーが受信したデータに対するリクエスト数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracleデータベースに送信されたバッチの削除

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseに送信された削除バッチの数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースからの動的ロード・ミス

	
動的ロードのミスによりリクエストされたデータをOracle Databaseからロードする必要のあった回数。


	
キャッシュ - フラッシュ・キャッシュ・グループの実行

	
キャッシュ・グループのフラッシュの実行回数。


	
キャッシュ - 自動リフレッシュの操作時にトリガーされた完全リフレッシュ

	
自動リフレッシュの処理時にトリガーされた完全リフレッシュの回数。


	
キャッシュ - 動的なグローバル・キャッシュ・グループのキャッシュ・ヒット

	
動的なグローバル・キャッシュ・グループのヒット数: Oracleデータベースまたは別のキャッシュ・グリッド・メンバーからデータをロードせずに、ローカル・キャッシュ・グリッド・メンバーでデータが検出された動的ロード数。


	
キャッシュ - 動的なグローバル・キャッシュ・グループのキャッシュ・ミス

	
動的なグローバル・キャッシュ・グループのミス数: (Oracleデータベースまたは別のキャッシュ・グリッド・メンバーのいずれかに移動する必要がある)ローカル・キャッシュ・グリッド・メンバーで最初はデータが検出されなかった動的ロード数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracleデータベースに送信されたバッチの挿入

	
SQLモード(CacheAWTMethod = 0)でOracle Databaseに送信された挿入バッチの数。


	
キャッシュ - 動的なローカル・キャッシュ・グループのキャッシュ・ヒット

	
動的なローカル・キャッシュ・グループのヒット数: リクエストされたデータをデータベースから検索する動的ロードの数。


	
キャッシュ - 動的なローカル・キャッシュ・グループのミス

	
動的なローカル・キャッシュ・グループのミス数: リクエストされたデータをデータベースから検索できず、データをOracle Databaseからロードする必要のあった動的ロードの数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースに送信されたPL/SQLブロック・バッチ

	
Oracle Databaseに送信されたPL/SQLブロック・バッチの数(CacheAWTMethod = 1)。


	
キャッシュ - リモートの動的なロード

	
ローカル・キャッシュ・グリッド・メンバーでデータが検出されず、別のキャッシュ・グリッド・メンバーから必要なデータを正常にロードした動的ロード数。


	
キャッシュ - エラーによるOracleデータベースでのロールバック

	
エラーによるOracle Databaseに対するロールバックの回数。


	
キャッシュ - 自動リフレッシュによりTimesTenデータベースで削除された行

	
Oracle Databaseからの自動リフレッシュ時にTimesTenから削除された行数。


	
キャッシュ - PL/SQLでOracleデータベースから削除された行

	
PL/SQLモード(CacheAWTMethod=1)でOracle Databaseから削除された行数。


	
キャッシュ - SQLでOracleデータベースから削除された行

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseから削除された行数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースにフラッシュされた行

	
Oracle Databaseにフラッシュされた行数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースで削除されたSWTキャッシュ・グループ内の行

	
Oracle Databaseから削除されたSWTキャッシュ・グループ内の行数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースに挿入されたSWTキャッシュ・グループ内の行

	
Oracle Databaseに挿入されたSWTキャッシュ・グループ内の行数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースで更新されたSWTキャッシュ・グループ内の行

	
Oracle Databaseで更新されたSWTキャッシュ・グループ内の行数。


	
キャッシュ - 自動リフレッシュによりTimesTenデータベースに挿入された行

	
Oracle Databaseからの自動リフレッシュ時にTimesTenに挿入された行数。


	
キャッシュ - PL/SQLモードでOracleデータベースに挿入された行

	
PL/SQLモード(CacheAWTMethod = 1)でOracle Databaseに挿入された行数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracleデータベースに挿入された行

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseに挿入された行数。


	
キャッシュ - 自動リフレッシュによりTimesTenデータベースで更新された行

	
Oracle Databaseからの自動リフレッシュ時にTimesTenで更新された行数。


	
キャッシュ - PL/SQLモードで更新されたOracleデータベースの行

	
PL/SQLモード(CacheAWTMethod=1)で更新されたOracle Databaseの行数。


	
キャッシュ - SQLモードで更新されたOracleデータベースの行

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)で更新されたOracle Databaseの行数。


	
キャッシュ - TimesTenからOracleデータベースに伝播されたトランザクション

	
Oracle Databaseに伝播されたTimesTenトランザクションの数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracleデータベースに送信されたバッチの更新

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)のOracle Databaseに送信された更新済バッチの数。


	
キャッシュ・グリッド - これまでにアタッチされたキャッシュ・グリッド・メンバー

	
接続操作回数。


	
キャッシュ・グリッド - デタッチ操作

	
連結操作回数。


	
チェックポイント - 最後のチェックポイント時に書き込まれたバイト数

	
最後のチェックポイント時に書き込まれたバイト数。


	
チェックポイント - データベースのリカバリ時に書き込まれたチェックポイントのバイト数

	
データベースのリカバリ時のチェックポイントへの書込みバイト数。


	
チェックポイント - チェックポイント・ボリューム(バイト数)

	
チェックポイントへの書込みのバイト数。


	
チェックポイント - チェックポイントの書込み

	
チェックポイント書込みの回数。


	
チェックポイント - 完了したチェックポイント

	
完了したチェックポイントの数。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントの終了時間

	
最後に開始されたチェックポイントの終了時間。


	
チェックポイント - 完了したファジー・チェックポイント

	
完了したファジー・チェックポイントの数。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントの開始時間

	
最後に開始されたチェックポイントの開始時間。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントのステータス

	
最後に開始されたチェックポイントのステータス(例: 完了)。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントのタイプ

	
最後に開始されたチェックポイントのタイプ(例: ファジー)。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントでのエラーの有無

	
最後に開始されたチェックポイントでのエラーの有無。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたALTER文

	
サーバーによって実行されたALTER文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたCREATE文

	
サーバーによって実行されたCREATE文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって受信されたバイト数

	
サーバーが受信したクライアント/サーバー間のバイト数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって送信されたバイト数

	
サーバーが送信したクライアント/サーバー間のバイト数。


	
クライアント/サーバー - 切断

	
クライアント/サーバー間での切断回数。


	
クライアント/サーバー - ラウンドトリップ

	
クライアント/サーバー間でのラウンドトリップ数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたDELETE文

	
サーバーによって実行されたDELETE文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたDROP文

	
サーバーによって実行されたDROP文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたINSERT文

	
サーバーによって実行されたINSERT文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたMERGE文

	
サーバーによって実行されたMERGE文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたSELECT文

	
サーバーによって実行されたSELECT文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって削除された表の行

	
サーバーによって削除された表の行数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって挿入された表の行

	
サーバーによって挿入された表の行数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって更新された表の行

	
サーバーによって更新された表の行数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによるトランザクション・ロールバック

	
サーバーによってロールバックされたトランザクション数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによってコミットされたトランザクション

	
サーバーによってコミットされたトランザクション数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたUPDATE文

	
サーバーによって実行されたUPDATE文の数。


	
接続 - 確立されたクライアント/サーバー接続

	
確立されたクライアント/サーバー接続の累計数。


	
接続 - 確立されたデータベース接続

	
確立されたデータベース接続の累計数。


	
接続 - 構成された最大を超過するデータベース接続

	
データベース接続のしきい値の超過の累計数。


	
接続 - データベース切断

	
データベース切断の累計数。


	
接続 - 確立された直接リンクのデータベース接続

	
確立された直接リンクのデータベース接続の累計数。


	
接続 - 確立された最初のデータベース接続

	
確立された最初のデータベース接続の数。


	
DB - 範囲索引からの削除

	
範囲索引から削除された行数。


	
DB - 完全表スキャン

	
全表スキャンの回数。


	
DB - データベース・リカバリ時の索引再構築中に挿入されたハッシュ索引

	
データベース・リカバリ時の索引再構築フェーズでハッシュ索引に挿入された行数。


	
DB - スキャンされたハッシュ索引

	
スキャンされたハッシュ索引の数。


	
DB - レプリケーション中にスキャンされたハッシュ索引

	
レプリケーション処理(表の挿入、更新、削除処理など)時にスキャンされたハッシュ索引の数。


	
DB - 再構築された索引

	
再構築された索引数。


	
DB - 範囲索引への挿入

	
範囲索引に挿入された行数。


	
DB - データベースのロード後に実行されたLRUエージングのコミット

	
データベースがメモリーにロードされてからのLRUエージングのコミット数。


	
DB - データベースのロード後に完了したLRUエージングのサイクル

	
データベースがメモリーにロードされてから完了したLRUエージングのサイクル数。


	
DB - データベースのロード後のLRUエージング上限しきい値到達

	
データベースがメモリーにロードされてからLRUエージングの上限しきい値が到達された回数。


	
DB - 完了したマージ結合

	
完了したマージ結合の回数。


	
DB - 完了したネストされたループ結合

	
完了したネストされたループ結合の回数。


	
DB - データベース・リカバリ時の索引再構築中に挿入された範囲索引

	
データベース・リカバリ時の索引再構築フェーズで範囲索引に挿入された行数。


	
DB - スキャンされた範囲索引

	
スキャンされた一時索引の数。


	
DB - レプリケーション中にスキャンされた範囲索引

	
レプリケーション処理時にスキャンされた一時索引の数。


	
DB - データベースのロード後のLRUエージング中に削除された行

	
データベースがメモリーにロードされてからLRUエージングで削除された行数。


	
DB - データベースのロード後の時間ベースのエージング中に削除された行

	
データベースがメモリーにロードされてから時間ベースのエージングで削除された行数。


	
DB - ハッシュ索引から削除された行

	
ハッシュ索引から削除された行数。


	
DB - ハッシュ索引からフェッチされた行

	
ハッシュ索引からフェッチされた行数。


	
DB - レプリケーション中にハッシュ索引からフェッチされた行

	
レプリケーション処理時にハッシュ索引からフェッチされた行数。


	
DB - レプリケーション中に範囲索引からフェッチされた行

	
レプリケーション処理時に範囲索引からフェッチされた行数。


	
DB - レプリケーション中に一時索引からフェッチされた行

	
レプリケーション処理時に一時索引からフェッチされた行数。


	
DB - 一時索引からフェッチされた行

	
一時索引からフェッチされた行数。


	
DB - ハッシュ索引に挿入された行

	
ハッシュ索引に挿入された行数。


	
DB - ロックの競合のためLRUエージングで削除されなかった行数

	
データベースがメモリーにロードされてからロック競合のためLRUエージングで削除されなかった行数。


	
DB - ロックの競合のため時間ベースのエージングで削除されなかった行数

	
データベースがメモリーにロードされてからロック競合のため時間ベースのエージングで削除されなかった行数。


	
DB - 実行されたソート

	
完了したソート回数。


	
DB - 削除された表の行

	
削除された表の行数。


	
DB - 挿入された表の行

	
挿入された表の行数。


	
DB - 読み取られた表の行

	
読み取られた表の行数。


	
DB - 更新された表の行

	
更新された表の行数。


	
DB - 作成された一時索引

	
作成された一時索引数。


	
DB - スキャンされた一時索引

	
スキャンされた範囲索引の数。


	
DB - レプリケーション中にスキャンされた一時索引

	
レプリケーション処理(表の挿入、更新、削除処理など)時にスキャンされた範囲索引の数。


	
DB - データベースのロード後に実行された時間ベースのエージングのコミット

	
データベースがメモリーにロードされてからの時間ベースのエージングのコミット数。


	
DB - データベースのロード後に完了した時間ベースのエージングのサイクル

	
データベースがメモリーにロードされてから完了した時間ベースのエージングのサイクル数。


	
DB - データベースのロード後のLRUエージング下限しきい値到達

	
データベースがメモリーにロードされてからLRUエージングの下限しきい値が到達された回数。


	
DB - 範囲索引からフェッチされたタプル

	
範囲索引からフェッチされた行数。


	
DB - 範囲索引の更新

	
更新された範囲索引の行数。


	
ロック - デッドロック

	
デッドロックの回数。


	
ロック - DMLアクティビティ用に取得されたロック

	
DMLアクティビティ用に取得されたロックの数。


	
ロック - 表スキャン用に取得されたロック

	
表スキャン用に取得されたロックの数。


	
ロック - ただちに許可されたロック

	
即時付与されたロックの数。


	
ロック - 許可されたうち待機が必要であったロック

	
付与に待機が必要なロックの数。


	
ロック - タイムアウトのために拒否されたリクエスト

	
タイムアウトのために拒否されたロック・リクエストの数。


	
ログ - ログ・バッファに挿入されたバイト数

	
ログ・バッファに挿入されたバイト数。


	
ログ - データベースのリカバリ中に読み取られたログのバイト数

	
データベースのリカバリ時に読み込んだログ・バイト数。


	
ログ - コミットを目的としてログから読み取られたバイト数

	
コミット処理用にログから読み取ったバイト数。


	
ログ - 現在の最新のログ・ファイル

	
データベースに現在ある最も古いログ・ファイル。


	
ログ - ファイル・システムの読取り

	
ファイル・システムの読取り回数。


	
ログ - コミットを目的としたファイル・システムの読取り

	
コミット処理用にログからのファイル・システムを読み取った回数。


	
ログ - ファイル・システムの書込み

	
ファイル・システムの書込み回数。


	
ログ - 最後のログ・ファイル番号

	
最後のログ・ファイルの番号。


	
ログ - これまでに生成されたログ・ファイル

	
現在までに生成されたログ・ファイルの数。


	
ログ - ログ・バッファに挿入されたログ・レコード

	
ログ・バッファに挿入されたログ・レコード数。


	
ログ - 存在する最新のログ・ファイル

	
存在する最新のログ・ファイル。


	
ログ - ログをディスクに同期した回数

	
ログをディスクに同期した回数。


	
ログ - 挿入の合計待機

	
ログ・バッファが一杯であったために、ログ・レコードをログ・バッファに挿入しようとしている間にスレッドが遅延した回数。通常、この値が増加する場合は、ログ・バッファが小さすぎることを示します。


	
メモリー - 永続領域の最高使用量

	
データベースに最初に接続してからの永続データ領域のメモリーの最大使用量。


	
メモリー - 一時領域の最高使用量

	
データベースに最初に接続してからの一時データ領域のメモリーの最大使用量。


	
メモリー - 使用中の永続領域

	
現在使用中の永続領域のサイズ。


	
メモリー - 使用中の一時領域

	
現在使用中の一時領域のサイズ。


	
メモリー - 使用中の永続領域の割合

	
現在使用中の永続領域の割合。


	
メモリー - 使用中の一時領域の割合

	
現在使用中の一時領域の割合。


	
PL/SQL - オブジェクト・ハンドルのキャッシュ・ヒット率

	
PL/SQLオブジェクト・ハンドルのキャッシュ・ヒット率。


	
PL/SQL - PINリクエストのキャッシュ・ヒット率

	
PINリクエストのキャッシュ・ヒット率。


	
PL/SQL - PL/SQLオブジェクトに対するロック・リクエスト

	
PL/SQLオブジェクトに対してロックがリクエストされた回数。


	
PL/SQL - 依存オブジェクトの変更が原因のオブジェクトの無効化

	
依存するオブジェクトが修正されたために、このネームスペース内のオブジェクトに無効のマークが付いた合計回数。


	
PL/SQL - 作成後初めて実行されたものではないオブジェクトのPIN

	
オブジェクトのPINのうち、オブジェクト・ハンドルの作成後初めて実行されたPINではない、データベースからのオブジェクトをロードする必要があるPIN。


	
PL/SQL - メモリーでPL/SQLオブジェクトのハンドルが検出された回

	
PL/SQLオブジェクトへのハンドルがメモリーで検出された回数。


	
PL/SQL - PL/SQLオブジェクトに対してPINがリクエストされた回

	
PL/SQLオブジェクトに対してPINがリクエストされた回数。


	
PL/SQL - メモリーでライブラリ・オブジェクトの全メタデータが検出された回

	
インメモリーでライブラリ・オブジェクトのすべてのメタデータ・ピースが見つかった回数。


	
PL/SQL - このデータベース接続におけるPL/SQLの合計ヒープ(MB)

	
このデータベース接続でPL/SQLに割り当てられたヒープ・メモリーの総量(MB)。


	
PL/SQL - 遅延クリーンアップが発生した合計回

	
遅延クリーンアップが発生した回数。


	
レプリケーション - レプリケーションが保持している最後のログ・ファイル番号

	
レプリケーションによって保持された最後のログ・ファイルの番号。


	
レプリケーション - このデータベースからレプリケートされたトランザクション

	
1つ以上のピア・データベースにレプリケートされるローカル・データベースで生成されたレプリケーション・トランザクションの数。


	
文 - 実行されたALTER文

	
実行されたALTER文の数。


	
文 - 文の自動再準備回

	
文の自動再準備回数。


	
文 - 実行されたCREATE文

	
実行されたCREATE文の数。


	
文 - 文の準備時におけるコマンド・キャッシュ・ミス

	
文の準備時のコマンドのキャッシュ・ミス数。


	
文 - 実行されたDELETE文

	
実行されたDELETE文の数。


	
文 - 実行されたDROP文

	
実行されたDROP文の数。


	
文 - 実行されたINSERT文

	
実行されたINSERT文の数。


	
文 - 実行されたMERGE文

	
実行されたMERGE文の数。


	
文 - 実行されたSELECT文

	
実行されたSELECT文の数。


	
文 - 文の準備

	
文の準備数。


	
文 - 文の再準備(強制または自動)

	
強制および自動を含む文の再準備回数。


	
文 - 合計実行SQL文

	
実行されたSQL文の数。


	
文 - 実行されたUPDATE文

	
実行されたUPDATE文の数。


	
トランザクション - レプリケートされた永続トランザクションのコミット

	
レプリケートされた永続トランザクションのコミットの数。


	
トランザクション - 永続トランザクションのコミット

	
永続トランザクションのコミット数。


	
トランザクション - レプリケートされた非永続トランザクションのコミット

	
レプリケートされた非永続トランザクションのコミットの数。


	
トランザクション - 非永続トランザクションのコミット

	
非永続トランザクションのコミットの数。


	
トランザクション - レプリケーションにより開始されたトランザクションのコミット

	
レプリケーション開始済トランザクションのコミット数。


	
トランザクション - トランザクション・ロールバック

	
トランザクションのロールバック回数。


	
トランザクション - コミットされたトランザクション

	
コミットされた永続トランザクションおよび非永続トランザクションの数。


	
トランザクション - XLAにより開始されたトランザクションのコミット

	
XLA開始済トランザクションのコミット数。


	
ワークロード - 10番目によく実行されたSQL文

	
10番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 2番目によく実行されたSQL文

	
2番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 2番目によく準備されたSQL文

	
2番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 2番目によく再準備されたSQL文

	
2番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 3番目によく実行されたSQL文

	
3番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 3番目によく準備されたSQL文

	
3番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 3番目によく再準備されたSQL文

	
3番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 4番目によく実行されたSQL文

	
4番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 4番目によく準備されたSQL文

	
4番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 4番目によく再準備されたSQL文

	
4番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 5番目によく実行されたSQL文

	
5番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 5番目によく準備されたSQL文

	
5番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 5番目によく再準備されたSQL文

	
5番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 6番目によく実行されたSQL文

	
6番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 7番目によく実行されたSQL文

	
7番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 8番目によく実行されたSQL文

	
8番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 9番目によく実行されたSQL文

	
9番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - キャッシュ・ヒット

	
キャッシュ内のヒットの数。


	
ワークロード - クライアント/サーバー接続

	
TimesTenデータベース上の現在のアクティブなクライアント/サーバー接続数。


	
ワークロード - 準備されたコマンド

	
準備(コンパイル)されたコマンドの数。


	
ワークロード - 再準備されたコマンド

	
再準備したコマンドの数。


	
ワークロード - 動的ロードを目的としたOracleデータベースとの通信

	
動的ロードを使用したOracleデータベースからの実行回数。


	
ワークロード - カーソルのオープン

	
カーソルのオープン数。


	
ワークロード - カーソルのクローズ

	
カーソルのクローズ数。


	
ワークロード - 直接リンクされた接続

	
データベース上の現在の直接リンクされた接続数。


	
ワークロード - 動的ロードによるOracleデータベースからのフェッチ

	
動的ロードを使用したOracleデータベースからのフェッチ数。


	
ワークロード - 最もよく実行されたSQL文

	
最もよく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 最もよく準備されたSQL文

	
最もよく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 最もよく再準備されたSQL文

	
最もよく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - パススルーの数

	
実行されたパススルー処理の数。


	
ワークロード - システム接続

	
現在アクティブなサブデーモン、レプリケーション・エージェントおよびキャッシュ接続のエージェント接続の合計数。


	
ワークロード - 合計接続数

	
TimesTenデータベース上の現在アクティブな接続の合計数。












パフォーマンスの評価

パフォーマンスの評価は比率で表されます(たとえば、「1分当たりX回」)。このような比率は、値が過去1分間での比率または1分当たりの比率(最新の収集間隔を1分以外の値に変更した場合)になるため、瞬間比率とみなされます。

表14-8に、各メトリックとその説明を示します。


表14-8 パフォーマンスの評価

	メトリック	説明
	
キャッシュ - PL/SQLモードでのバッチ当たりの行

	
PL/SQLモードでOracleデータベースに送信されたバッチ当たりの行数。


	
キャッシュ - SQLモードでのバッチ当たりの行

	
SQLモードでOracleデータベースに送信されたバッチ当たりの行数。


	
キャッシュ - 合計AWT MB/秒

	
1秒間にOracleデータベースに送信されたAWTトランザクションのバイト数(MB)。


	
キャッシュ - Oracleデータベースでコミットされたトランザクション/秒

	
1秒間にOracleデータベースにコミットされたトランザクションの数。


	
キャッシュ - Oracleデータベースに伝播されたトランザクション/秒

	
1秒間にOracleデータベースに伝播されたトランザクションの数。


	
キャッシュ・グリッド - キャッシュ・グリッドのアタッチ/分

	
1分当たりのキャッシュ・グリッドのアタッチ数。


	
キャッシュ・グリッド - キャッシュ・グリッドのデタッチ/分

	
1分当たりのキャッシュ・グリッドのデタッチ数。


	
キャッシュ・グリッド - キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット率

	
キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット率(割合はローカル・グリッド・メンバーから検出)。


	
キャッシュ・グリッド - キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット/秒

	
1秒当たりのキャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット数。


	
キャッシュ・グリッド - キャッシュ・グリッドのグローバル・ミス/秒

	
1秒当たりのキャッシュ・グリッドのグローバル・ミス数。


	
キャッシュ・グリッド - キャッシュ・グリッドのローカル・ヒット/秒

	
1秒当たりのキャッシュ・グリッドのローカル・ヒット数。


	
キャッシュ・グリッド - キャッシュ・グリッドのローカル・ミス/秒

	
1秒当たりのキャッシュ・グリッドのローカル・ミス数。


	
キャッシュ・グリッド - Oracleデータベースから移入されたキャッシュ・グリッドのミス/秒

	
1秒当たりのOracleデータベースから移入されたキャッシュ・グリッドのミス数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたALTER文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたALTER文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって受信されたバイト数/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に受信されたクライアント/サーバー間でのバイト数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって送信されたバイト数/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に送信されたクライアント/サーバー間でのバイト数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたCREATE文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたCREATE文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたDELETE文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたDELETE文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたDROP文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたDROP文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたINSERT文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたINSERT文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたMERGE文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたMERGE文の数。


	
クライアント/サーバー - ラウンドトリップ/秒

	
1秒当たりのクライアント/サーバー間でのラウンドトリップ数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたSELECT文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたSELECT文の数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって削除された表の行/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に削除された表の行数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって挿入された表の行/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に挿入された表の行数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって更新された表の行/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に更新された表の行数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによるトランザクション・ロールバック/秒

	
1秒当たりのTimesTenサーバーによるトランザクションのロールバック数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによってコミットされたトランザクション/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間にコミットされたトランザクション数。


	
クライアント/サーバー - サーバーによって実行されたUPDATE文/秒

	
TimesTenサーバーによって1秒間に実行されたUPDATE文の数。


	
DB - 表の行の削除数(/分)

	
TimesTenデータベースで1分間に削除された表の行数。


	
DB - 表の行の挿入数(/分)

	
TimesTenデータベースで1分間に挿入された表の行数。


	
DB - 表の行の読取り数(/分)

	
TimesTenデータベースで1分間に読み取られた表の行数。


	
DB - 表の行の更新数(/分)

	
TimesTenデータベースで1分間に更新された表の行数。


	
ロック - デッドロック/分

	
1分当たりのデッドロック数。


	
ロック - ただちに許可されたロック/分

	
1分間に取得した非ブロッキング・ロック数。


	
ロック - 待機後に許可されたロック/分

	
1分間に取得したブロッキング・ロック数。


	
ロック - ロックのタイムアウト/分

	
1分当たりのロックのタイムアウト数。


	
ロック - ただちに許可されたロックの割合

	
待機を必要とするロック数に対するただちに許可されたロック数の割合。


	
ログ - 1秒当たりに挿入されたログ・バッファ

	
1秒間にログ・バッファに挿入されたバイト数(MB)。


	
ログ - ログ・バッファ待機/分

	
ログ・バッファが一杯だったためにスレッドの待機が必要となった1分当たりの回数。


	
ログ - ディスクへの1分当たりのログ・バイト数

	
1分間にディスクに書き込まれたログのバイト数(MB)。


	
ログ - ファイル・システムへのログ・フラッシュ/分

	
ログ・バッファがファイル・システムに書き込まれた回数(/分)。


	
ログ - ファイル・システムからのログ読取り/分

	
インメモリー・バッファからログを読み取ることができなかった1分当たりの回数。


	
分当たり実行回数に対する分当たり準備数の比率

	
1分当たりの実行回数に対する1分当たりの準備数の比率。


	
レプリケーション - レプリケートされたトランザクション/分

	
1分間にピアにレプリケートされたトランザクションの数。


	
文 - 実行されたDELETE文/秒

	
1秒間に実行されたDELETE文の数。


	
文 - 実行されたINSERT文/秒

	
1秒間に実行されたINSERT文の数。


	
文 - 実行されたMERGE文/秒

	
1秒間に実行されたMERGE文の数。


	
文 - 実行されたSELECT文/秒

	
1秒間に実行されたSELECT文の数。


	
文 - 合計実行文/秒

	
1秒間に実行された文の合計数。


	
文 - 実行されたUPDATE文/秒

	
1秒間に実行されたUPDATE文の数。


	
トランザクション - トランザクション・ロールバック/秒

	
1秒間にロールバックされたトランザクションの数。


	
トランザクション - コミットされたトランザクション/秒

	
1秒間にコミットされたトランザクションの数。


	
トランザクション - 永続的にコミットされたトランザクション/秒

	
1分間にコミットされた永続トランザクションの数。


	
ワークロード - 準備されたコマンド/分

	
1分間に準備(コンパイル)されたSQLコマンドの数。


	
ワークロード - 再準備されたコマンド/分

	
1分間に再準備(再コンパイル)されたSQLコマンドの数。


	
ワークロード - 接続/分

	
1分当たりのデータベースへの接続数。


	
ワークロード - 切断/分

	
1分当たりのデータベースからの切断数。


	
ワークロード - 問合せ/分

	
1秒当たりの問合せの数。












読取り専用キャッシュ

表14-10に、読取り専用キャッシュのメトリックとその説明を示します。


表14-9 読取り専用キャッシュ

	メトリック	説明
	
自動リフレッシュのステータス

	
自動リフレッシュ操作のステータス。


	
キャッシュ・グループID

	
キャッシュ・グループの識別子。


	
キャッシュ・グループ名

	
キャッシュ・グループの名前。


	
キャッシュ・グループの所有者

	
キャッシュ・グループの所有者。


	
オブジェクト識別子

	
Oracleデータベースの表のオブジェクト識別子。


	
リフレッシュ間隔

	
キャッシュ・グループのリフレッシュ間隔。


	
リフレッシュにかかった時間(ミリ秒)

	
リフレッシュ操作の実行にかかった合計時間。


	
自動リフレッシュされた行

	
自動リフレッシュされた行の数。


	
開始時間

	
前回自動リフレッシュが実行されたときのタイムスタンプ。


	
保留中のリフレッシュの更新

	
リフレッシュを保留している更新の数。












レプリケーション・ピア

表14-10に、レプリケーション・ピアのメトリックとその説明を示します。


表14-10 レプリケーション・ピア

	メトリック	説明
	
レプリケーション・ピア・ホスト名

	
レプリケーションをホストするシステムの名前。


	
レプリケーション・ピアの名前

	
レプリケーション・タイプがDNSの場合、問合せ先のデータベース名になります。レプリケーション・タイプがPEERSの場合は、このデータベースのレプリケーション・ピアであるデータベースの名前になります。


	
レプリケーション・ポート番号

	
レプリケーション・エージェントがリモート・レプリケーション・エージェントのトランスミッタ・スレッドからの接続をリスニングするために使用するTCP/IPポート。デフォルトは0(ゼロ)で、このポートがレプリケーション・スキームの一部として指定されているのでなく、レプリケーション・エージェントに自動的に割り当てられていることを示します。


	
レプリケーション・プロトコル

	
ピア間で通信を行うためにレプリケーションにより使用されるプロトコル。


	
レプリケーションの状態

	
問合せ先データベースに関連したレプリケーション・ピアの現在のレプリケーション状態。


	
タイプ

	
レプリケーション・タイプ。












レプリケーション・ステータス

表14-11にはレプリケーション・ステータスの情報が示されています。


表14-11 レプリケーション・ステータス

	名前	説明
	
レプリケーション・ピアの名前

	
レプリケーション・ピアの名前。


	
レプリケーション・スレッドのタイプ

	
レプリケーション・スレッドのタイプ。有効な値は「送信者」または「受信者」です。


	
起動回数または再起動回数

	
起動回数または再起動回数。


	
送信または受信トランザクション数

	
送信または受信されたトランザクションの合計数。


	
送信または受信したトランザクション/秒

	
1秒間に送信または受信されたトランザクションの数。












レプリケーション・サブスクライバ

表14-12にはレプリケーション・サブスクライバの情報が示されています。


表14-12 レプリケーション・サブスクライバ

	名前	説明
	
平均待機時間(秒単位)

	
マスターがメッセージを送信してからサブスクライバから最後の確認応答を受信するまでの平均待機時間(秒)。


	
最後に受信されたメッセージ

	
このサブスクライバがマスターから最後のメッセージを受信してから経過した時間(秒単位)。


	
最後に送信されたメッセージ

	
マスターがサブスクライバに最後にメッセージを送信してから経過した時間(秒単位)。このようなメッセージには、データベース間で送信されたハートビート・メッセージが含まれます。


	
レプリケーション・ホスト名

	
サブスクライバをホストするシステムの名前。


	
レプリケーション・ピアの名前

	
サブスクライバ・データベースの名前。


	
レプリケーション・ポート番号

	
マスターからの更新を受信するサブスクライバ・エージェントで使用されるTCP/IPポート。値が0(ゼロ)の場合は、レプリケーションでポートが自動的に割り当てられたことを示します。


	
レプリケーション・プロトコル

	
マスターとサブスクライバ間で通信するレプリケーションで使用されるプロトコル。


	
レプリケーションの状態

	
問合せ先データベースに関連したサブスクライバ・ピアの現在のレプリケーション状態。


	
レプリケーション・トラック

	
レプリケーション・トラック。


	
マスター・データベースがサブスクライバのために保持しているトランザクション・ログ・ファイルの数。

	
マスター・データベースがサブスクライバのために保持しているトランザクション・ログ・ファイルの数。












レプリケーション・トラック

表14-15に、レプリケーション・トラックの情報を示します。


表14-13 レプリケーション・トラック

	名前	説明
	
受信者バッチ・コミット数

	
受信者側でのバッチ・コミットの合計数。


	
受信者バッチ・コミット時間

	
受信者側でのバッチ・コミットの合計時間。


	
受信者トランザクション・コミット数

	
受信者側でのコミットの合計数。


	
受信者トランザクション・コミット待機

	
受信者側でのコミット待機の合計数。


	
サブスクライバ

	
サブスクライバ・データベース。


	
トラック

	
トラック番号。


	
送信者ログ待機

	
送信者からのログ待機。












レプリケーションの状態

表14-11に、レプリケーションの状態の情報を示します。


表14-14 レプリケーションの状態

	名前	説明
	
キャッシュ・グリッドの状態

	
アクティブなスタンバイ・ペアがキャッシュ・グリッドに構成されている場合、キャッシュ・グリッドの現在の状態。キャッシュ・グリッドが構成されていない場合、ステータスは「キャッシュ・グリッドなし」です。


	
状態

	
アクティブなスタンバイ・ペアでのデータベースの現在のレプリケーション状態。












レスポンス

表14-15にはレスポンス情報が示されています。


表14-15 レスポンス

	名前	説明
	
ステータス

	
有効な値は、「稼働中」または「停止中」です。












SQLコマンド・キャッシュ

表14-16にはSQLコマンド・キャッシュの情報が説明されています。


表14-16 SQLコマンド・キャッシュ

	名前	説明
	
コマンドID

	
SQLコマンド識別子。


	
このコマンドに対して実行された実行回数

	
コマンド・キャッシュに入れられてからのこのコマンドを実行した回数。


	
この文で内部的に実行されたフェッチの実行

	
この文で内部的に実行されたフェッチの実行回数。


	
コマンドが、収集されるガベージになるかどうか

	
このコマンドがサブデーモンによってガベージ収集可能かどうかを示します。0(ゼロ)の場合は解放可能ではありません。1の場合は解放可能です。


	
最後に測定されたコマンドの実行時間

	
このSQLコマンドの前回測定実行時間。


	
この文の最大実行時間

	
このSQLコマンドの最大実行時間(秒)。


	
最小実行時間

	
このSQLコマンドの最小実行時間(秒)。


	
このコマンドの再準備回数または無効化回数

	
このコマンドの再準備または無効化の数を数えるためのカウンタ。


	
現在のコマンドのSQL

	
現在のコマンドの完全なSQLテキスト。


	
このコマンド・キャッシュでこのコマンドに割り当てられた領域(バイト数)

	
コマンド・キャッシュでこのコマンドに割り当てられた領域の合計(バイト単位)。


	
文が開始した時刻

	
SQL文の前回実行が開始された時刻。


	
プライベート接続の一意のID

	
プライベート接続の一意の識別子。


	
コマンド・キャッシュでヒットするユーザー準備の数

	
コマンド・キャッシュでヒットするユーザー準備の数を数えるためのカウンタ。


	
コマンドを作成したユーザー

	
このコマンドを作成したユーザーの識別子。












SQL実行時間のヒストグラム

表14-18に、SQL実行時間のヒストグラムの情報を示します。


表14-17 SQL実行時間のヒストグラム

	名前	説明
	
サンプリング時に累積された実時間での実行時間(秒)

	
サンプリング時に累積された実時間での実行時間(秒)。


	
バケットの実行時間(秒)の上限

	
このバケットの実行時間の上限(秒)。


	
データベースの起動後または統計のリセット後の実行時間のサンプル

	
データベースが起動されてから、または統計がリセットされてから取得された実行時間サンプルの数。


	
このバケット内のSQLコマンド数

	
このバケット内のSQLコマンド数。












トランザクション・ログの保持

表14-18にはトランザクション・ログの保持に関する情報が表示されます。


表14-18 トランザクション・ログの保持

	名前	説明
	
保持が作成されたオブジェクト

	
保持が作成された、タイプ固有オブジェクト。


	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルの番号。

	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルの番号。


	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルのオフセット

	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルのオフセット。


	
保持のタイプ

	
保持のタイプ。














TimesTenインスタンスのメトリックの表示

TimesTenインスタンスのメトリックには次の2グループがあります。


図14-4 TimesTenインスタンスの「すべてのメトリック」

[image: 図14-4の説明が続きます。]





	
ホストされているデータベース


	
レスポンス




一部のメトリックには事前定義された警告およびクリティカルのしきい値があります。しきい値の変更と、新しいしきい値の追加ができます。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlは、メトリックのために収集された値が、設定されたしきい値を超えたときにアラートを発行します。



ホストされているデータベース

表14-18に、ホストされているデータベースの情報を示します。


表14-19 ホストされているデータベース

	名前	説明
	
キャッシュ・エージェント

	
この値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかが可能です。キャッシュ・グループが構成されていない場合、この値は「N/A」です。


	
クライアント・サーバー接続

	
データベースへのクライアント/サーバー接続の数。


	
データベース・パス名

	
この値はデータベースのパスの最後の部分から取ります。たとえば、データベースのパスが/var/tt/sampledb_1122の場合、データベース名はsampledb_1122です。


	
PL/SQL

	
この値は「有効」または「無効」のいずれかが可能です。データベースでPL/SQLサポートが有効になると、後で無効にすることはできません。


	
RAMステータス

	
この値は「ロード済」または「未ロード」のいずれかが可能です。データベースがメモリーにロードされている場合、RAMステータスは「ロード済」です。


	
レプリケーション・エージェント

	
この値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかが可能です。レプリケーション・スキームを構成しなかった場合、この値は「N/A」です。


	
合計接続数

	
データベースに直接リンク接続とクライアント/サーバー接続の合計数。












レスポンス

表14-18にはレスポンス情報が示されています。


表14-20 レスポンス

	名前	説明
	
ステータス

	
有効な値は、「稼働中」または「停止中」です。




















15 ターゲット・トポロジの表示

この章では、TimesTenトポロジ・ページについて説明します。トポロジ・ページには、Enterprise Managerターゲット間の関係が視覚的なレイアウトで表示され、ターゲットに関するパフォーマンス情報が示されます。

内容は次のとおりです。

	
トポロジ・ページの表示


	
トポロジ・ページのビューの変更


	
モニタリング・メトリックの追加






トポロジ・ページの表示

トポロジ・ページを表示するには、TimesTenターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

ターゲットのタイプに応じて、トポロジ・ページへのアクセスには次の2つの方法があります。

	
TimesTenインスタンス・ターゲットの場合:

「TimesTenインスタンス・ホーム」メニューから、「構成」、「トポロジ」の順に選択します。


	
TimesTenデータベース・ターゲットの場合:

「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「構成」、「トポロジ」の順に選択します。









トポロジ・ページのビューの変更

トポロジ・ページには、Enterprise Managerターゲット間の関係が視覚的なレイアウトで表示され、ターゲットに関するパフォーマンス情報が示されます。

トポロジ・ページのビューを変更するには、次の手順を実行します。

	
「ビュー」ドロップダウン・リストから、ビュー・タイプを選択します。




	
使用

このビューを使用すると、選択したターゲットが依存するターゲットを確認しやすくなります。ターゲットに問題がある場合、ターゲットが依存する別のターゲットに問題の原因があるかどうかを確認する上でこのビューが役に立ちます。これはデフォルトのビューです。


	
使用者

このビューには、選択したターゲットに依存するターゲットが表示されます。これは、特定のTimesTenインスタンスと関連付けられているTimesTenデータベースの特定のTimesTenメトリックを表示するといった場合に使用すると便利です。





図15-1 ビューの選択

[image: 図15-1の説明が続きます]





トポロジ・ページが選択したビュー・タイプでリフレッシュされます。






モニタリング・メトリックの追加

トポロジ・ページでは、Enterprise Managerターゲットのモニタリング・メトリックを1ページに表示できます。たとえば、TimesTenインスタンスと関連付けられているTimesTenデータベース全部のPermSize属性とTempSize属性を監視できます。

トポロジ・ページに表示されるターゲットにモニタリング・メトリックを追加するには、TimesTenターゲットのトポロジ・ページを開いている必要があります。

	
「オプション」メニューから、「注釈」、「メトリックの選択」の順に選択します。


図15-2 「メトリックの選択」の選択

[image: 図15-2の説明が続きます]





「メトリックの選択」ダイアログが表示されます。*「ターゲット・タイプ」ドロップダウン・リストを探します。


	
*「ターゲット・タイプ」ドロップダウン・リストから、ビュー・タイプを選択します。

	
TimesTenデータベース

このターゲット・タイプを使用すると、TimesTenデータベース・ターゲットに固有のメトリックを選択できます。TimesTenデータベースのメトリックの詳細は、「TimesTenデータベースのメトリックの表示」を参照してください。


	
TimesTenインスタンス

このターゲット・タイプを使用すると、TimesTenインスタンス・ターゲットに固有のメトリックを選択できます。TimesTenインスタンスのメトリックの詳細は、「TimesTenインスタンスのメトリックの表示」を参照してください。





図15-3 ターゲット・タイプの選択

[image: 図15-3の説明が続きます]





メトリック・グループの名前を検索します。


	
メトリック・グループを開き、メトリックの名前をクリックします。


図15-4「メトリックの選択」ダイアログ

[image: 図15-4の説明が続きます]





監視するメトリックをすべて追加するまでこのステップを繰り返します。「メトリック順序」ボタンを探します。


	
「メトリック順序」をクリックします。


図15-5 「メトリック順序」をクリック

[image: 図15-5の説明が続きます]





「メトリック順序」ダイアログが表示されます。リストの最初の3つのメトリックがEnterprise Managerターゲットごとにトポロジ・ページに表示されます。その他のメトリックはEnterprise Managerターゲットのツールチップに表示されます。


	
メトリック・リストの右側にある矢印を使用してメトリックを整理します。


図15-6 メトリックの整理

[image: 図15-6の説明が続きます]





「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図15-7 「OK」をクリック

[image: 図15-7の説明が続きます]





「メトリック順序」ダイアログが閉じます。「メトリックの選択」ダイアログで「OK」ボタンを探します。


	
「OK」をクリックします。


図15-8 「OK」をクリック

[image: 図15-8の説明が続きます]





「メトリックの選択」ダイアログが閉じます。トポロジ・ページで「オプション」ボタンを探します。


	
「オプション」メニューから、「注釈」、「メトリックの名前および値」の順に選択します。


図15-9 「メトリックの名前および値」の選択

[image: 図15-9の説明が続きます]





トポロジ・ページがリフレッシュされます。




ターゲットについて構成した上位3つのメトリックが表示されています。ターゲットの上にカーソルを置いてポップアップの「詳細」リンクをクリックすると、特定のターゲットについて構成したメトリックがすべて表示されます。












16 レポートの表示

レポートは、Oracle Enterprise Managerリポジトリに収集および格納されているメトリック情報から生成されます。

内容は次のとおりです。

	
レポートの表示


	
レポートのタイプ






レポートの表示

TimesTenデータベース・ターゲット・ページを開いている必要があります。TimesTenデータベース・ターゲット・ページへの移動の詳細は、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。




	
注意:

TimesTen固有のレポートは、TimesTenデータベース・ターゲットについてのみ入手できます。







	
「TimesTenデータベース・ホーム」メニューから、「情報パブリッシャ・レポート」を選択します。

「情報パブリッシャ・レポート」ページが表示されます。「情報パブリッシャ・レポート」表で「タイトル」列を見つけます。


	
「タイトル」列でTimesTenレポートの名前をクリックします。

「レポートのターゲットの指定」ページが表示されます。


	
「続行」をクリックします。

レポートが表示されます。レポートを印刷する場合は、「印刷可能なページ」を選択します。









レポートのタイプ

10種類のレポート・グループを含む、9つのレポート分類があります。

分類、グループおよびサブグループは次のとおりです。

	
TimesTenキャッシュ・グリッド・レポート

	
TimesTen Cache AWTアクティビティ・レポート

	
AWTコミット


	
バッチ当たりのAWT行


	
AWTスループット





	
TimesTen Cacheグリッド・アクティビティ・レポート

	
キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット率


	
キャッシュ・グリッドのアタッチおよびデタッチ


	
キャッシュ・グリッドのヒットおよびミス








	
TimesTen接続

	
TimesTenデータベース接続レポート

	
現行接続数


	
接続率








	
TimesTenロック・レポート

	
TimesTenデータベース・ロック・アクティビティ・レポート

	
即時付与されたロック対待機


	
ロック・タイムアウトおよびデッドロック








	
TimesTenログ監視

	
TimesTenデータベース・トランザクション・ログ・レポート

	
ログ挿入アクティビティ


	
ログ待機アクティビティ


	
完了したチェックポイント


	
チェックポイント・バイトの書込みアクティビティ


	
リカバリ・アクティビティ








	
TimesTenメモリー監視

	
TimesTenデータベース・メモリー・レポート

	
永続メモリー・アクティビティ


	
一時メモリー・アクティビティ


	
PL/SQLメモリー・アクティビティ








	
TimesTen PLSQLレポート

	
TimesTenデータベースPLSQLレポート

	
ヒットの確保率


	
PL/SQL無効化およびリロード








	
TimesTen SQL操作

	
TimesTenデータベースSQL操作レポート

	
SQL操作








	
TimesTen表

	
TimesTenデータベース表アクティビティ・レポート

	
処理された行








	
TimesTenデータベース・モニタリング

	
TimesTenデータベース・アクティビティ・レポート

	
ログ・アクティビティ


	
トランザクション・アクティビティ


	
領域使用量(%使用中)


	
ログ・バッファ・バイト
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